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上
「陽南寺」
　赤蓮発祥の地として知られる寺で、天保年間に住職の
平野龍天が近江から赤蓮（レンコン）を伝え、この地に植
え付けたと云われています。
　寺の門前には立派な石碑が建てられ、昭和５６年７月１
日には立田村文化財指定第一号に指定されています。

下
「船頭平閘門」
　明治改修以前、木曽・長良・揖斐の三川は入り乱れて流
れ、物資は川伝いに運ばれていました。しかし、明治改修
の三川分流工事によって船は河口を回らなくては、隣の
川に行けなくなるため船頭平に閘門が設置されました。
　明治時代に作られた閘門で現在も活躍する数少ない貴
重な土木施設であり、重要文化財に指定されています。

春
Vol.98Vol.98

江戸時代の立田輪中

船頭平閘門の建設と構造

木曽川下流域のケレップ水制

「河童伝説」（水にまつわる民話から）

木曽川文庫  福島 晃子

流水を制御する水制   第四編

　歴史記録は、「流水を制御する水制」の
四回目として、木曽川下流域の水制工に
ついて、過去の調査結果から統計的な特
徴とその現状について紹介しました。
　なお、この資料は、創刊号からの全てが
木曽川下流河川事務所ホームページより
ダウンロードできます。
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戦
国
時
代
に
織
田
信
長
の
弟
信
興
が
本
願

寺
門
徒
に
討
ち
取
ら
れ
た
と
い
う
小
江
木
城

が
あ
っ
た
辺
り
は
、古
く
か
ら
人
が
住
み
つ
い

た
と
こ
ろ
で
、
そ
の
た
め
か
怪
談
や
伝
承
の

多
い
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
し
た
。

大
蛇
が
棲
む
と
言
わ
れ
た
り
、
河
童
が

岸
に
上
が
り
通
り
が
か
り
の
人
と
相
撲

を
と
る
と
言
っ
た
話
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
一つ
に
平
瀬
池
の
金
魚
の
話
が
あ
り

ま
す
。

小
江
木
城
址
の
近
く
に
あ
る
平
瀬
池

は
、面
積
が
四
〇
町
歩
余（
約
〇
．四
㎢
）、

一
番
深
い
と
こ
ろ
の
深
度
三
〇
尺（
約
九ｍ
）

で
、昼
間
で
も
気
味
の
悪
い
場
所
で
し
た
。

大
正
時
代
の
半
ば
、
船
頭
平
に
住
む
漁

師
の
代
サ
ン
は
い
つ
も
の
よ
う
に
小
舟
で
平

瀬
池
に
漕
ぎ
出
し
、夜
網
を
う
っ
て
魚
を
獲
っ

て
い
ま
し
た
。そ
の
日
は
、い
つ
に
な
く
豊
漁
で
、

時
間
を
忘
れ
て
夜
明
け
前
ま
で
漁
を
続
け
て
い
る

と
、
突
然
舟
の
真
ん
前
に
、
小
舟
ほ
ど
も
あ
る
巨
大
な
赤
い
魚
が
浮
か
ん
で

き
ま
し
た
。

大
魚
は
、
水
面
で
少
し
泳
い
で
は
池
の
中
に
消
え
、
ま
た
浮
い
て
き
て
は

潜
る
の
を
繰
り
返
し
て
い
ま
し
た
が
、
や
が
て
代
サ
ン
の
舟
に
向
か
っ
て
泳
い

で
き
ま
し
た
。そ
の
泳
ぐ
姿
と
濃
い
赤
色
は
金
魚
そ
の
も
の
で
し
た
が
、
と

に
か
く
大
き
さ
が
尋
常
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。代
サ
ン
は
恐
怖
の
あ
ま
り
尻
も

ち
を
つ
い
て
大
声
を
あ
げ
、
ガ
タ
ガ
タ
と
震
え
な
が
ら
、一
晩
で
獲
っ
た
大
量

の
魚
を
池
に
投
げ
込
み
、必
死
に
逃
げ
だ
し
ま
し
た
。

代
サ
ン
は
家
に
逃
げ
帰
っ
て
か
ら
も
、
食
事
を
と
ら
ず
布
団
を
頭
か
ら

被
っ
て
震
え
て
い
ま
し
た
。半
月
も
し
て
や
っ
と
正
気
に
戻
っ
て
か
ら
も
、
二

度
と
平
瀬
池
で
漁
を
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

そ
の
後
、
平
瀬
池
は
干
拓
工
事
に
よ
っ
て
埋
め
立
て
ら
れ
、
大
き
な
金
魚

の
話
だ
け
が
残
り
ま
し
た
。
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木
曽
川
左
岸
に
立
田
輪
中
は
、
御
囲
堤
が
建
設
さ
れ
た
時
に
、

尾
張
藩
領
な
が
ら
堤
外
地
と
な
っ
た
地
域
で
す
。
尾
張
徳
川
家
初

代
・
義
直
が
連
続
堤
を
築
き
、
立
田
新
田
を
開
発
し
た
時
点
で
輪

中
と
し
て
成
立
し
ま
し
た
。
江
戸
時
代
中
頃
に
鵜
多
須
陣
屋
の
支

配
下
と
な
っ
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
の
立
田
輪
中

江
戸
時
代
以
前
の
立
田
輪
中
周
辺

後
に
立
田
輪
中
と
呼
ば
れ
る
一
帯

は
、
木
曽
川
の
河
口
部
に
あ
っ
て
河
川

が
乱
流
す
る
中
に
自
然
堤
防
を
中
心
に

集
落
・
耕
作
地
が
点
在
し
て
い
ま
し

た
。
当
時
は
、
後
の
高
須
輪
中
中
央
部

を
木
曽
川
本
流
が
流
れ
て
い
た
の
で
、

こ
の
地
域
は
中
小
河
川
が
幾
筋
も
流
れ

て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
平
安
時
代
に

は
、
墾
田
永
年
私
財
法
以
後
に
開
墾
さ

れ
た
大
成
荘
が
成
立
し
て
お
り
、
武
家

勢
力
が
台
頭
し
て
き
た
中
世
に
は
、
日

置
庄
・
富
安
庄
・
早
尾
庄
な
ど
が
あ

り
、
開
発
の
進
展
が
見
ら
れ
ま
す
。
当

時
の
史
料
に
富
安
輪
中
・
早
尾
輪
中
と

言
っ
た
地
名
が
見
ら
れ
ま
す

が
、
堤
防
は
部
分
堤
防
で

あ
っ
て
、
周
囲
を
連
続
堤
防

で
囲
っ
た
輪
中
の
形
態
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
う
し
た
状
況
に
大
き
な

変
化
を
も
た
ら
し
た
の
は
、

豊
臣
政
権
下
の
天
正
一
四

（
一
五
八
六
）
年
の
大
洪
水

で
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

高
須
輪
中
中
央
部
を
南
下
し
て
い
た
木

曽
川
本
流
が
、
西
側
に
流
れ
を
変
え
た

こ
と
に
よ
り
、
立
田
周
辺
の
地
域
は
木

曽
川
洪
水
の
脅
威
に
直
接
さ
ら
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

御
囲
堤
と
立
田
輪
中
成
立

天
正
の
大
洪
水
か
ら
八
年
後
の
文
禄

三
（
一
五
九
四
）
年
に
は
、
豊
臣
秀
吉

が
木
曽
川
左
岸
に
大
規
模
な
築
堤
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。
工
事
の
目
的
は
、
第

一
に
大
阪
城
建
設
の
た
め
木
曽
山
か
ら

伐
採
し
た
用
材
を
渇
水
期
に
も
流
送
す

る
た
め
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

江
戸
幕
府
を
開
い
た
徳
川
家
康
は
、

慶
長
一
四
（
一
六
〇
九
）

年
に
、
こ
の
堤
防
を
さ
ら

に
強
固
に
す
る
工
事
を
開

始
し
て
、
翌
一
五
（
一
六

一
〇
）
年
に
完
成
さ
せ
ま

し
た
。
犬
山
市
か
ら
弥
富

市
に
至
る
四
〇
㎞
以
上
の

大
堤
防
は
御
囲
堤
と
呼
ば

れ
、
尾
張
に
流
入
し
て
い

た
諸
派
川
を
締
め
切
っ
た

の
で
、
こ
れ
以
後
、
洪
水
は
美
濃
側
で

増
加
す
る
と
と
も
に
、
立
田
周
辺
は
尾

張
国
な
が
ら
御
囲
堤
の
堤
外
と
な
っ
た

た
め
、
美
濃
側
と
同
様
に
水
害
多
発
地

と
な
り
ま
し
た
。

尾
張
藩
は
立
田
周
辺
を
水
害
か
ら
守

り
、
併
せ
て
新
田
を
開
発
す
る
た
め
、

寛
永
元
（
一
六
二
四
）
年
に
木
曽
川
左

岸
堤
と
佐
屋
川
右
岸
堤
を
結
ん
で
、
連

続
堤
で
囲
ま
れ
た
立
田
輪
中
の
形
成
に

着
工
し
ま
し
た
。
な
お
、
輪
中
内
に
滞

留
す
る
悪
水
を
排
除
す
る
た
め
の
圦
樋

が
、
船
頭
平
に
七
腹
、
大
森
に
五
腹
設

け
ら
れ
、
「
一
二
腹
の
圦
」
と
呼
ば
れ

ま
し
た
。

立
田
輪
中
の
完
成
年
次
に
つ
い
て

は
、
尾
張
徇
行

記
に
「
此
村
落

ハ
寛
永
元
甲
子

年
開
基
成
」
と

あ
り
ま
す
が
、

森
川
の
専
随
寺

に
あ
る
天
然
記

念
物
「
赤
芽
の

白
山
桜
」
の
由

来
に
は
、
寛
永
五
（
一
六
二
八
）
年
に

立
田
輪
中
の
築
堤
工
事
の
落
成
を
記
念

し
て
藩
主
が
植
樹
し
た
と
も
あ
り
、
定

か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

尾
張
藩
政
下
の
立
田
輪
中

立
田
輪
中
に
は
、
中
世
か
ら
北
部
の

自
然
堤
防
を
中
心
に
集
落
が
発
達
し
て

い
た
八
ヶ
村
、
中
央
部
の
早
尾
輪
中
と

呼
ば
れ
て
い
た
地
域
に
七
ヶ
村
、
同
じ

く
富
安
輪
中
に
四
ヶ
村
、
立
田
輪
中
の

成
立
時
に
出
来
た
立
田
新
田
に
一
七
ヶ

村
、
そ
の
他
に
四
ヶ
村
が
あ
り
、
い
ず

れ
も
江
戸
時
代
を
通
し
て
尾
張
藩
領
で

し
た
。

尾
張
藩
の
土
地
及
び
農
民
に
対
す
る

支
配
は
、
藩
の
直
轄
地
で
あ
る
「
蔵
入

地
」
と
、
藩
士
に
与
え
ら
れ
た
領
地

「
給
地
」
が
あ
り
ま
し
た
。
江
戸
時
代

初
期
に
富
安
輪
中
な
ど
は
給
地
で
し
た

が
、
そ
の
後
蔵
入
地
に
編
入
さ
れ
、
高

田
村
と
早
尾
村
・
二
老
村
の
一
部
を
除

い
て
蔵
入
地
に
な
り
ま
し
た
。
な
お
、

尾
張
藩
は
国
奉
行
の
下
に
蔵
入
地
を
治

め
る
代
官
、
給
地
を
治
め
る
郡
奉
行
を

置
き
ま
し
た
が
、
両
者
は
任
地
に
赴
か

ず
、
名
古
屋
の
国
奉
行
所
で
執
務
を

と
っ
た
の
で
、
任
地
の
実
情
に
う
と
く

な
り
が
ち
で
し
た
。

天
明
二
（
一
七
八
二
）
年
、
藩
は
郡

奉
行
を
廃
し
代
官
に
併
合
し
た
上
で
、

領
内
の
要
所
に
陣
屋
を
設
け
て
所
付
代

官
を
配
置
し
、
そ
の
権
限
は
租
税
の
徴

収
・
治
安
維
持
・
訴
訟
・
土
木
工
事
・

勧
農
な
ど
行
政
の
全
て
に
及
び
ま
し

た
。
立
田
輪
中
は
、
距
離
が
近
い
佐
屋

陣
屋
（
愛
西
市
佐
屋
町
）
で
は
な
く
、

鵜
多
須
陣
屋
（
愛
西
市
鵜
多
須
町
）
の

支
配
と
な
り
ま
し
た
。
一
般
的
に
陣
屋

の
人
容
は
少
人
数
で
、
鵜
多
須
陣
屋
の

場
合
は
代
官
、
手
代
・
同
心
（
足

軽
）
・
小
使
い
の
総
員
一
四
人
程
度

が
、
支
配
下
の
一
五
四
ヶ
村
を
管
轄
し

て
い
ま
し
た
。

村
の
行
政
は
、
村
役
人
と
呼
ば
れ
る

庄
屋
・
組
頭
・
百
姓
代
の
村
方
三
役
に

委
ね
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
も
と
も
と
生

活
上
の
必
要
か
ら
村
内
で
自
主
的
に
取

り
決
め
た
約
束
事
が
あ
り
、
「
村
の

掟
」
「
村
極
」
「
村
定
」
な
ど
の
呼
び

方
を
し
て
い
ま
し
た
。
時
期
や
村
に

よ
っ
て
内
容
は
様
々
で
し
た
が
、
当
初

は
純
粋
に
自
主
的
な
規
約
が
多
く
見
ら

れ
、
次
第
に
為
政
者
に
よ
る
農
民
の
日

常
生
活
を
規
制
す
る
条
文
が
増
え
て
い

き
ま
し
た
。
村
の
掟
は
、
年
貢
・
出

役
・
村
入
用
・
相
互
扶
助
・
共
同
作

業
、
犯
罪
や
風
紀
の
取
り
締
り
、
災
害

時
の
対
策
、
入
会
地
の
取
り
決
め
、
倹

約
・
慶
弔
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、
違
反

者
に
は
追
放
・
村
八
分
・
罰
金
な
ど
の

制
裁
が
課
さ
れ
ま
し
た
。

村
同
士
の
争
い
が
お
き
る
と
、
村
役

人
は
管
轄
す
る
陣
屋
に
訴
え
出
ま
し

た
。
天
保
三
（
一
八
三
二
）
年
に
は
、

立
田
輪
中
の
上
流
部
（
上
郷
）
と
下
流

部
（
下
郷
）
の
村
々
の
間
で
、
掘
抜
井

戸
を
巡
っ
て
争
い
が
生
じ
ま
し
た
。
常

に
自
噴
し
て
い
る
掘
抜
井
戸
は
、
井
戸

を
使
う
上
郷
と
、
余
水
の
迷
惑
を
蒙
る

下
郷
の
間
に
深
刻
な
対
立
を
招
き
、
美

濃
側
の
輪
中
で
は
株
井
戸
制
が
出
来
て

い
ま
し
た
。
立
田
輪
中
の
場
合
は
、
相

当
深
く
掘
ら
な
け
れ
ば
自
噴
す
る
こ
と

は
な
い
の
で
、
本
数
や
水
量
は
限
定
的

で
し
た
が
、
そ
れ
で
も
対
立
は
生
じ
、

天
保
三
（
一
八
三
二
）
年
の
争
い
で

は
、
陣
屋
の
仲
裁
に
よ
っ
て
「
新
規
の

井
戸
は
掘
ら
な
い
、
下
村
々
に
水
を
落

と
さ
な
い
。
」
な
ど
の
条
件
で
和
解
し

ま
し
た
。立

田
輪
中
の
特
産
物

江
戸
時
代
の
輪
中
の
農
業
は
、
稲
作

が
中
心
で
畑
地
は
わ
ず
か
で
し
た
。
水

田
で
は
夏
は
イ
ネ
を
作
り
、
冬
は
田
を

起
こ
し
て
高
畝
に
ム
ギ
・
ナ
タ
ネ
を

作
っ
て
い
ま
し
た
。
「
小
治
田
之
真
清

水
」
（
「
尾
張
名
所
図
会
」
の
付
録
）

に
は
「
・
・
・
木
曽
川
の
流
水
が
ふ
さ

が
れ
滞
り
、
こ
の
輪
中
の
排
水
が
悪
く

な
り
、
ど
の
村
々
も
水
た
ま
り
地
と
な

り
、
五
穀
蔬
菜
の
生
育
が
乏
し
く
な
っ

た
。
そ
れ
で
里
民
は
鮒
・
鯰
・
蓮
根
・

蓴
菜
等
水
産
の
物
を
と
っ
て
生
計
の
助

け
に
し
て
い
る
。
」
と
あ
り
ま
す
。

村
民
た
ち
は
、
水
が
溜
ま
っ
て
耕
作

出
来
な
く
な
っ
た
水
田
に
生
え
た
蒲
穂

や
蓴
菜
を
採
取
し
て
津
島
・
桑
名
へ
売

り
に
だ
し
ま
し
た
。
蒲
穂
の
花
粉
は

「
蒲
黄
」
と
呼
ば
れ
生
薬
と
な
り
、
花

の
熟
し
た
も
の
は
綿
状
に
な
り
、
乾
か

し
て
座
布
団
や
夏
布
団
に
使
わ
れ
ま
し

た
。
蓴
菜
は
池
や
沼
に
自
生
す
る
多
年

生
の
水
草
で
夏
に
繁
茂
し
、
新
芽
が
吸

物
の
具
と
し
て
珍
重
さ
れ
ま
し
た
。

蓮
根
は
、
「
尾
張
名
所
図
会
」
に

「
立
田
輪
中
の
名
産
と
す
。
こ
の
辺
り

は
す
べ
て
沼
地

広
大
に
し
て
、

や
や
湖
水
に
ひ

と
し
。
こ
こ
に

産
す
る
蓮
根
は

風
味
形
状
と
も

に
絶
品
な
り
。

中
で
も
戸
倉
村

の
も
の
を
最
上

と
す
。
一
年
に
こ
の
村
々
よ
り
売
り
出

さ
れ
る
価
は
千
両
余
と
い
う
。
」
と
あ

り
、
潰
れ
田
で
盛
ん
に
栽
培
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
立
田
輪
中
の
蓮
根
は
、
天
保

年
間
（
一
八
三
〇
か
ら
一
八
四
四
）

に
、
陽
南
寺
住
職
平
野
竜
天
が
近
江
で

蓮
の
花
を
見
て
心
を
打
た
れ
、
種
を
も

ら
い
受
け
育
て
た
も
の
を
農
民
が
田
に

植
え
た
と
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

鮒
や
鯉
な
ど
の
川
魚
は
、
村
の
用
水

路
で
あ
っ
て
も
農
民
が
勝
手
に
捕
る
こ

と
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
川
や
池

は
、
そ
の
土
地
を
鷹
場
と
す
る
武
家

（
立
田
輪
中
は
赤
目
の
横
井
家
）
の
領

分
で
、
村
々
は
運
上
金
を
出
し
て
村
内

の
川
や
用
水
を
村
請
け
し
て
漁
業
権
を

得
て
い
ま
し
た
。
村
に
よ
っ
て
は
、
漁

業
権
を
川
方
（
漁
師
）
が
買
っ
て
い
る

場
合
も
あ
り
ま
し
た
。
特
に
寒
鮒
が
珍

重
さ
れ
、
鵜
戸
川
の
圦
樋
で
は
一
二
月

に
な
る
と
水
を
落
し
、
浅
く
な
っ
た
と

こ
ろ
で
捕
ま
え
て
い
ま
し
た
。
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地
域
の
歴
史

2

地
域
の
歴
史

愛西市

木
　
曽
　
川 鵜 

戸 

川 佐
　
屋
　
川

駒
ヶ
江

森
下

葛
木

早
尾

戸
倉

石
田

大
成

佐
屋

小
茂
井

山
路

雀
ヶ
森

松
田

福
原

　
木
曽
川
左
岸
に
立
田
輪
中
は
、
御
囲
堤
が
建
設
さ
れ
た
時
に
、

尾
張
藩
領
な
が
ら
堤
外
地
と
な
っ
た
地
域
で
す
。
尾
張
徳
川
家
初

代
・
義
直
が
連
続
堤
を
築
き
、
立
田
新
田
を
開
発
し
た
時
点
で
輪

中
と
し
て
成
立
し
ま
し
た
。
江
戸
時
代
中
頃
に
鵜
多
須
陣
屋
の
支

配
下
と
な
っ
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
の
立
田
輪
中

江
戸
時
代
以
前
の
立
田
輪
中
周
辺

後
に
立
田
輪
中
と
呼
ば
れ
る
一
帯

は
、
木
曽
川
の
河
口
部
に
あ
っ
て
河
川

が
乱
流
す
る
中
に
自
然
堤
防
を
中
心
に

集
落
・
耕
作
地
が
点
在
し
て
い
ま
し

た
。
当
時
は
、
後
の
高
須
輪
中
中
央
部

を
木
曽
川
本
流
が
流
れ
て
い
た
の
で
、

こ
の
地
域
は
中
小
河
川
が
幾
筋
も
流
れ

て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
平
安
時
代
に

は
、
墾
田
永
年
私
財
法
以
後
に
開
墾
さ

れ
た
大
成
荘
が
成
立
し
て
お
り
、
武
家

勢
力
が
台
頭
し
て
き
た
中
世
に
は
、
日

置
庄
・
富
安
庄
・
早
尾
庄
な
ど
が
あ

り
、
開
発
の
進
展
が
見
ら
れ
ま
す
。
当

時
の
史
料
に
富
安
輪
中
・
早
尾
輪
中
と

言
っ
た
地
名
が
見
ら
れ
ま
す

が
、
堤
防
は
部
分
堤
防
で

あ
っ
て
、
周
囲
を
連
続
堤
防

で
囲
っ
た
輪
中
の
形
態
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
う
し
た
状
況
に
大
き
な

変
化
を
も
た
ら
し
た
の
は
、

豊
臣
政
権
下
の
天
正
一
四

（
一
五
八
六
）
年
の
大
洪
水

で
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

高
須
輪
中
中
央
部
を
南
下
し
て
い
た
木

曽
川
本
流
が
、
西
側
に
流
れ
を
変
え
た

こ
と
に
よ
り
、
立
田
周
辺
の
地
域
は
木

曽
川
洪
水
の
脅
威
に
直
接
さ
ら
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

御
囲
堤
と
立
田
輪
中
成
立

天
正
の
大
洪
水
か
ら
八
年
後
の
文
禄

三
（
一
五
九
四
）
年
に
は
、
豊
臣
秀
吉

が
木
曽
川
左
岸
に
大
規
模
な
築
堤
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。
工
事
の
目
的
は
、
第

一
に
大
阪
城
建
設
の
た
め
木
曽
山
か
ら

伐
採
し
た
用
材
を
渇
水
期
に
も
流
送
す

る
た
め
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

江
戸
幕
府
を
開
い
た
徳
川
家
康
は
、

慶
長
一
四
（
一
六
〇
九
）

年
に
、
こ
の
堤
防
を
さ
ら

に
強
固
に
す
る
工
事
を
開

始
し
て
、
翌
一
五
（
一
六

一
〇
）
年
に
完
成
さ
せ
ま

し
た
。
犬
山
市
か
ら
弥
富

市
に
至
る
四
〇
㎞
以
上
の

大
堤
防
は
御
囲
堤
と
呼
ば

れ
、
尾
張
に
流
入
し
て
い

た
諸
派
川
を
締
め
切
っ
た

の
で
、
こ
れ
以
後
、
洪
水
は
美
濃
側
で

増
加
す
る
と
と
も
に
、
立
田
周
辺
は
尾

張
国
な
が
ら
御
囲
堤
の
堤
外
と
な
っ
た

た
め
、
美
濃
側
と
同
様
に
水
害
多
発
地

と
な
り
ま
し
た
。

尾
張
藩
は
立
田
周
辺
を
水
害
か
ら
守

り
、
併
せ
て
新
田
を
開
発
す
る
た
め
、

寛
永
元
（
一
六
二
四
）
年
に
木
曽
川
左

岸
堤
と
佐
屋
川
右
岸
堤
を
結
ん
で
、
連

続
堤
で
囲
ま
れ
た
立
田
輪
中
の
形
成
に

着
工
し
ま
し
た
。
な
お
、
輪
中
内
に
滞

留
す
る
悪
水
を
排
除
す
る
た
め
の
圦
樋

が
、
船
頭
平
に
七
腹
、
大
森
に
五
腹
設

け
ら
れ
、
「
一
二
腹
の
圦
」
と
呼
ば
れ

ま
し
た
。

立
田
輪
中
の
完
成
年
次
に
つ
い
て

は
、
尾
張
徇
行

記
に
「
此
村
落

ハ
寛
永
元
甲
子

年
開
基
成
」
と

あ
り
ま
す
が
、

森
川
の
専
随
寺

に
あ
る
天
然
記

念
物
「
赤
芽
の

白
山
桜
」
の
由

来
に
は
、
寛
永
五
（
一
六
二
八
）
年
に

立
田
輪
中
の
築
堤
工
事
の
落
成
を
記
念

し
て
藩
主
が
植
樹
し
た
と
も
あ
り
、
定

か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

尾
張
藩
政
下
の
立
田
輪
中

立
田
輪
中
に
は
、
中
世
か
ら
北
部
の

自
然
堤
防
を
中
心
に
集
落
が
発
達
し
て

い
た
八
ヶ
村
、
中
央
部
の
早
尾
輪
中
と

呼
ば
れ
て
い
た
地
域
に
七
ヶ
村
、
同
じ

く
富
安
輪
中
に
四
ヶ
村
、
立
田
輪
中
の

成
立
時
に
出
来
た
立
田
新
田
に
一
七
ヶ

村
、
そ
の
他
に
四
ヶ
村
が
あ
り
、
い
ず

れ
も
江
戸
時
代
を
通
し
て
尾
張
藩
領
で

し
た
。

尾
張
藩
の
土
地
及
び
農
民
に
対
す
る

支
配
は
、
藩
の
直
轄
地
で
あ
る
「
蔵
入

地
」
と
、
藩
士
に
与
え
ら
れ
た
領
地

「
給
地
」
が
あ
り
ま
し
た
。
江
戸
時
代

初
期
に
富
安
輪
中
な
ど
は
給
地
で
し
た

が
、
そ
の
後
蔵
入
地
に
編
入
さ
れ
、
高

田
村
と
早
尾
村
・
二
老
村
の
一
部
を
除

い
て
蔵
入
地
に
な
り
ま
し
た
。
な
お
、

尾
張
藩
は
国
奉
行
の
下
に
蔵
入
地
を
治

め
る
代
官
、
給
地
を
治
め
る
郡
奉
行
を

置
き
ま
し
た
が
、
両
者
は
任
地
に
赴
か

ず
、
名
古
屋
の
国
奉
行
所
で
執
務
を

と
っ
た
の
で
、
任
地
の
実
情
に
う
と
く

な
り
が
ち
で
し
た
。

天
明
二
（
一
七
八
二
）
年
、
藩
は
郡

奉
行
を
廃
し
代
官
に
併
合
し
た
上
で
、

領
内
の
要
所
に
陣
屋
を
設
け
て
所
付
代

官
を
配
置
し
、
そ
の
権
限
は
租
税
の
徴

収
・
治
安
維
持
・
訴
訟
・
土
木
工
事
・

勧
農
な
ど
行
政
の
全
て
に
及
び
ま
し

た
。
立
田
輪
中
は
、
距
離
が
近
い
佐
屋

陣
屋
（
愛
西
市
佐
屋
町
）
で
は
な
く
、

鵜
多
須
陣
屋
（
愛
西
市
鵜
多
須
町
）
の

支
配
と
な
り
ま
し
た
。
一
般
的
に
陣
屋

の
人
容
は
少
人
数
で
、
鵜
多
須
陣
屋
の

場
合
は
代
官
、
手
代
・
同
心
（
足

軽
）
・
小
使
い
の
総
員
一
四
人
程
度

が
、
支
配
下
の
一
五
四
ヶ
村
を
管
轄
し

て
い
ま
し
た
。

村
の
行
政
は
、
村
役
人
と
呼
ば
れ
る

庄
屋
・
組
頭
・
百
姓
代
の
村
方
三
役
に

委
ね
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
も
と
も
と
生

活
上
の
必
要
か
ら
村
内
で
自
主
的
に
取

り
決
め
た
約
束
事
が
あ
り
、
「
村
の

掟
」
「
村
極
」
「
村
定
」
な
ど
の
呼
び

方
を
し
て
い
ま
し
た
。
時
期
や
村
に

よ
っ
て
内
容
は
様
々
で
し
た
が
、
当
初

は
純
粋
に
自
主
的
な
規
約
が
多
く
見
ら

れ
、
次
第
に
為
政
者
に
よ
る
農
民
の
日

常
生
活
を
規
制
す
る
条
文
が
増
え
て
い

き
ま
し
た
。
村
の
掟
は
、
年
貢
・
出

役
・
村
入
用
・
相
互
扶
助
・
共
同
作

業
、
犯
罪
や
風
紀
の
取
り
締
り
、
災
害

時
の
対
策
、
入
会
地
の
取
り
決
め
、
倹

約
・
慶
弔
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、
違
反

者
に
は
追
放
・
村
八
分
・
罰
金
な
ど
の

制
裁
が
課
さ
れ
ま
し
た
。

村
同
士
の
争
い
が
お
き
る
と
、
村
役

人
は
管
轄
す
る
陣
屋
に
訴
え
出
ま
し

た
。
天
保
三
（
一
八
三
二
）
年
に
は
、

立
田
輪
中
の
上
流
部
（
上
郷
）
と
下
流

部
（
下
郷
）
の
村
々
の
間
で
、
掘
抜
井

戸
を
巡
っ
て
争
い
が
生
じ
ま
し
た
。
常

に
自
噴
し
て
い
る
掘
抜
井
戸
は
、
井
戸

を
使
う
上
郷
と
、
余
水
の
迷
惑
を
蒙
る

下
郷
の
間
に
深
刻
な
対
立
を
招
き
、
美

濃
側
の
輪
中
で
は
株
井
戸
制
が
出
来
て

い
ま
し
た
。
立
田
輪
中
の
場
合
は
、
相

当
深
く
掘
ら
な
け
れ
ば
自
噴
す
る
こ
と

は
な
い
の
で
、
本
数
や
水
量
は
限
定
的

で
し
た
が
、
そ
れ
で
も
対
立
は
生
じ
、

天
保
三
（
一
八
三
二
）
年
の
争
い
で

は
、
陣
屋
の
仲
裁
に
よ
っ
て
「
新
規
の

井
戸
は
掘
ら
な
い
、
下
村
々
に
水
を
落

と
さ
な
い
。
」
な
ど
の
条
件
で
和
解
し

ま
し
た
。立

田
輪
中
の
特
産
物

江
戸
時
代
の
輪
中
の
農
業
は
、
稲
作

が
中
心
で
畑
地
は
わ
ず
か
で
し
た
。
水

田
で
は
夏
は
イ
ネ
を
作
り
、
冬
は
田
を

起
こ
し
て
高
畝
に
ム
ギ
・
ナ
タ
ネ
を

作
っ
て
い
ま
し
た
。
「
小
治
田
之
真
清

水
」
（
「
尾
張
名
所
図
会
」
の
付
録
）

に
は
「
・
・
・
木
曽
川
の
流
水
が
ふ
さ

が
れ
滞
り
、
こ
の
輪
中
の
排
水
が
悪
く

な
り
、
ど
の
村
々
も
水
た
ま
り
地
と
な

り
、
五
穀
蔬
菜
の
生
育
が
乏
し
く
な
っ

た
。
そ
れ
で
里
民
は
鮒
・
鯰
・
蓮
根
・

蓴
菜
等
水
産
の
物
を
と
っ
て
生
計
の
助

け
に
し
て
い
る
。
」
と
あ
り
ま
す
。

村
民
た
ち
は
、
水
が
溜
ま
っ
て
耕
作

出
来
な
く
な
っ
た
水
田
に
生
え
た
蒲
穂

や
蓴
菜
を
採
取
し
て
津
島
・
桑
名
へ
売

り
に
だ
し
ま
し
た
。
蒲
穂
の
花
粉
は

「
蒲
黄
」
と
呼
ば
れ
生
薬
と
な
り
、
花

の
熟
し
た
も
の
は
綿
状
に
な
り
、
乾
か

し
て
座
布
団
や
夏
布
団
に
使
わ
れ
ま
し

た
。
蓴
菜
は
池
や
沼
に
自
生
す
る
多
年

生
の
水
草
で
夏
に
繁
茂
し
、
新
芽
が
吸

物
の
具
と
し
て
珍
重
さ
れ
ま
し
た
。

蓮
根
は
、
「
尾
張
名
所
図
会
」
に

「
立
田
輪
中
の
名
産
と
す
。
こ
の
辺
り

は
す
べ
て
沼
地

広
大
に
し
て
、

や
や
湖
水
に
ひ

と
し
。
こ
こ
に

産
す
る
蓮
根
は

風
味
形
状
と
も

に
絶
品
な
り
。

中
で
も
戸
倉
村

の
も
の
を
最
上

と
す
。
一
年
に
こ
の
村
々
よ
り
売
り
出

さ
れ
る
価
は
千
両
余
と
い
う
。
」
と
あ

り
、
潰
れ
田
で
盛
ん
に
栽
培
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
立
田
輪
中
の
蓮
根
は
、
天
保

年
間
（
一
八
三
〇
か
ら
一
八
四
四
）

に
、
陽
南
寺
住
職
平
野
竜
天
が
近
江
で

蓮
の
花
を
見
て
心
を
打
た
れ
、
種
を
も

ら
い
受
け
育
て
た
も
の
を
農
民
が
田
に

植
え
た
と
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

鮒
や
鯉
な
ど
の
川
魚
は
、
村
の
用
水

路
で
あ
っ
て
も
農
民
が
勝
手
に
捕
る
こ

と
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
川
や
池

は
、
そ
の
土
地
を
鷹
場
と
す
る
武
家

（
立
田
輪
中
は
赤
目
の
横
井
家
）
の
領

分
で
、
村
々
は
運
上
金
を
出
し
て
村
内

の
川
や
用
水
を
村
請
け
し
て
漁
業
権
を

得
て
い
ま
し
た
。
村
に
よ
っ
て
は
、
漁

業
権
を
川
方
（
漁
師
）
が
買
っ
て
い
る

場
合
も
あ
り
ま
し
た
。
特
に
寒
鮒
が
珍

重
さ
れ
、
鵜
戸
川
の
圦
樋
で
は
一
二
月

に
な
る
と
水
を
落
し
、
浅
く
な
っ
た
と

こ
ろ
で
捕
ま
え
て
い
ま
し
た
。
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設
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曽
川

平面

長
良
川

木曽川

木曽川用閘門長良川用閘門

閘　室長良川

　
木
曽
川
下
流
改
修
で
は
、
完
全
分
流
し
た
木
曽
川
と
長
良
川
の
間
に

閘
門
を
設
置
し
て
、
舟
運
の
航
路
を
維
持
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

設
置
場
所
は
立
田
村
船
頭
平
に
決
ま
り
、
当
時
の
最
新
技
術
を
導
入
し

て
明
治
三
五
（
一
九
〇
二
）
年
に
竣
工
し
、
現
在
も
現
役
で
運
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

船
頭
平
閘
門
の

　
　
　
　
建
設
と
構
造

閘
門
設
置
地
点
の
選
定

木
曽
川
下
流
域
の
抜
本
的
治
水
対
策

と
し
て
、
明
治
二
〇
（
一
八
八
七
）
年

に
開
始
さ
れ
た
木
曽
川
下
流
改
修
工
事

は
、
木
曽
・
長
良
・
揖
斐
川
の
完
全
分

流
を
骨
子
と
し
て
い
ま
し
た
。
三
川
が

完
全
分
流
さ
れ
る
こ
と
で
問
題
と
な
る

の
は
、
三
川
に
ま
た
が
っ
て
輸
送
船
が

行
き
交
っ
て
い
た
舟
運
に

支
障
を
き
た
す
こ
と
で
し

た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

計
画
の
原
案
と
さ
れ
る

デ
・
レ
イ
ケ
が
作
成
し
た

「
木
曽
川
下
流
概
説
書
」

に
は
、
木
曽
川
と
長
良
・

揖
斐
川
の
間
に
閘
門
を
造

る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
計
画
書
に
は
具

体
的
な
場
所
や
予
算
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

改
修
工
事
が
進
ん
で
青

鷺
川
・
白
鷺
川
・
鰻
江
川

が
締
め
切
ら
れ
、
木
曽
川

と
揖
斐
川
の
通
行
路
が
油

島
の
喰
違
い
だ
け
に
な
る

と
、
こ
れ
に
危
機
感
を
持
っ
た
桑
名
町

が
、
油
島
・
鰻
江
川
・
青
鷺
川
の
三
地

点
に
閘
門
を
設
置
す
る
よ
う
嘆
願
書
を

提
出
し
ま
し
た
。
地
元
の
要
請
を
受
け

て
、
政
府
は
閘
門
の
設
置
を

決
め
、
設
置
地
点
に
つ
い
て

は
一
ヶ
所
と
し
ま
し
た
。

最
初
の
計
画
で
は
、
旧
逆

川
の
分
派
口
（
羽
島
市
駒
塚

〜
加
賀
野
井
）
に
設
け
る
こ

と
に
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後

の
調
査
を
経
て
、
海
津
郡
立

田
村
大
字
船
頭
平
と
、
桑
名

郡
長
島
村
地
内
の
鰻
江
川
の

二
ヶ
所
が
比
較
検
討
さ
れ
ま

し
た
。

二
つ
の
地
点
の
優
劣

は
、
地
理
的
に
は
、
桑
名

か
ら
名
古
屋
間
の
航
路
が

八
㎞
程
上
流
に
上
っ
て
か

ら
下
っ
て
く
る
船
頭
平
よ

り
、
長
島
輪
中
の
中
を
通

る
鰻
江
川
の
方
が
勝
っ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
水
位
を

み
る
と
、
上
流
に
位
置
す

る
船
頭
平
の
ほ
う
が
高
く

水
位
差
も
大
き
い
た
め
、
閘
門
を
高
く

築
く
必
要
が
あ
る
点
で
劣
っ
て
い
ま
し

た
。
地
形
に
つ
い
て
は
、
両
者
に
ほ
と

ん
ど
優
劣
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

地
質
に
つ
い
て
は
試
掘
の
結
果
、
船
頭

平
は
基
礎
と
し
て
耐
え
う
る
砂
層
の
下

が
軟
弱
な
粘
土
層
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
鰻
江
川
は
砂
層
と
粘
土
層
の
間
に

土
砂
混
じ
り
の
薄
層
が
あ
っ
て
砂
層
が

そ
の
分
薄
く
な
っ
て
お
り
工
事
が
複
雑

で
工
費
が
増
え
る
と
さ
れ
、
船
頭
平
が

優
位
と
な
り
ま
し
た
。

閘
門
の
設
置
場
所
と
し
て
は
両
者
に

一
長
一
短
が
あ
り
ま
し
た
が
、
鰻
江
川

は
河
川
か
ら
完
全
に
締
め
切
っ
て
長
島

輪
中
の
排
水
路
と
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
た
の
で
、
最
終
的
に
は
船
頭
平
に
建

設
す
る
こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。

閘
門
の
構
造
と
仕
組
み

閘
門
は
、
河
川
・
運
河
な
ど
の
水
面

に
高
低
差
の
あ
る
場
所
で
、
水
面
を
昇

降
さ
せ
て
船
を
行
き
来
さ
せ
る
た
め
の

施
設
で
す
。
閘
門
は
、
船
を
収
容
し
て

水
位
を
上
下
さ
せ
る
閘
室
、
閘
室
の
両

端
に
設
置
さ
れ
て
河
川
と
閘
室
を
区
分

す
る
閘
門
扉
、
閘
室
に
必
要
に
応
じ
て

水
を
入
れ
た
り
出
し
た
り
す
る
給
排
水

装
置
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

閘
門
扉
が
設
置
さ
れ
て
い
る
部

分
は
、
前
頭
部
・
後
頭
部
（
扉

室
）
と
呼
ば
れ
ま
す
。
給
排
水
装

置
は
給
水
溝
と
呼
ば
れ
、
河
川
と

閘
室
を
結
ん
で
水
位
差
に
よ
っ
て

水
を
出
し
入
れ
す
る
構
造
で
、
給

水
構
内
に
設
置
さ
れ
た
バ
ル
ブ
が

自
由
に
水
の
流
れ
を
制
御
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

水
位
差
の
あ
る
二
地
点
を
通
船

さ
せ
る
閘
門
の
仕
組
み
は
、
次
の

通
り
で
す
。

①
閘
室
と
入
船
側
河
川
を
つ
な

ぐ
給
水
溝
の
バ
ル
ブ
を
開
い

て
、
閘
室
内
の
水
位
を
入
船

側
河
川
水
位
と
同
じ
に
す

る
。

②
入
船
側
の
閘
門
扉
を
開
い
て

船
を
閘
室
に
入
れ
た
後
に
閘

門
扉
を
閉
じ
る
。

③
出
船
側
河
川
と
閘
室
を
つ
な

ぐ
給
水
溝
の
バ
ル
ブ
を
開
い

て
、
閘
室
内
の
水
位
を
出
船

側
河
川
水
位
と
同
じ
に
す

る
。

④
出
船
側
の
閘
門
扉
を
開
い
て

船
を
出
す
。

船
頭
平
閘
門
の
閘
門
扉
は
、
マ

イ
タ
ー
ゲ
ー
ト
（
斜
接
扉
・
合
掌

扉
）
と
い
う
一
般
的
な
形
式
で
、

日
本
の
閘
門
と
し
て
は
初
め
て
鋼

鉄
が
使
わ
れ
ま
し
た
。
マ
イ
タ
ー

ゲ
ー
ト
は
垂
直
方
向
に
回
転
軸
が

あ
り
、
閉
じ
る
と
閘
室
前
後
の
各

一
対
の
扉
が
水
位
の
高
い
方
の
川

方
向
に
対
し
て
山
形
に
角
度
が
付

い
た
状
態
で
合
わ
さ
り
、
わ
ず
か
な
水

位
差
で
も
水
圧
に
よ
っ
て
閘
門
扉
が

き
っ
ち
り
と
閉
じ
ら
れ
、
ま
た
水
位
差

が
付
い
て
い
る
時
に
閘
門
扉
が
開
い
て

し
ま
う
こ
と
も
防
げ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
閘
室
前
後
の
各
扉
は
、
水
位

の
高
い
方
の
川
方
向
に
対
し
て
山
形
に

角
度
が
付
い
た
状
態
で
閉
じ
ら
れ
る
た

め
、
水
位
の
高
い
方
の
川
が
変
わ
る
場

合
、
扉
は
双
方
向
に
二
対
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

船
頭
平
閘
門
で
は
、
一
年
間
の
平
均

水
位
を
見
る
と
木
曽
川
が
長
良
川
よ
り

三
五
㎝
高
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
出
水

状
況
に
よ
っ
て
は
長
良
川
の
水
位
が
高

く
な
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
双
方
向
二

対
の
閘
門
扉
を
設
置
す
る
設
計
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
形
式
の
閘
門
は
、
複
閘

式
閘
門
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
こ
れ
も

日
本
で
は
初
め
て
と
な
り
ま
し
た
。
実

際
の
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、
長
良
川
の

水
位
が
木
曽
川
よ
り
高
い
時
間
は
短
い

の
で
、
そ
の
間
に

船
の
通
過
を
停
止

し
て
も
大
勢
に
影

響
が
少
な
い
と
判

断
し
、
長
良
川
用

扉
（
長
良
川
か
ら

木
曽
川
に
水
が
流

れ
て
い
る
場
合
に

使
用
す
る
扉
）
の

う
ち
木
曽
川
側
の

扉
は
未
設
置
と
な

り
ま
し
た
。

し
か
し
完
成
後

運
用
を
始
め
る

と
、
長
良
川
の
水
位
が
高
く
な
る
時
間

が
予
想
よ
り
多
く
、
通
閘
に
支
障
が
出

る
こ
と
か
ら
、
未
設
置
だ
っ
た
扉
を
追

加
施
工
し
ま
し
た
。

船
頭
平
閘
門
の
建
設
で
は
、
閘
門
本

体
の
ほ
か
、
本
川
と
閘
門
を
結
ぶ
敷
幅

一
〇
間
（
一
八
．
一
八
ｍ
）
の
水
路
、

船
・
筏
の
係
留
に
利
用
す
る
船
溜
り
を

長
良
川
側
約
一
，
九
〇
〇
坪
（
五
．
九

四
ha
）
・
木
曽
川
側
約
四
，
九
〇
〇
坪

（
一
六
．
一
七
ha
）
、
流
砂
を
防
ぎ
水

路
の
水
深
を
維
持
す
る
た
め
の
突
堤

を
、
長
良
川
側
に
長
さ
一
九
九
間
（
三

六
一
．
七
八
ｍ
）
・
木
曽
川
側
に
長
さ

一
九
六
間
（
三
五
六
．
三
六
ｍ
）
建
設

し
ま
し
た
。
工
期
は
明
治
三
二
（
一
八

九
九
）
年
一
〇
月
一
日
か
ら
明
治
三
五

（
一
九
〇
二
）
年
三
月
三
一
日
（
前
述

の
長
良
川
用
扉
追
加
は
明
治
四
三
（
一

九
一
〇
）
年
竣
工
）
、
総
工
費
一
七

二
，
九
三
四
，
四
三
六
円
（
長
良
川
用

扉
追
加
を
含
む
）
で
し
た
。

改
築
と
重
要
文
化
財
指
定

明
治
時
代
に
当
時
の
最
新
技
術
で
建

設
さ
れ
た
船
頭
平
閘
門
は
、
運
用
開
始

以
来
、
何
度
も
補
修
が
加
え
ら
れ
ま
し

た
。
平
成
六
（
一
九
九
四
）
年
の
改
築

で
は
、
閘
門
扉
が
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
製
に

取
り
替
え
ら
れ
、
開
閉
も
手
動
か
ら
電

動
に
変
わ
り
、
船
の
通
航
が
監
視
カ
メ

ラ
で
確
認
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。船

頭
平
閘
門
は
、
平
成
一
二
（
二
〇

〇
〇
）
年
三
月
一
七
日
の
文
化
財
審
議

会
に
お
い
て
、
重
要
文
化
財
に
指
定
す

る
よ
う
文
部
大
臣
に
答
申
が
あ
り
、
同

年
五
月
二
五
日
文
部
省
告
示
第
一
〇
三

号
に
よ
り
官
報
告
示
さ
れ
ま
し
た
。

指
定
理
由
は
、

・
わ
が
国
で
数
少
な
い
明
治
期
に
建
造

さ
れ
現
在
も
使
用
さ
れ
て
い
る
閘
門

で
あ
る
。

・
複
閘
式
閘
門
と
し
て
わ
が
国
最
初
期

の
も
の
で
あ
る
。

・
躯
体
、
門
扉
共
に
近
代
的
部
材
、
工

法
で
建
設
さ
れ
た
閘
門
で
あ
る
。

と
の
観
点
か
ら
、
「
技
術
的
に
優
秀

な
も
の
」お
よ
び「
歴
史
的
価
値
の
高
い

も
の
」
と
評
価
さ
れ
た
こ
と
で
し
た
。

■
参
考
文
献

『
新
編 

立
田
村
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地
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治
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設
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地
域
の
治
水
・
利
水
施
設

閘頭部
16.20m

閘頭部
16.20m

閘室
23.90m

大門扉 小門扉

護岸（側壁）

給水溝（樋管） 暗渠戸開閉器
（水位調整ゲート）

大門扉 小門扉扉室
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27
.2
0m 木

曽
川

平面

長
良
川

木曽川

木曽川用閘門長良川用閘門

閘　室長良川

　
木
曽
川
下
流
改
修
で
は
、
完
全
分
流
し
た
木
曽
川
と
長
良
川
の
間
に

閘
門
を
設
置
し
て
、
舟
運
の
航
路
を
維
持
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

設
置
場
所
は
立
田
村
船
頭
平
に
決
ま
り
、
当
時
の
最
新
技
術
を
導
入
し

て
明
治
三
五
（
一
九
〇
二
）
年
に
竣
工
し
、
現
在
も
現
役
で
運
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

船
頭
平
閘
門
の

　
　
　
　
建
設
と
構
造

閘
門
設
置
地
点
の
選
定

木
曽
川
下
流
域
の
抜
本
的
治
水
対
策

と
し
て
、
明
治
二
〇
（
一
八
八
七
）
年

に
開
始
さ
れ
た
木
曽
川
下
流
改
修
工
事

は
、
木
曽
・
長
良
・
揖
斐
川
の
完
全
分

流
を
骨
子
と
し
て
い
ま
し
た
。
三
川
が

完
全
分
流
さ
れ
る
こ
と
で
問
題
と
な
る

の
は
、
三
川
に
ま
た
が
っ
て
輸
送
船
が

行
き
交
っ
て
い
た
舟
運
に

支
障
を
き
た
す
こ
と
で
し

た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

計
画
の
原
案
と
さ
れ
る

デ
・
レ
イ
ケ
が
作
成
し
た

「
木
曽
川
下
流
概
説
書
」

に
は
、
木
曽
川
と
長
良
・

揖
斐
川
の
間
に
閘
門
を
造

る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
計
画
書
に
は
具

体
的
な
場
所
や
予
算
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

改
修
工
事
が
進
ん
で
青

鷺
川
・
白
鷺
川
・
鰻
江
川

が
締
め
切
ら
れ
、
木
曽
川

と
揖
斐
川
の
通
行
路
が
油

島
の
喰
違
い
だ
け
に
な
る

と
、
こ
れ
に
危
機
感
を
持
っ
た
桑
名
町

が
、
油
島
・
鰻
江
川
・
青
鷺
川
の
三
地

点
に
閘
門
を
設
置
す
る
よ
う
嘆
願
書
を

提
出
し
ま
し
た
。
地
元
の
要
請
を
受
け

て
、
政
府
は
閘
門
の
設
置
を

決
め
、
設
置
地
点
に
つ
い
て

は
一
ヶ
所
と
し
ま
し
た
。

最
初
の
計
画
で
は
、
旧
逆

川
の
分
派
口
（
羽
島
市
駒
塚

〜
加
賀
野
井
）
に
設
け
る
こ

と
に
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後

の
調
査
を
経
て
、
海
津
郡
立

田
村
大
字
船
頭
平
と
、
桑
名

郡
長
島
村
地
内
の
鰻
江
川
の

二
ヶ
所
が
比
較
検
討
さ
れ
ま

し
た
。

二
つ
の
地
点
の
優
劣

は
、
地
理
的
に
は
、
桑
名

か
ら
名
古
屋
間
の
航
路
が

八
㎞
程
上
流
に
上
っ
て
か

ら
下
っ
て
く
る
船
頭
平
よ

り
、
長
島
輪
中
の
中
を
通

る
鰻
江
川
の
方
が
勝
っ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
水
位
を

み
る
と
、
上
流
に
位
置
す

る
船
頭
平
の
ほ
う
が
高
く

水
位
差
も
大
き
い
た
め
、
閘
門
を
高
く

築
く
必
要
が
あ
る
点
で
劣
っ
て
い
ま
し

た
。
地
形
に
つ
い
て
は
、
両
者
に
ほ
と

ん
ど
優
劣
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

地
質
に
つ
い
て
は
試
掘
の
結
果
、
船
頭

平
は
基
礎
と
し
て
耐
え
う
る
砂
層
の
下

が
軟
弱
な
粘
土
層
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
鰻
江
川
は
砂
層
と
粘
土
層
の
間
に

土
砂
混
じ
り
の
薄
層
が
あ
っ
て
砂
層
が

そ
の
分
薄
く
な
っ
て
お
り
工
事
が
複
雑

で
工
費
が
増
え
る
と
さ
れ
、
船
頭
平
が

優
位
と
な
り
ま
し
た
。

閘
門
の
設
置
場
所
と
し
て
は
両
者
に

一
長
一
短
が
あ
り
ま
し
た
が
、
鰻
江
川

は
河
川
か
ら
完
全
に
締
め
切
っ
て
長
島

輪
中
の
排
水
路
と
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
た
の
で
、
最
終
的
に
は
船
頭
平
に
建

設
す
る
こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。

閘
門
の
構
造
と
仕
組
み

閘
門
は
、
河
川
・
運
河
な
ど
の
水
面

に
高
低
差
の
あ
る
場
所
で
、
水
面
を
昇

降
さ
せ
て
船
を
行
き
来
さ
せ
る
た
め
の

施
設
で
す
。
閘
門
は
、
船
を
収
容
し
て

水
位
を
上
下
さ
せ
る
閘
室
、
閘
室
の
両

端
に
設
置
さ
れ
て
河
川
と
閘
室
を
区
分

す
る
閘
門
扉
、
閘
室
に
必
要
に
応
じ
て

水
を
入
れ
た
り
出
し
た
り
す
る
給
排
水

装
置
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

閘
門
扉
が
設
置
さ
れ
て
い
る
部

分
は
、
前
頭
部
・
後
頭
部
（
扉

室
）
と
呼
ば
れ
ま
す
。
給
排
水
装

置
は
給
水
溝
と
呼
ば
れ
、
河
川
と

閘
室
を
結
ん
で
水
位
差
に
よ
っ
て

水
を
出
し
入
れ
す
る
構
造
で
、
給

水
構
内
に
設
置
さ
れ
た
バ
ル
ブ
が

自
由
に
水
の
流
れ
を
制
御
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

水
位
差
の
あ
る
二
地
点
を
通
船

さ
せ
る
閘
門
の
仕
組
み
は
、
次
の

通
り
で
す
。

①
閘
室
と
入
船
側
河
川
を
つ
な

ぐ
給
水
溝
の
バ
ル
ブ
を
開
い

て
、
閘
室
内
の
水
位
を
入
船

側
河
川
水
位
と
同
じ
に
す

る
。

②
入
船
側
の
閘
門
扉
を
開
い
て

船
を
閘
室
に
入
れ
た
後
に
閘

門
扉
を
閉
じ
る
。

③
出
船
側
河
川
と
閘
室
を
つ
な

ぐ
給
水
溝
の
バ
ル
ブ
を
開
い

て
、
閘
室
内
の
水
位
を
出
船

側
河
川
水
位
と
同
じ
に
す

る
。

④
出
船
側
の
閘
門
扉
を
開
い
て

船
を
出
す
。

船
頭
平
閘
門
の
閘
門
扉
は
、
マ

イ
タ
ー
ゲ
ー
ト
（
斜
接
扉
・
合
掌

扉
）
と
い
う
一
般
的
な
形
式
で
、

日
本
の
閘
門
と
し
て
は
初
め
て
鋼

鉄
が
使
わ
れ
ま
し
た
。
マ
イ
タ
ー

ゲ
ー
ト
は
垂
直
方
向
に
回
転
軸
が

あ
り
、
閉
じ
る
と
閘
室
前
後
の
各

一
対
の
扉
が
水
位
の
高
い
方
の
川

方
向
に
対
し
て
山
形
に
角
度
が
付

い
た
状
態
で
合
わ
さ
り
、
わ
ず
か
な
水

位
差
で
も
水
圧
に
よ
っ
て
閘
門
扉
が

き
っ
ち
り
と
閉
じ
ら
れ
、
ま
た
水
位
差

が
付
い
て
い
る
時
に
閘
門
扉
が
開
い
て

し
ま
う
こ
と
も
防
げ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
閘
室
前
後
の
各
扉
は
、
水
位

の
高
い
方
の
川
方
向
に
対
し
て
山
形
に

角
度
が
付
い
た
状
態
で
閉
じ
ら
れ
る
た

め
、
水
位
の
高
い
方
の
川
が
変
わ
る
場

合
、
扉
は
双
方
向
に
二
対
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

船
頭
平
閘
門
で
は
、
一
年
間
の
平
均

水
位
を
見
る
と
木
曽
川
が
長
良
川
よ
り

三
五
㎝
高
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
出
水

状
況
に
よ
っ
て
は
長
良
川
の
水
位
が
高

く
な
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
双
方
向
二

対
の
閘
門
扉
を
設
置
す
る
設
計
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
形
式
の
閘
門
は
、
複
閘

式
閘
門
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
こ
れ
も

日
本
で
は
初
め
て
と
な
り
ま
し
た
。
実

際
の
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、
長
良
川
の

水
位
が
木
曽
川
よ
り
高
い
時
間
は
短
い

の
で
、
そ
の
間
に

船
の
通
過
を
停
止

し
て
も
大
勢
に
影

響
が
少
な
い
と
判

断
し
、
長
良
川
用

扉
（
長
良
川
か
ら

木
曽
川
に
水
が
流

れ
て
い
る
場
合
に

使
用
す
る
扉
）
の

う
ち
木
曽
川
側
の

扉
は
未
設
置
と
な

り
ま
し
た
。

し
か
し
完
成
後

運
用
を
始
め
る

と
、
長
良
川
の
水
位
が
高
く
な
る
時
間

が
予
想
よ
り
多
く
、
通
閘
に
支
障
が
出

る
こ
と
か
ら
、
未
設
置
だ
っ
た
扉
を
追

加
施
工
し
ま
し
た
。

船
頭
平
閘
門
の
建
設
で
は
、
閘
門
本

体
の
ほ
か
、
本
川
と
閘
門
を
結
ぶ
敷
幅

一
〇
間
（
一
八
．
一
八
ｍ
）
の
水
路
、

船
・
筏
の
係
留
に
利
用
す
る
船
溜
り
を

長
良
川
側
約
一
，
九
〇
〇
坪
（
五
．
九

四
ha
）
・
木
曽
川
側
約
四
，
九
〇
〇
坪

（
一
六
．
一
七
ha
）
、
流
砂
を
防
ぎ
水

路
の
水
深
を
維
持
す
る
た
め
の
突
堤

を
、
長
良
川
側
に
長
さ
一
九
九
間
（
三

六
一
．
七
八
ｍ
）
・
木
曽
川
側
に
長
さ

一
九
六
間
（
三
五
六
．
三
六
ｍ
）
建
設

し
ま
し
た
。
工
期
は
明
治
三
二
（
一
八

九
九
）
年
一
〇
月
一
日
か
ら
明
治
三
五

（
一
九
〇
二
）
年
三
月
三
一
日
（
前
述

の
長
良
川
用
扉
追
加
は
明
治
四
三
（
一

九
一
〇
）
年
竣
工
）
、
総
工
費
一
七

二
，
九
三
四
，
四
三
六
円
（
長
良
川
用

扉
追
加
を
含
む
）
で
し
た
。

改
築
と
重
要
文
化
財
指
定

明
治
時
代
に
当
時
の
最
新
技
術
で
建

設
さ
れ
た
船
頭
平
閘
門
は
、
運
用
開
始

以
来
、
何
度
も
補
修
が
加
え
ら
れ
ま
し

た
。
平
成
六
（
一
九
九
四
）
年
の
改
築

で
は
、
閘
門
扉
が
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
製
に

取
り
替
え
ら
れ
、
開
閉
も
手
動
か
ら
電

動
に
変
わ
り
、
船
の
通
航
が
監
視
カ
メ

ラ
で
確
認
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。船

頭
平
閘
門
は
、
平
成
一
二
（
二
〇

〇
〇
）
年
三
月
一
七
日
の
文
化
財
審
議

会
に
お
い
て
、
重
要
文
化
財
に
指
定
す

る
よ
う
文
部
大
臣
に
答
申
が
あ
り
、
同

年
五
月
二
五
日
文
部
省
告
示
第
一
〇
三

号
に
よ
り
官
報
告
示
さ
れ
ま
し
た
。

指
定
理
由
は
、

・
わ
が
国
で
数
少
な
い
明
治
期
に
建
造

さ
れ
現
在
も
使
用
さ
れ
て
い
る
閘
門

で
あ
る
。

・
複
閘
式
閘
門
と
し
て
わ
が
国
最
初
期

の
も
の
で
あ
る
。

・
躯
体
、
門
扉
共
に
近
代
的
部
材
、
工

法
で
建
設
さ
れ
た
閘
門
で
あ
る
。

と
の
観
点
か
ら
、
「
技
術
的
に
優
秀

な
も
の
」お
よ
び「
歴
史
的
価
値
の
高
い

も
の
」
と
評
価
さ
れ
た
こ
と
で
し
た
。
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村
史 

三
川
分
流
』　

平
成一五
年
　
立
田
村

『
船
頭
平
閘
門
改
築
記
念
誌
』　

平
成
八
年
　
建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

木
曽
川
下
流
工
事
事
務
所

船頭平閘門

閘門扉の構成

船頭平閘門の構造（改築後）閘室
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沈床工による水制工が計画される

玉石上層工を持つ水制に変更

箕猪子水制を仮水制として施工

鉄線蛇篭を上置に施工

鉄筋コンクリート杭出水制の施工

コンクリート杭出水制が主力となる

明治19年（1886）

明治20年（1887）

明治36年（1903）

大正2年（1913）

大正6年（1917）

昭和35年（1960）

ケ
レ
ッ
プ
水
制

コ
ン
ク
リ
ー
ト
水
制

木
曽
川
下
流
域
の
ケ
レ
ッ
プ
水
制

木
曽
川
右
岸
側
の
水
制
群
は
見
事
な

ワ
ン
ド
を
形
成
し
、
豊
か
な
河
川
空
間

を
創
出
し
て
い
ま
す
。

本
編
で
は
、
明
治
改
修
時
に
木
曽
川

に
設
置
さ
れ
た
水
制
の
統
計
的
な
特
徴

と
、
現
存
す
る
水
制
に
つ
い
て
述
べ
て

い
き
ま
す
。

一
．
水
制
の
統
計
的
特
徴

木
曽
川
下
流
河
川
事
務
所
が
昭
和
五

六
（
一
九
八
一
）
年
度
に
行
っ
た
「
木

曽
川
下
流
部
の
水
制
の
現
状
調
査
（
以

降
『
Ｓ
56
調
査
』
と
記
す
）
」
に
基

づ
い
て
、
木
曽
川
下
流
部
の
水
制
の

統
計
的
特
徴
に
つ
い
て
触
れ
て
い
き

ま
す
。

（一） 

水
制
の
調
査
区
間

水
制
調
査
を
行
っ
た
区
間
は
、
祖

父
江
町
馬
飼
大
橋
下
流
一
㎞
か
ら
東

名
阪
木
曽
川
橋
（
河
川
距
離
一
〇
㎞

〜
二
五
㎞
地
点
間
）
ま
で
の
一
五
㎞

区
間
で
す
（
図
１
に
調
査
区
間
の
概
略

図
を
示
す
）
。

こ
の
調
査
を
行
っ
た
区
間
は
、
明
治

改
修
工
事
が
行
わ
れ
た
中
心
的
な
場
所

で
、
改
修
工
事
で
作
り
出
さ
れ
た
新
河

道
は
、
自
然
豊
か
な
河
川
景
観
を
創
出

し
、
多
く
の
人
々
に
憩
い
の
空
間
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

（
二
） 

水
制
の
工
種

表
１
と
図
２
は
、
『
Ｓ
56
調
査
』
に

よ
る
右
・
左
岸
の
透
過
・
不
透
過
水
制

の
基
数
と
工
種
で
す
。
右
岸
側
の
不
透

過
水
制
は
左
岸
側
の
一
．
五
倍
で
、
逆

に
右
岸
側
の
透
過
水
制
は
左
岸
側
の
半

分
と
な
っ
て
い
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
木
曽
川
の
右
岸
と
左

岸
で
は
、
透
過
と
不
透
過
水
制
の
設

置
本
数
と
工
種
が
大
き
く
異
な
っ
て

い
ま
し
た
。

二
．
木
曽
川
の
ケ
レ
ッ
プ
水
制

明
治
改
修
の
全
貌
を
統
一
的
に
整
理

し
た
資
料
は
無
く
、
明
治
三
三
（
一
九

〇
〇
）
年
に
行
わ
れ
た
『
三
川
分
流
成

功
式
』
以
後
の
維
持
工
事
を
含
め
て
数

冊
の
資
料
が
存
在
し
ま
す
が
、
こ
れ
ら

に
記
載
さ
れ
て
い
る
竣
工
数
量
に
は
微

妙
な
差
異
が
あ
り
ま
す
。

（一） 

水
制
施
工
数
量
の
差
異

表
２
は
、
明
治
一
九
（
一
八
八
六
）

年
の
明
治
改
修
計
画
平
面
図
（
以
降

『
平
面
図
』
と
記
す
）
と
大
正
二
（
一

九
一
三
）
年
の
木
曽
長
良
揖
斐
三
川
改

修
竣
工
図
（
以
降
『
竣
工
図
』
と
記

す
）
に
よ
る
計
測
結
果
、
及
び
大
正
八

（
一
九
一
九
）
年
刊
行
の
「
木
曽
川
改

修
工
事
」
、
明
治
四
四
（
一
九
一
一
）

年
の
「
木
曽
川
改
修
工
事
概
要
」
、
平

成
七
（
一
九
九
五
）
年
の
「
木
曽
三
川

治
水
百
年
」
の
記
載
値
で
す
。
同
表
よ

り
、
各
資
料
に
よ
っ
て
設
置
数
と
延
長

に
差
異
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
近
年
の
刊
行
物
は
、
そ
の
時

点
の
作
成
者
の
判
断
に
よ
っ
て
出
典
が

相
違
し
て
い
る
た
め
、
複
数
の
水
制
数

が
公
表
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

よ
っ
て
、
本
稿
で
は
最
新
年
調
査
で

あ
る
平
成
一
八
（
二
〇
〇
六
）
年
度
の

水
制
調
査
（
以
降
『
Ｈ
18
報
告
書
』
と

記
す
）
に
基
づ
き
、
木
曽
川
の
水
制
の

設
置
数
や
総
延
長
に
つ
い
て
述
べ
て
い

き
ま
す
。

（
二
） 

木
曽
川
水
制
群
の
現
況
整
理

表
３
よ
り
、
木
曽
川
一
〇
㎞
〜
二

五
㎞
区
間
に
設
置
さ
れ
た
二
五
八
基

の
水
制
の
内
、
一
〇
五
基
が
現
存
し

て
お
り
、
全
体
で
約
五
八
％
が
埋
没

ま
た
は
消
失
し
て
い
ま
す
。
特
に
左

岸
側
に
お
い
て
は
、
高
水
敷
工
事
等

に
よ
っ
て
約
八
四
％
が
埋
没
ま
た
は

消
失
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
対

し
て
、
右
岸
側

は
約
七
六
％
が

何
ら
か
の
形
で

現
存
し
て
い
ま

す
。ケ

レ
ッ
プ
水

制
は
、
設
置
さ

れ
た
七
九
基
の

内
、
五
四
基
が
現
存
し
て
い
ま
す
。

但
し
、
右
岸
二
五
㎞
付
近
で
は
、
樹

木
を
伐
採
す
れ
ば
三
基
程
度
の
残
存

が
確
認
で
き
ま
す
。

な
お
、
ケ
レ
ッ
プ
水
制
に
杭
が
打

ち
込
ま
れ
た
「
ケ
レ
ッ
プ
水
制
＋
杭

出
」
の
合
成
水
制
が
八
基
現
存
し
ま

す
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
杭
に
よ
る

杭
出
水
制
の
施
工
が
大
正
六
（
一
九

一
七
）
年
度
に
見
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
合
成
水
制
は
低
下
し
た
ケ
レ
ッ

プ
水
制
の
機
能
維
持
の
た
め
に
杭
出

水
制
を
上
置
し
た
も
の
で
あ
り
、
維

持
工
事
に
よ
っ
て
大
正
時
代
に
施
工

さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

杭
出
水
制
は
一
二
四
基
設
置
さ

れ
、
四
二
基
が
現
存
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
ケ
レ
ッ
プ
水
制
の
間
に
設

置
さ
れ
た
水
制
で
、
大
正
時
代
か
ら

施
工
が
開
始
さ
れ
た
よ
う
で
す
が
、

ほ
と
ん
ど
は
昭
和
期
の
戦
後
に
設
置

さ
れ
た
水
制
で
す
。

そ
の
他
の
水
制
と
し
て
「
木
尺
木

牛
水
制
」
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
杭
柵
水

制
」
な
ど
が
五
五
基
設
置
さ
れ
ま
し

た
が
、
現
存
し
て
い
る
も
の
は
、
僅

か
九
基
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
三
） 

水
制
設
置
の

　
　 

計
画
と
施
工
に
お
け
る
差
異

表
４
は
、
『
平
面
図
』
と
『
竣
工

図
』
よ
り
、
水
制
設
置
数
等
を
纏
め

た
も
の
で
す
。
『
平
面
図
』
か
ら
得

ら
れ
た
水
制
数
は
、
合
計
三
九
七
基

（
河
口
部
の
並
行
水
制
は
頭
部
と
し

て
計
測
し
た
た
め
基
数
に
算
定
し
て

い
な
い
）
で
す
。

こ
れ
に
対
し
て
、
『
竣
功
図
』
か
ら

得
ら
れ
た
水
制
数
は
合
計
四
〇
二
基

で
、
そ
の
差
は
僅
か
に
五
基
で
す
が
、

細
部
に
注
目
し
て
み
る
と
計
画
と
施
工

に
は
か
な
り
の
差
が
あ
る
こ
と
が
認
め

ら
れ
ま
す
。

つ
ま
り
表
４
よ
り
、
木
曽
川
三
区
、

長
良
川
二
区
・
四
区
で
は
そ
の
差
が
顕

著
で
す
。
木
曽
三
川
全
体
で
は
、
計
画

水
制
の
内
四
九
基
が
何
ら
か
の
理
由
で

施
工
さ
れ
ず
、
ま
た
、
五
四
基
が
計
画

外
の
位
置
に
施
工
さ
れ
て
い
ま
す
。
な

お
、
図
３
は
木
曽
三
川
の
各
施
工
区
間

で
す
。

（
四
） 
明
治
三
三
年
を
境
と
し
た
水
制
工

明
治
改
修
時
の
水
制
工
は
、
木
曽
三

川
が
ほ
ぼ
分
離
さ
れ
て
明
治
三
三
（
一

九
〇
〇
）
年
に
行
わ
れ
た
『
三
川
分
流

成
功
式
』
以
前
の
「
改
修
工
事
と
し
て

設
置
さ
れ
た
水
制
」
と
分
流
式
以
後
の

「
維
持
工
事
と
し
て
設
置
さ
れ
た
水

制
」
と
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

①
明
治
改
修
の
四
期
の
施
工
に
つ
い
て

明
治
改
修
工
事
の
施
工
は
、
従
来
は

第
一
期
〜
第
四
期
に
分
け
て
実
施
さ
れ

た
よ
う
に
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
工

事
計
画
上
、
四
期
に
分
割
さ
れ
て
い
た

の
で
は
な
く
、
「
改
修
工
事
完
成
後
に

お
い
て
、
工
事
状
況
の
説
明
に
際
し
て

便
宜
上
四
期
に
分
割
し
て
説
明
」
し
た

も
の
で
す
。

②
水
制
の
種
類
の
変
遷

水
制
の
種
類
は
、
表
５
に
示
す
通

り
、
明
治
期
の
「
ケ
レ
ッ
プ
水
制
」
か

ら
昭
和
期
の
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
杭
出
水

制
」
へ
と
変
遷
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
水
制
の
種
類
の
変
遷
は
、

施
工
を
必
要
と
す
る
場
所
の
水
理
特
性

と
経
済
性
が
反
映
し
て
い
る
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

三
．
現
存
す
る
ケ
レ
ッ
プ
水
制

図
４
は
、
『
Ｓ
56
調
査
』
で
存
在
し

て
い
た
透
過
・
不
透
過
水
制
が
、
『
Ｈ

18
報
告
書
』
時
点
ま
で
に
、
埋
没
（
茶

色
）
と
高
水
敷
化
（
緑
色
）
で
消
失
し

た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
図

中
に
右
岸
は
Ｒ
、
左
岸
は
Ｌ
で
、
透
過

水
制
は
破
線
、
不
透
過
水
制
は
実
線
で

各
水
制
番
号
を
記
し
て
い
ま
す
。

左
岸
側
の
各
種
水
制
の
ほ
と
ん
ど

は
、
平
成
六
（
一
九
九
四
）
年
の
高
水

敷
工
事
（
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
工
法
，
以
降

『
高
水
敷
工
事
』
と
記
す
）
に
よ
っ
て

埋
没
し
ま
し
た
。
右
岸
側
で
は
ま
だ
多

数
の
水
制
が
残
存
し
て
お
り
、
こ
れ
ら

の
水
制
は
、
明
治
以
降
の
河
川
工
事
の

履
歴
を
記
録
す
る
貴
重
な
資
料
と
言
え

ま
す
。

左
岸
側
の
水
制
は
、L1

（10km
+

21.0m

）
（
写
真
１
）
の
棚
水
制
（
東

名
阪
の
木
曽
川
橋
上
流
）
を
除
い
て
前

述
の
高
水
敷
工
事
に
よ
り
埋
没
し
て
い

ま
す
。

写
真
２
は
、
堆
砂
が
顕
著
に
見
ら
れ

るR45

（20.6km
+12.9m

）
地
点
の
石

張
り
水
制
で
あ
り
、
先
端
部
に
一
部
が

残
っ
て
い
る
も
の
の
、
極
め
て
破
損
し

て
い
ま
す
。な
お
、R44

〜R48

の
石
張

り
水
制
は
、草
木
が
繁
茂
し
て
お
り
、豊

か
な
河
川
空
間
を
創
出
し
て
い
ま
す
。

写
真
３
は
、
高
水
敷
工
事
に
よ
っ
て

埋
没
し
たR74

（24.6km
+18.1m

）
地

点
の
石
張
り
水
制
で
す
。

写
真
４
は
、
愛
西
市
三
和
町
付
近
で

の
高
水
敷
工
事
箇
所
で
、
高
水
敷
端
か
ら

わ
ず
か
に
先
端
部
だ
け
が
川
中
に
残
っ
て

い
る
石
張
り
水
制
（L18

）
で
す
。

写
真
５
は
、L18

と
同
じ
三
和
町
で

高
水
敷
に
埋
没
し
た
杭
出
し
水
制
群

（L21

〜24

）
で
す
。

写
真
６
は
、
愛
西
市
下
大
牧
町
寺
前

（
グ
ラ
イ
ダ
ー
滑
空
場
対
岸
）
の
大
き
く

川
中
に
張
り
出
し
て
い
る
石
張
り
水
制

（L49

）
で
す
が
、
高
水
敷
工
事
に
よ
り

堤
防
側
の
半
分
は
埋
没
し
て
い
ま
す
。

四
．
お
わ
り
に

明
治
改
修
時
か
ら
昭
和
に
か
け
て
設

置
・
維
持
さ
れ
て
き
た
木
曽
川
の
水
制

は
、
特
に
左
岸
側
は
平
成
の
高
水
敷
工

事
に
よ
っ
て
、多
く
が
埋
没
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
な
お
残
る
右
岸
側
の
水

制
群
は
、
豊
か
な
河
川
空
間
を
創
出
し

て
お
り
、
水
生
生
物
や
植
生
、
さ
ら
に

小
動
物
等
の
良
好
な
環
境
と
な
り
、
地

域
住
民
に
安
ら
ぎ
を
与
え
て
い
ま
す
。

木
曽
川
の
ケ
レ
ッ
プ
水
制
群
は
、
平

成
一
二
（
二
〇
〇
〇
）
年
度
の
土
木
学

会
選
奨
土
木
遺
産
に
認
定
さ
れ
、
木
曽

川
中
流
部
に
あ
る
河
跡
湖
（
ト
ン
ボ

池
）
の
聖
牛
も
平
成
二
三
（
二
〇
一

一
）
年
度
の
土
木
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま

し
た
。

■
参
考
資
料

『
木
曽
川
水
制
現
況
調
査
』　

木
曽
川
下
流
工
事
事
務
所 pp.1-439,1981

『
平
成18

年
度
既
設
水
制
資
料
整
理
報
告
書
』

河
川
財
団
名
古
屋
事
務
所

図1　調査区間の概略図

表3　木曽川水制群の現況（10k～25k）表4　水制の計画基数と竣功基数の比較

表5　水制の種類と変遷

表1　「56調査」による工種別水制

表2　明治改修による施工水制数の比較

図2　「56調査」による工種別水制工
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沈床工による水制工が計画される

玉石上層工を持つ水制に変更

箕猪子水制を仮水制として施工

鉄線蛇篭を上置に施工

鉄筋コンクリート杭出水制の施工

コンクリート杭出水制が主力となる

明治19年（1886）

明治20年（1887）

明治36年（1903）

大正2年（1913）

大正6年（1917）

昭和35年（1960）

ケ
レ
ッ
プ
水
制

コ
ン
ク
リ
ー
ト
水
制

木
曽
川
下
流
域
の
ケ
レ
ッ
プ
水
制

木
曽
川
右
岸
側
の
水
制
群
は
見
事
な

ワ
ン
ド
を
形
成
し
、
豊
か
な
河
川
空
間

を
創
出
し
て
い
ま
す
。

本
編
で
は
、
明
治
改
修
時
に
木
曽
川

に
設
置
さ
れ
た
水
制
の
統
計
的
な
特
徴

と
、
現
存
す
る
水
制
に
つ
い
て
述
べ
て

い
き
ま
す
。

一
．
水
制
の
統
計
的
特
徴

木
曽
川
下
流
河
川
事
務
所
が
昭
和
五

六
（
一
九
八
一
）
年
度
に
行
っ
た
「
木

曽
川
下
流
部
の
水
制
の
現
状
調
査
（
以

降
『
Ｓ
56
調
査
』
と
記
す
）
」
に
基

づ
い
て
、
木
曽
川
下
流
部
の
水
制
の

統
計
的
特
徴
に
つ
い
て
触
れ
て
い
き

ま
す
。

（一） 

水
制
の
調
査
区
間

水
制
調
査
を
行
っ
た
区
間
は
、
祖

父
江
町
馬
飼
大
橋
下
流
一
㎞
か
ら
東

名
阪
木
曽
川
橋
（
河
川
距
離
一
〇
㎞

〜
二
五
㎞
地
点
間
）
ま
で
の
一
五
㎞

区
間
で
す
（
図
１
に
調
査
区
間
の
概
略

図
を
示
す
）
。

こ
の
調
査
を
行
っ
た
区
間
は
、
明
治

改
修
工
事
が
行
わ
れ
た
中
心
的
な
場
所

で
、
改
修
工
事
で
作
り
出
さ
れ
た
新
河

道
は
、
自
然
豊
か
な
河
川
景
観
を
創
出

し
、
多
く
の
人
々
に
憩
い
の
空
間
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

（
二
） 

水
制
の
工
種

表
１
と
図
２
は
、
『
Ｓ
56
調
査
』
に

よ
る
右
・
左
岸
の
透
過
・
不
透
過
水
制

の
基
数
と
工
種
で
す
。
右
岸
側
の
不
透

過
水
制
は
左
岸
側
の
一
．
五
倍
で
、
逆

に
右
岸
側
の
透
過
水
制
は
左
岸
側
の
半

分
と
な
っ
て
い
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
木
曽
川
の
右
岸
と
左

岸
で
は
、
透
過
と
不
透
過
水
制
の
設

置
本
数
と
工
種
が
大
き
く
異
な
っ
て

い
ま
し
た
。

二
．
木
曽
川
の
ケ
レ
ッ
プ
水
制

明
治
改
修
の
全
貌
を
統
一
的
に
整
理

し
た
資
料
は
無
く
、
明
治
三
三
（
一
九

〇
〇
）
年
に
行
わ
れ
た
『
三
川
分
流
成

功
式
』
以
後
の
維
持
工
事
を
含
め
て
数

冊
の
資
料
が
存
在
し
ま
す
が
、
こ
れ
ら

に
記
載
さ
れ
て
い
る
竣
工
数
量
に
は
微

妙
な
差
異
が
あ
り
ま
す
。

（一） 

水
制
施
工
数
量
の
差
異

表
２
は
、
明
治
一
九
（
一
八
八
六
）

年
の
明
治
改
修
計
画
平
面
図
（
以
降

『
平
面
図
』
と
記
す
）
と
大
正
二
（
一

九
一
三
）
年
の
木
曽
長
良
揖
斐
三
川
改

修
竣
工
図
（
以
降
『
竣
工
図
』
と
記

す
）
に
よ
る
計
測
結
果
、
及
び
大
正
八

（
一
九
一
九
）
年
刊
行
の
「
木
曽
川
改

修
工
事
」
、
明
治
四
四
（
一
九
一
一
）

年
の
「
木
曽
川
改
修
工
事
概
要
」
、
平

成
七
（
一
九
九
五
）
年
の
「
木
曽
三
川

治
水
百
年
」
の
記
載
値
で
す
。
同
表
よ

り
、
各
資
料
に
よ
っ
て
設
置
数
と
延
長

に
差
異
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
近
年
の
刊
行
物
は
、
そ
の
時

点
の
作
成
者
の
判
断
に
よ
っ
て
出
典
が

相
違
し
て
い
る
た
め
、
複
数
の
水
制
数

が
公
表
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

よ
っ
て
、
本
稿
で
は
最
新
年
調
査
で

あ
る
平
成
一
八
（
二
〇
〇
六
）
年
度
の

水
制
調
査
（
以
降
『
Ｈ
18
報
告
書
』
と

記
す
）
に
基
づ
き
、
木
曽
川
の
水
制
の

設
置
数
や
総
延
長
に
つ
い
て
述
べ
て
い

き
ま
す
。

（
二
） 

木
曽
川
水
制
群
の
現
況
整
理

表
３
よ
り
、
木
曽
川
一
〇
㎞
〜
二

五
㎞
区
間
に
設
置
さ
れ
た
二
五
八
基

の
水
制
の
内
、
一
〇
五
基
が
現
存
し

て
お
り
、
全
体
で
約
五
八
％
が
埋
没

ま
た
は
消
失
し
て
い
ま
す
。
特
に
左

岸
側
に
お
い
て
は
、
高
水
敷
工
事
等

に
よ
っ
て
約
八
四
％
が
埋
没
ま
た
は

消
失
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
対

し
て
、
右
岸
側

は
約
七
六
％
が

何
ら
か
の
形
で

現
存
し
て
い
ま

す
。ケ

レ
ッ
プ
水

制
は
、
設
置
さ

れ
た
七
九
基
の

内
、
五
四
基
が
現
存
し
て
い
ま
す
。

但
し
、
右
岸
二
五
㎞
付
近
で
は
、
樹

木
を
伐
採
す
れ
ば
三
基
程
度
の
残
存

が
確
認
で
き
ま
す
。

な
お
、
ケ
レ
ッ
プ
水
制
に
杭
が
打

ち
込
ま
れ
た
「
ケ
レ
ッ
プ
水
制
＋
杭

出
」
の
合
成
水
制
が
八
基
現
存
し
ま

す
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
杭
に
よ
る

杭
出
水
制
の
施
工
が
大
正
六
（
一
九

一
七
）
年
度
に
見
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
合
成
水
制
は
低
下
し
た
ケ
レ
ッ

プ
水
制
の
機
能
維
持
の
た
め
に
杭
出

水
制
を
上
置
し
た
も
の
で
あ
り
、
維

持
工
事
に
よ
っ
て
大
正
時
代
に
施
工

さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

杭
出
水
制
は
一
二
四
基
設
置
さ

れ
、
四
二
基
が
現
存
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
ケ
レ
ッ
プ
水
制
の
間
に
設

置
さ
れ
た
水
制
で
、
大
正
時
代
か
ら

施
工
が
開
始
さ
れ
た
よ
う
で
す
が
、

ほ
と
ん
ど
は
昭
和
期
の
戦
後
に
設
置

さ
れ
た
水
制
で
す
。

そ
の
他
の
水
制
と
し
て
「
木
尺
木

牛
水
制
」
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
杭
柵
水

制
」
な
ど
が
五
五
基
設
置
さ
れ
ま
し

た
が
、
現
存
し
て
い
る
も
の
は
、
僅

か
九
基
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
三
） 

水
制
設
置
の

　
　 

計
画
と
施
工
に
お
け
る
差
異

表
４
は
、
『
平
面
図
』
と
『
竣
工

図
』
よ
り
、
水
制
設
置
数
等
を
纏
め

た
も
の
で
す
。
『
平
面
図
』
か
ら
得

ら
れ
た
水
制
数
は
、
合
計
三
九
七
基

（
河
口
部
の
並
行
水
制
は
頭
部
と
し

て
計
測
し
た
た
め
基
数
に
算
定
し
て

い
な
い
）
で
す
。

こ
れ
に
対
し
て
、
『
竣
功
図
』
か
ら

得
ら
れ
た
水
制
数
は
合
計
四
〇
二
基

で
、
そ
の
差
は
僅
か
に
五
基
で
す
が
、

細
部
に
注
目
し
て
み
る
と
計
画
と
施
工

に
は
か
な
り
の
差
が
あ
る
こ
と
が
認
め

ら
れ
ま
す
。

つ
ま
り
表
４
よ
り
、
木
曽
川
三
区
、

長
良
川
二
区
・
四
区
で
は
そ
の
差
が
顕

著
で
す
。
木
曽
三
川
全
体
で
は
、
計
画

水
制
の
内
四
九
基
が
何
ら
か
の
理
由
で

施
工
さ
れ
ず
、
ま
た
、
五
四
基
が
計
画

外
の
位
置
に
施
工
さ
れ
て
い
ま
す
。
な

お
、
図
３
は
木
曽
三
川
の
各
施
工
区
間

で
す
。

（
四
） 

明
治
三
三
年
を
境
と
し
た
水
制
工

明
治
改
修
時
の
水
制
工
は
、
木
曽
三

川
が
ほ
ぼ
分
離
さ
れ
て
明
治
三
三
（
一

九
〇
〇
）
年
に
行
わ
れ
た
『
三
川
分
流

成
功
式
』
以
前
の
「
改
修
工
事
と
し
て

設
置
さ
れ
た
水
制
」
と
分
流
式
以
後
の

「
維
持
工
事
と
し
て
設
置
さ
れ
た
水

制
」
と
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

①
明
治
改
修
の
四
期
の
施
工
に
つ
い
て

明
治
改
修
工
事
の
施
工
は
、
従
来
は

第
一
期
〜
第
四
期
に
分
け
て
実
施
さ
れ

た
よ
う
に
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
工

事
計
画
上
、
四
期
に
分
割
さ
れ
て
い
た

の
で
は
な
く
、
「
改
修
工
事
完
成
後
に

お
い
て
、
工
事
状
況
の
説
明
に
際
し
て

便
宜
上
四
期
に
分
割
し
て
説
明
」
し
た

も
の
で
す
。

②
水
制
の
種
類
の
変
遷

水
制
の
種
類
は
、
表
５
に
示
す
通

り
、
明
治
期
の
「
ケ
レ
ッ
プ
水
制
」
か

ら
昭
和
期
の
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
杭
出
水

制
」
へ
と
変
遷
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
水
制
の
種
類
の
変
遷
は
、

施
工
を
必
要
と
す
る
場
所
の
水
理
特
性

と
経
済
性
が
反
映
し
て
い
る
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

三
．
現
存
す
る
ケ
レ
ッ
プ
水
制

図
４
は
、
『
Ｓ
56
調
査
』
で
存
在
し

て
い
た
透
過
・
不
透
過
水
制
が
、
『
Ｈ

18
報
告
書
』
時
点
ま
で
に
、
埋
没
（
茶

色
）
と
高
水
敷
化
（
緑
色
）
で
消
失
し

た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
図

中
に
右
岸
は
Ｒ
、
左
岸
は
Ｌ
で
、
透
過

水
制
は
破
線
、
不
透
過
水
制
は
実
線
で

各
水
制
番
号
を
記
し
て
い
ま
す
。

左
岸
側
の
各
種
水
制
の
ほ
と
ん
ど

は
、
平
成
六
（
一
九
九
四
）
年
の
高
水

敷
工
事
（
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
工
法
，
以
降

『
高
水
敷
工
事
』
と
記
す
）
に
よ
っ
て

埋
没
し
ま
し
た
。
右
岸
側
で
は
ま
だ
多

数
の
水
制
が
残
存
し
て
お
り
、
こ
れ
ら

の
水
制
は
、
明
治
以
降
の
河
川
工
事
の

履
歴
を
記
録
す
る
貴
重
な
資
料
と
言
え

ま
す
。

左
岸
側
の
水
制
は
、L1

（10km
+

21.0m

）
（
写
真
１
）
の
棚
水
制
（
東

名
阪
の
木
曽
川
橋
上
流
）
を
除
い
て
前

述
の
高
水
敷
工
事
に
よ
り
埋
没
し
て
い

ま
す
。

写
真
２
は
、
堆
砂
が
顕
著
に
見
ら
れ

るR45

（20.6km
+12.9m

）
地
点
の
石

張
り
水
制
で
あ
り
、
先
端
部
に
一
部
が

残
っ
て
い
る
も
の
の
、
極
め
て
破
損
し

て
い
ま
す
。な
お
、R44

〜R48

の
石
張

り
水
制
は
、草
木
が
繁
茂
し
て
お
り
、豊

か
な
河
川
空
間
を
創
出
し
て
い
ま
す
。

写
真
３
は
、
高
水
敷
工
事
に
よ
っ
て

埋
没
し
たR74

（24.6km
+18.1m

）
地

点
の
石
張
り
水
制
で
す
。

写
真
４
は
、
愛
西
市
三
和
町
付
近
で

の
高
水
敷
工
事
箇
所
で
、
高
水
敷
端
か
ら

わ
ず
か
に
先
端
部
だ
け
が
川
中
に
残
っ
て

い
る
石
張
り
水
制
（L18

）
で
す
。

写
真
５
は
、L18

と
同
じ
三
和
町
で

高
水
敷
に
埋
没
し
た
杭
出
し
水
制
群

（L21

〜24

）
で
す
。

写
真
６
は
、
愛
西
市
下
大
牧
町
寺
前

（
グ
ラ
イ
ダ
ー
滑
空
場
対
岸
）
の
大
き
く

川
中
に
張
り
出
し
て
い
る
石
張
り
水
制

（L49

）
で
す
が
、
高
水
敷
工
事
に
よ
り

堤
防
側
の
半
分
は
埋
没
し
て
い
ま
す
。

四
．
お
わ
り
に

明
治
改
修
時
か
ら
昭
和
に
か
け
て
設

置
・
維
持
さ
れ
て
き
た
木
曽
川
の
水
制

は
、
特
に
左
岸
側
は
平
成
の
高
水
敷
工

事
に
よ
っ
て
、多
く
が
埋
没
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
な
お
残
る
右
岸
側
の
水

制
群
は
、
豊
か
な
河
川
空
間
を
創
出
し

て
お
り
、
水
生
生
物
や
植
生
、
さ
ら
に

小
動
物
等
の
良
好
な
環
境
と
な
り
、
地

域
住
民
に
安
ら
ぎ
を
与
え
て
い
ま
す
。

木
曽
川
の
ケ
レ
ッ
プ
水
制
群
は
、
平

成
一
二
（
二
〇
〇
〇
）
年
度
の
土
木
学

会
選
奨
土
木
遺
産
に
認
定
さ
れ
、
木
曽

川
中
流
部
に
あ
る
河
跡
湖
（
ト
ン
ボ

池
）
の
聖
牛
も
平
成
二
三
（
二
〇
一

一
）
年
度
の
土
木
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま

し
た
。
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歴
史
記
録

8

研
究
資
料

木
曽
川
右
岸
側
の
水
制
群
は
見
事
な

ワ
ン
ド
を
形
成
し
、
豊
か
な
河
川
空
間

を
創
出
し
て
い
ま
す
。

本
編
で
は
、
明
治
改
修
時
に
木
曽
川

に
設
置
さ
れ
た
水
制
の
統
計
的
な
特
徴

と
、
現
存
す
る
水
制
に
つ
い
て
述
べ
て

い
き
ま
す
。

一
．
水
制
の
統
計
的
特
徴

木
曽
川
下
流
河
川
事
務
所
が
昭
和
五

六
（
一
九
八
一
）
年
度
に
行
っ
た
「
木

曽
川
下
流
部
の
水
制
の
現
状
調
査
（
以

降
『
Ｓ
56
調
査
』
と
記
す
）
」
に
基

づ
い
て
、
木
曽
川
下
流
部
の
水
制
の

統
計
的
特
徴
に
つ
い
て
触
れ
て
い
き

ま
す
。

（一） 

水
制
の
調
査
区
間

水
制
調
査
を
行
っ
た
区
間
は
、
祖

父
江
町
馬
飼
大
橋
下
流
一
㎞
か
ら
東

名
阪
木
曽
川
橋
（
河
川
距
離
一
〇
㎞

〜
二
五
㎞
地
点
間
）
ま
で
の
一
五
㎞

区
間
で
す
（
図
１
に
調
査
区
間
の
概
略

図
を
示
す
）
。

こ
の
調
査
を
行
っ
た
区
間
は
、
明
治

改
修
工
事
が
行
わ
れ
た
中
心
的
な
場
所

で
、
改
修
工
事
で
作
り
出
さ
れ
た
新
河

道
は
、
自
然
豊
か
な
河
川
景
観
を
創
出

し
、
多
く
の
人
々
に
憩
い
の
空
間
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

（
二
） 

水
制
の
工
種

表
１
と
図
２
は
、
『
Ｓ
56
調
査
』
に

よ
る
右
・
左
岸
の
透
過
・
不
透
過
水
制

の
基
数
と
工
種
で
す
。
右
岸
側
の
不
透

過
水
制
は
左
岸
側
の
一
．
五
倍
で
、
逆

に
右
岸
側
の
透
過
水
制
は
左
岸
側
の
半

分
と
な
っ
て
い
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
木
曽
川
の
右
岸
と
左

岸
で
は
、
透
過
と
不
透
過
水
制
の
設

置
本
数
と
工
種
が
大
き
く
異
な
っ
て

い
ま
し
た
。

二
．
木
曽
川
の
ケ
レ
ッ
プ
水
制

明
治
改
修
の
全
貌
を
統
一
的
に
整
理

し
た
資
料
は
無
く
、
明
治
三
三
（
一
九

〇
〇
）
年
に
行
わ
れ
た
『
三
川
分
流
成

功
式
』
以
後
の
維
持
工
事
を
含
め
て
数

冊
の
資
料
が
存
在
し
ま
す
が
、
こ
れ
ら

に
記
載
さ
れ
て
い
る
竣
工
数
量
に
は
微

妙
な
差
異
が
あ
り
ま
す
。

（一） 

水
制
施
工
数
量
の
差
異

表
２
は
、
明
治
一
九
（
一
八
八
六
）

年
の
明
治
改
修
計
画
平
面
図
（
以
降

『
平
面
図
』
と
記
す
）
と
大
正
二
（
一

九
一
三
）
年
の
木
曽
長
良
揖
斐
三
川
改

修
竣
工
図
（
以
降
『
竣
工
図
』
と
記

す
）
に
よ
る
計
測
結
果
、
及
び
大
正
八

（
一
九
一
九
）
年
刊
行
の
「
木
曽
川
改

修
工
事
」
、
明
治
四
四
（
一
九
一
一
）

年
の
「
木
曽
川
改
修
工
事
概
要
」
、
平

成
七
（
一
九
九
五
）
年
の
「
木
曽
三
川

治
水
百
年
」
の
記
載
値
で
す
。
同
表
よ

り
、
各
資
料
に
よ
っ
て
設
置
数
と
延
長

に
差
異
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
近
年
の
刊
行
物
は
、
そ
の
時

点
の
作
成
者
の
判
断
に
よ
っ
て
出
典
が

相
違
し
て
い
る
た
め
、
複
数
の
水
制
数

が
公
表
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

よ
っ
て
、
本
稿
で
は
最
新
年
調
査
で

あ
る
平
成
一
八
（
二
〇
〇
六
）
年
度
の

水
制
調
査
（
以
降
『
Ｈ
18
報
告
書
』
と

記
す
）
に
基
づ
き
、
木
曽
川
の
水
制
の

設
置
数
や
総
延
長
に
つ
い
て
述
べ
て
い

き
ま
す
。

（
二
） 

木
曽
川
水
制
群
の
現
況
整
理

表
３
よ
り
、
木
曽
川
一
〇
㎞
〜
二

五
㎞
区
間
に
設
置
さ
れ
た
二
五
八
基

の
水
制
の
内
、
一
〇
五
基
が
現
存
し

て
お
り
、
全
体
で
約
五
八
％
が
埋
没

ま
た
は
消
失
し
て
い
ま
す
。
特
に
左

岸
側
に
お
い
て
は
、
高
水
敷
工
事
等

に
よ
っ
て
約
八
四
％
が
埋
没
ま
た
は

消
失
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
対

し
て
、
右
岸
側

は
約
七
六
％
が

何
ら
か
の
形
で

現
存
し
て
い
ま

す
。ケ

レ
ッ
プ
水

制
は
、
設
置
さ

れ
た
七
九
基
の

内
、
五
四
基
が
現
存
し
て
い
ま
す
。

但
し
、
右
岸
二
五
㎞
付
近
で
は
、
樹

木
を
伐
採
す
れ
ば
三
基
程
度
の
残
存

が
確
認
で
き
ま
す
。

な
お
、
ケ
レ
ッ
プ
水
制
に
杭
が
打

ち
込
ま
れ
た
「
ケ
レ
ッ
プ
水
制
＋
杭

出
」
の
合
成
水
制
が
八
基
現
存
し
ま

す
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
杭
に
よ
る

杭
出
水
制
の
施
工
が
大
正
六
（
一
九

一
七
）
年
度
に
見
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
合
成
水
制
は
低
下
し
た
ケ
レ
ッ

プ
水
制
の
機
能
維
持
の
た
め
に
杭
出

水
制
を
上
置
し
た
も
の
で
あ
り
、
維

持
工
事
に
よ
っ
て
大
正
時
代
に
施
工

さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

杭
出
水
制
は
一
二
四
基
設
置
さ

れ
、
四
二
基
が
現
存
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
ケ
レ
ッ
プ
水
制
の
間
に
設

置
さ
れ
た
水
制
で
、
大
正
時
代
か
ら

施
工
が
開
始
さ
れ
た
よ
う
で
す
が
、

ほ
と
ん
ど
は
昭
和
期
の
戦
後
に
設
置

さ
れ
た
水
制
で
す
。

そ
の
他
の
水
制
と
し
て
「
木
尺
木

牛
水
制
」
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
杭
柵
水

制
」
な
ど
が
五
五
基
設
置
さ
れ
ま
し

た
が
、
現
存
し
て
い
る
も
の
は
、
僅

か
九
基
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
三
） 

水
制
設
置
の

　
　 

計
画
と
施
工
に
お
け
る
差
異

表
４
は
、
『
平
面
図
』
と
『
竣
工

図
』
よ
り
、
水
制
設
置
数
等
を
纏
め

た
も
の
で
す
。
『
平
面
図
』
か
ら
得

ら
れ
た
水
制
数
は
、
合
計
三
九
七
基

（
河
口
部
の
並
行
水
制
は
頭
部
と
し

て
計
測
し
た
た
め
基
数
に
算
定
し
て

い
な
い
）
で
す
。

こ
れ
に
対
し
て
、
『
竣
功
図
』
か
ら

得
ら
れ
た
水
制
数
は
合
計
四
〇
二
基

で
、
そ
の
差
は
僅
か
に
五
基
で
す
が
、

細
部
に
注
目
し
て
み
る
と
計
画
と
施
工

に
は
か
な
り
の
差
が
あ
る
こ
と
が
認
め

ら
れ
ま
す
。

つ
ま
り
表
４
よ
り
、
木
曽
川
三
区
、

長
良
川
二
区
・
四
区
で
は
そ
の
差
が
顕

著
で
す
。
木
曽
三
川
全
体
で
は
、
計
画

水
制
の
内
四
九
基
が
何
ら
か
の
理
由
で

施
工
さ
れ
ず
、
ま
た
、
五
四
基
が
計
画

外
の
位
置
に
施
工
さ
れ
て
い
ま
す
。
な

お
、
図
３
は
木
曽
三
川
の
各
施
工
区
間

で
す
。

（
四
） 

明
治
三
三
年
を
境
と
し
た
水
制
工

明
治
改
修
時
の
水
制
工
は
、
木
曽
三

川
が
ほ
ぼ
分
離
さ
れ
て
明
治
三
三
（
一

九
〇
〇
）
年
に
行
わ
れ
た
『
三
川
分
流

成
功
式
』
以
前
の
「
改
修
工
事
と
し
て

設
置
さ
れ
た
水
制
」
と
分
流
式
以
後
の

「
維
持
工
事
と
し
て
設
置
さ
れ
た
水

制
」
と
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

①
明
治
改
修
の
四
期
の
施
工
に
つ
い
て

明
治
改
修
工
事
の
施
工
は
、
従
来
は

第
一
期
〜
第
四
期
に
分
け
て
実
施
さ
れ

た
よ
う
に
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
工

事
計
画
上
、
四
期
に
分
割
さ
れ
て
い
た

の
で
は
な
く
、
「
改
修
工
事
完
成
後
に

お
い
て
、
工
事
状
況
の
説
明
に
際
し
て

便
宜
上
四
期
に
分
割
し
て
説
明
」
し
た

も
の
で
す
。

②
水
制
の
種
類
の
変
遷

水
制
の
種
類
は
、
表
５
に
示
す
通

り
、
明
治
期
の
「
ケ
レ
ッ
プ
水
制
」
か

ら
昭
和
期
の
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
杭
出
水

制
」
へ
と
変
遷
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
水
制
の
種
類
の
変
遷
は
、

施
工
を
必
要
と
す
る
場
所
の
水
理
特
性

と
経
済
性
が
反
映
し
て
い
る
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

「
河
童
伝
説
」（
水
に
ま
つ
わ
る
民
話
か
ら
）

木
曽
三
川　

歴
史
・
文
化
の
調
査
研

究
資
料
（
Ｋ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
）
は
、
平
成
三

（
一
九
九
一
）
年
に
創
刊
さ
れ
、
毎
年

四
回
発
行
し
、
平
成
二
八
（
二
〇
一

六
）
年
秋
号
で
第
一
〇
〇
号
を
迎
え
ま

す
。
こ
の
間
、
木
曽
三
川
流
域
全
域
の

川
に
係
る
記
事
を
取
り
上
げ
、
各
方
面

か
ら
絶
賛
を
得
て
い
ま
す
。
中
で
も
、

巻
末
の
「
水
に
か
か
わ
る
民
話
」
は
、

木
曽
三
川
流
域
で
昔
か
ら
語
り
継
が
れ

る
水
や
川
で
の
民
話
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。Ｋ

Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
第
一
〇
〇
号
を
記
念

し
、
こ
の
「
水
に
ま
つ
わ
る
民
話
」
を

整
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
気

候
・
地
理
・
地
形
さ
ら
に
自
然
災
害
生

起
な
ど
の
特
性
を
知
る
こ
と
が
可
能
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

本
号
で
は
、
特
に
分
布
が
広
く
、
水

を
生
業
と
す
る

人
々
が
祀
っ
て

い
る
「
河
童
伝

説
」
を
取
り
上

げ
ま
し
た
。

一
．
は
じ
め
に

河
童
は
沼
や
湖
、
川
を
住
処
と
す
る

代
表
的
な
妖
怪
と
し
て
知
ら
れ
、
そ
の

伝
説
や
伝
承
は
、
ほ
ぼ
全
国
に
み
ら
れ

ま
す
。

昔
は
、
河
童
と
人
と
は
緊
密
な
関
わ

り
を
持
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
例
え

ば
、
伊
万
里
市
の
造
り
酒
屋
さ
ん
で

は
、
河
伯
と
し
て
河
童
の
ミ
イ
ラ
を

祀
っ
て
お
り
、
大
垣
市
の
麩
屋
を
営
む

民
家
は
享
保
二
（
一
七
一
七
）
年
作
と

記
さ
れ
た
河
童
の
神
様
を
祀
っ
て
い
ま

す
。本

編
は
、
河
童
の
由
来
や
姿
に
つ
い

て
述
べ
た
後
、
木
曽
三
川
流
域
で
主
に

岐
阜
県
を
中
心
と
し
た
河
童
伝
説
を
取

り
ま
と
め
ま
し
た
。

二
．
河
童
の
由
来
と
姿

河
童
の
由
来
説
は
、
渡
来
説
と
人
形

化
生
説
の
二
種
類
が
あ
り
ま
す 

。

渡
来
説
と
し
て
は
、
熊
本
県
八
代
市

の
球
磨
川
河
口
の
「
河
童
渡
来
の
碑
」

に
よ
る
と
、
仁
徳
天
皇
時
代
（
三
一
三

か
ら
三
九
九
）
に
中
国
か
ら
九
千
匹
の

河
童
が
揚
子
江
（
長
江
）
を
下
り
、
黄

海
を
経
て
八
代
に
上
陸
し
た
と
あ
り
ま

す
。人

形
化
生
説
は
、
熊
本
の
天
草
島
，

青
森
の
八
戸
で
伝
承
さ
れ
て
お
り
、
河

川
工
事
が
期
限
内
の
完
成
を
危
ぶ
ん

で
、
甚
五
郎
が
藁
人
形
に
命
を
吹
き
込

み
よ
う
や
く
竣
工
し
た
と
い
う
話
で

す
。
壊
さ
れ
て
川
に
投
げ
入
れ
ら
れ
た

藁
人
形
は
、
「
こ
れ
か
ら
は
何
を
食
え

ば
よ
い
か
。
」
と
甚
五
郎
に
尋
ね
る
の

で
、
「
人
の
尻
で
も
喰
ら
え
。
」
と
答

え
た
の
で
、
藁
人
形
は
河
童
に
化
け
て

肛
門
に
あ
る
と
想
像
さ
れ
た
尻
子
玉
を

狙
っ
た
と
云
わ
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
河
童
の
原
型
と
な
っ
た

水
霊
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
、
大
野
1

の
分
類
か
ら
見
て
お
き
ま
す
。

（一）虬（
蛟
竜
）：
古
代
は
「
み
つ
ち
」

（
「
み
」
は
水
、
「
つ
」
は
格
助
詞
、

「
ち
」
は
霊
）
で
、
水
霊
・
水
神
の

意
。
水
中
に
棲
み
、
蛇
に
似
た
形
を

し
、
角
・
四
肢
を
も
ち
、
毒
気
を
吐
い

て
人
を
害
す
る
と
い
う
想
像
上
の
動

物
。
青
森
の
メ
ド
チ
・
メ
ド
ツ
、
岩
手

の
メ
ッ
ト
ウ
チ
、
能
登
・
加
賀
の
ミ
ズ

シ
。

（
二
）水
神
：
佐
渡
の
シ
イ
ジ
ン
、
長
野

の
セ
イ
ジ
ン
、
新
潟
の
ス
ジ
ン
コ
、
鹿

児
島
の
ス
ジ
ン
ド
ン
・
ミ
ズ
シ
ン
・

ミ
ッ
ツ
ド
ン
。

（
三
）水
虎
：
中
国
の
水
虎
は
、
三
か

ら
四
歳
の
児
童
の
よ
う
で
脛
が
長
く
、

総
身
鱗
甲
に
覆
わ
れ
、
普
段
は
水
中
に

潜
り
、
虎
の
頭
部
に
似
た
膝
頭
だ
け
を

「河童渡来の碑」
提供：熊本県八代市役所観光振興課

三
．
現
存
す
る
ケ
レ
ッ
プ
水
制

図
４
は
、
『
Ｓ
56
調
査
』
で
存
在
し

て
い
た
透
過
・
不
透
過
水
制
が
、
『
Ｈ

18
報
告
書
』
時
点
ま
で
に
、
埋
没
（
茶

色
）
と
高
水
敷
化
（
緑
色
）
で
消
失
し

た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
図

中
に
右
岸
は
Ｒ
、
左
岸
は
Ｌ
で
、
透
過

水
制
は
破
線
、
不
透
過
水
制
は
実
線
で

各
水
制
番
号
を
記
し
て
い
ま
す
。

左
岸
側
の
各
種
水
制
の
ほ
と
ん
ど

は
、
平
成
六
（
一
九
九
四
）
年
の
高
水

敷
工
事
（
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
工
法
，
以
降

『
高
水
敷
工
事
』
と
記
す
）
に
よ
っ
て

埋
没
し
ま
し
た
。
右
岸
側
で
は
ま
だ
多

数
の
水
制
が
残
存
し
て
お
り
、
こ
れ
ら

の
水
制
は
、
明
治
以
降
の
河
川
工
事
の

履
歴
を
記
録
す
る
貴
重
な
資
料
と
言
え

ま
す
。

左
岸
側
の
水
制
は
、L1

（10km
+

21.0m

）
（
写
真
１
）
の
棚
水
制
（
東

名
阪
の
木
曽
川
橋
上
流
）
を
除
い
て
前

述
の
高
水
敷
工
事
に
よ
り
埋
没
し
て
い

ま
す
。

写
真
２
は
、
堆
砂
が
顕
著
に
見
ら
れ

るR45

（20.6km
+12.9m

）
地
点
の
石

張
り
水
制
で
あ
り
、
先
端
部
に
一
部
が

残
っ
て
い
る
も
の
の
、
極
め
て
破
損
し

て
い
ま
す
。な
お
、R44

〜R48

の
石
張

り
水
制
は
、草
木
が
繁
茂
し
て
お
り
、豊

か
な
河
川
空
間
を
創
出
し
て
い
ま
す
。

写
真
３
は
、
高
水
敷
工
事
に
よ
っ
て

埋
没
し
たR74

（24.6km
+18.1m

）
地

点
の
石
張
り
水
制
で
す
。

写
真
４
は
、
愛
西
市
三
和
町
付
近
で

の
高
水
敷
工
事
箇
所
で
、
高
水
敷
端
か
ら

わ
ず
か
に
先
端
部
だ
け
が
川
中
に
残
っ
て

い
る
石
張
り
水
制
（L18

）
で
す
。

写
真
５
は
、L18

と
同
じ
三
和
町
で

高
水
敷
に
埋
没
し
た
杭
出
し
水
制
群

（L21

〜24

）
で
す
。

写
真
６
は
、
愛
西
市
下
大
牧
町
寺
前

（
グ
ラ
イ
ダ
ー
滑
空
場
対
岸
）
の
大
き
く

川
中
に
張
り
出
し
て
い
る
石
張
り
水
制

（L49

）
で
す
が
、
高
水
敷
工
事
に
よ
り

堤
防
側
の
半
分
は
埋
没
し
て
い
ま
す
。

四
．
お
わ
り
に

明
治
改
修
時
か
ら
昭
和
に
か
け
て
設

置
・
維
持
さ
れ
て
き
た
木
曽
川
の
水
制

は
、
特
に
左
岸
側
は
平
成
の
高
水
敷
工

事
に
よ
っ
て
、多
く
が
埋
没
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
な
お
残
る
右
岸
側
の
水

制
群
は
、
豊
か
な
河
川
空
間
を
創
出
し

て
お
り
、
水
生
生
物
や
植
生
、
さ
ら
に

小
動
物
等
の
良
好
な
環
境
と
な
り
、
地

域
住
民
に
安
ら
ぎ
を
与
え
て
い
ま
す
。

木
曽
川
の
ケ
レ
ッ
プ
水
制
群
は
、
平

成
一
二
（
二
〇
〇
〇
）
年
度
の
土
木
学

会
選
奨
土
木
遺
産
に
認
定
さ
れ
、
木
曽

川
中
流
部
に
あ
る
河
跡
湖
（
ト
ン
ボ

池
）
の
聖
牛
も
平
成
二
三
（
二
〇
一

一
）
年
度
の
土
木
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま

し
た
。

■
参
考
資
料

『
木
曽
川
水
制
現
況
調
査
』　

木
曽
川
下
流
工
事
事
務
所 pp.1-439,1981

『
平
成18

年
度
既
設
水
制
資
料
整
理
報
告
書
』

河
川
財
団
名
古
屋
事
務
所

水
上
に
浮
か
べ
て
い
る
。
水
虎
が
日
本

で
は
河
童
の
イ
メ
ー
ジ
と
な
っ
た
。
津

軽
の
シ
ッ
コ
サ
マ
・
オ
シ
ッ
コ
サ
マ
。

（
四
）川
の
童
か
ら
：
関
東
・
甲
信
・

東
海
地
方
な
ど
の
カ
ワ
ッ
パ
、
九
州
・

種
子
島
・
屋
久
島
の
ガ
ラ
ッ
パ
、
長

野
・
岐
阜
・
愛
知
の
カ
ワ
ラ
ン
ベ
等
。

（
五
）他
に
、
（
四
）
以
外
の
人
の
イ

メ
ー
ジ
か
ら
の
主
な
名
前
だ
け
を
列
挙

す
る
と
、
「
川
の
子
」
か
ら
生
じ
た
島

根
・
兵
庫
・
鳥
取
・
大
分
の
カ
ワ
コ

等
、
「
川
の
小
坊
主
・
小
僧
・
小
法

師
」
か
ら
生
じ
た
静
岡
・
長
野
・
三
重

の
カ
ワ
（
ラ
）
コ
ゾ
ウ
、
三
重
の
カ
ワ

コ
ボ
シ
ヤ
・
カ
ン
コ
ロ
ボ
シ
等
、
さ
ら

に
「
川
の
太
郎
」
か
ら
生
じ
た
和
歌

山
・
近
江
・
九
州
の
カ
ワ
タ
ロ
ウ
、
岐

阜
の
カ
ワ
ヤ
ロ
ウ
等
。

ま
た
、
実
在
動
物
で
分
類
す
る
と
、

①
「
亀
・
ス
ッ
ポ
ン
」
か
ら
、
岐
阜
の

ド
チ
・
ド
チ
ガ
メ
・
ド
チ
ロ
ベ
、
②

「
川
獺
」
か
ら
、
佐
渡
・
愛
媛
の
カ
ワ

エ
ソ
、
静
岡
の
カ
ワ
ザ
ル
、
広
島
の
フ

チ
ザ
ル
、
④
鳥
か
ら
、
日
向
の
ヒ
ョ
ー

ス
ベ
等
が
あ
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
水
霊

の
イ
メ
ー
ジ
は
、

蛇
・
亀
・
川
獺
・

人
（
少
童
）
・

猿
・
鳥
と
ま
ち
ま

ち
で
あ
り
、
一
定

の
形
を
な
し
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。

石
川
2

は
、
水

霊
の
形
状
は
徐
々
に
幼
児
の
形
に
収
斂

し
て
、
小
童
の
形
を
し
た
も
の
の
呼
び

名
で
あ
る
カ
ワ
ッ
パ
・
カ
ワ
ラ
ン
ベ
等

か
ら
、
カ
ッ
パ
に
転
じ
た
と
推
測
し
、

さ
ら
に
、
河
童
が
だ
ん
だ
ん
通
用
語
に

な
る
に
つ
れ
、
そ
の
形
状
も
統
一
化
さ

れ
、
上
述
し
た
「
水
虎
」
の
形
状
を
取

る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
述
べ
て
い
ま

す
。石

上
3
は
、
水
霊
が
河
童
に
収
斂
し

た
原
因
と
し
て
、
安
定
し
た
江
戸
時
代

の
楽
し
み
と
し
て
、
文
人
・
画
家
に
よ

る
「
怪
談
会
」
の
催
し
や
絵
巻
作
成
が

一
役
買
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
河
童
の
イ
メ
ー
ジ
は
清
水
昆
や
小

島
功
ら
の
漫
画
に
よ
っ
て
可
愛
ら
し
い

イ
メ
ー
ジ
へ
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。

三
．
河
童
と
胡
瓜

河
童
は
祇
園
の
お
使
い
で
あ
り
、
河

童
の
好
物
は
胡
瓜
だ
と
言
い
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
ま
ず
は
、
京
の
祇
園
社

（
八
坂
神
社
）
と
胡
瓜
に
つ
い
て
触
れ

て
お
き
ま
す
。

京
の
祇
園
の
社
紋
は
、
胡
瓜
の
切
り

口
に
似
て
い
る
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
こ

れ
は
間
違
い
で
す
。
織
田
信
長
が
、
天

正
年
間
（
一
五
七
三
か
ら
一
五
九
一
）

に
、
京
都･

感
神
院
（
現
八
坂
神
社
）

に
寄
進
し
た
御
輿
の
紋
に
由
来
す
る
と

さ
れ
る
祗
園
の
神
紋
は
「
木
瓜
紋
」
で

あ
り
、
胡
瓜
と
は
異
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
「
木
瓜
」
は
「
き
う

り
」
と
も
読
め
る
こ
と
か
ら
、
「
木

瓜
」
が
「
胡
瓜
」
に
変
じ
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

博
多
人
は
、
祗
園
の
神
紋
が
胡
瓜
の

切
り
口
に
似
て
畏
れ
多
い
と
、
祭
り
期

間
中
は
胡
瓜
を
口
に
せ
ず
、
サ
ラ
ダ
に

入
っ
て
い
て
も
摘
み
出
す
と
、
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
と
似
た
話
は
、
海
津

市
平
田
町
土
倉
に
も
あ
り
ま
す
。
揖
斐

川
堤
防
沿
い
に
あ

る
氏
神
須
賀
神
社

の
定
紋
が
胡
瓜
の

切
り
口
に
酷
似
し

て
い
る
た
め
、
土

倉
の
人
々
は
胡
瓜

を
絶
対
に
口
に
し
な
か
っ
た
の
で
す
。

河
童
と
胡
瓜
の
関
係
に
つ
い
て
、
中

村
4
は
、
「
享
保
元
（
一
七
一
六
）
年

刊
の
書
籍
に
、
河
童
が
『
瓜
・
茄
を
盗

る
』
と
い
う
記
述
が
最
初
に
見
ら
れ
る

が
「
胡
瓜
」
は
記
述
さ
れ
て
お
ら
ず
、

一
七
七
〇
年
代
に
な
っ
て
『
胡
瓜
や
甜

瓜
を
盗
み
』
と
初
め
て
「
胡
瓜
」
が
記

さ
れ
て
い
る
。
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
河
童
が
胡
瓜
を
好
き
だ
と

明
記
し
た
の
は
、
享
和
三
（
一
八
〇

三
）
年
刊
辺
り
の
書
籍
が
古
い
ほ
う
で

あ
ろ
う
、
と
結
論
づ
け
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
一
八
世
紀
末
ご
ろ
か
ら
、

河
童
と
胡
瓜
の
関
係
が
出
来
上
が
っ
た

よ
う
で
す
。

四
．
河
童
伝
説
の
分
布

図
は
、
岐
阜
県
一
五
〇
冊
，
愛
知
県

一
七
冊
，
長
野
県
・
三
重
県
各
四
冊
、

東
海
地
方
二
冊
の
計
一
七
七
冊
の
昔
話

に
関
す
る
本
か
ら
取
り
上
げ
た
河
童
伝

説
の
分
布
で
す
。

選
定
し
た
九
〇
話
の
河
童
伝
説
を
、

お
礼
（
四
三
話
）
、
引
込
み
（
二
二

話
）
、
そ
の
他
（
二
五
話
）
等
に
ジ
ャ

ン
ル
分
け
を
行
い
、
さ
ら
に
お
礼
の
内

容
を
、
薬
・
治
療
（
一
五
話
）
、
魚

（
一
六
話
）
、
証
文
（
四
話
）
、
椀

（
二
話
）
、
田
植
え
の
手
伝
い
な
ど
そ

の
他
四
項
目
を
そ
の
他
（
七
話
）
と
し

ま
し
た
。

な
お
、
引
き
込
み
（
人
や
家
畜
一
三

話
）
と
そ
の
他
（
住
処
九
話
、
悪
ふ
ざ

け
一
一
話
等
）
も
内
容
の
違
い
を
各
印

の
色
で
区
別
し
ま
し
た
。

本
編
で
は
、
木
曽
三
川
流
域
で
多
く

伝
わ
っ
て
い
る
、
助
け
ら
れ
た
お
礼
に

薬
や
治
療
法
を
伝
授
し
た
河
童
に
つ
い

て
概
観
し
ま
す
。

五
．
河
童
か
ら
伝
授
さ
れ
た
治
療
法

「
わ
る
さ
」
に
失
敗
し
た
河
童
は
、

た
い
て
い
片
腕
を
切
り
取
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
で
河
童
は
、
片
腕
を
返
し
て

も
ら
う
礼
に
、
切
ら
れ
た
腕
を
元
通
り

に
つ
な
ぐ
秘
術
・
秘
法
あ
る
い
は
骨
接

ぎ
以
外
に
金
創
（
刀
・
槍
・
鎌
な
ど
で

の
怪
我
）
の
薬
、
軟
膏
な
ど
の
医
薬
の

製
法
が
伝
授
さ
れ
て
い
ま
す
。

実
在
の
人
物
が
、
河
童
に
骨
接
ぎ
の

秘
法
を
習
っ
た
と
伝
わ
る
話
も
残
さ
れ

て
い
ま
す
。

織
豊
時
代
の
鷹
取
秀
次
を
実
質
上
の

始
祖
と
す
る
鷹
取
家
は
、
金
創
治
療
の

名
門
で
す
。
延
宝
八
（
一
六
六
〇
）
年

項
の
書
物
は
、
「
筑
前
医
師
鷹
取
養
巴

（
一
七
世
紀
後
半
の
人
物
）
が
切
断

た
。
」
と
書
い
て
お
り
、
こ
の
内
容
が

「
厠
で
奥
方
の
尻
を
撫
で
て
腕
を
切
ら

れ
た
河
童
が
、
腕
を
返
し
て
も
ら
っ
た

礼
に
、
鷹
取
運
松
庵
（
養
巴
は
世
襲

名
）
に
骨
接
ぎ
の
法
を
伝
授
し
た
。
」

と
伝
説
と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
厠

で
女
性
の
尻
を
撫
で
て
捕
ま
っ
た
河
童

は
、
塩
入
5
に
よ
る
と
、
新
潟
県
か
ら

九
州
福
岡
県
に
至
る
日
本
海
側
に
偏
っ

て
お
よ
そ
一
五
話
あ
り
、
特
に
新
潟
県

に
四
話
、
長
野
県
に
五
話
が
集
中
し
て

い
ま
す
。

天
竜
川
で
よ
く
知
ら
れ
た
河
童
の
妙

薬
6
は
、
川
奉
行
三
代
目
の
中
村
道
民

（
新
六
）
に
伝
え
ら
れ
た
痛
風
の
薬

（
商
品
名
「
加
減
湯
」
）
で
す
。
近

年
、
昭
和
初
期
ま
で
製
造
・
販
売
さ
れ

て
い
た
「
加
減
湯
」
の
実
物
が
中
村
家

で
見
つ
か
り
ま
し
た
。
薬
は
薬
草
成
分

を
浸
み
込
ま
せ
た
キ
ハ
ダ
の
枝
を
切
り

刻
み
、
日
本
酒
で
煎
じ
て
痛
風
の
患
部

に
塗
っ
た
り
飲
ん
だ
り
し
た
よ
う
で
す

が
、
薬
の
製
法
は
門
外
不
出
と
な
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
河
童
の
妙
薬
ア
イ
ス
（
阿
伊

寿
）
は
各
地
で
使
用
さ
れ
て
い
ま
し

た
。例

え
ば
、新
潟
県
内
の
妙
薬
ア
イ
ス
7

は
、
無
名
異
（
酸
化
鉄
を
含
有
す
る
赤

土
）
、
黄
檗
（
キ
ハ
ダ
の
樹
皮
）
、
揚

梅
皮
（
ヤ
マ
モ
モ
の
樹
皮
）
等
で
、
こ

れ
を
酢
と
水
を
調
合
し
て
使
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

猫
山
宮
尾
病
院
（
新
潟
市
中
央
区
）

で
は
、
近
年
ま
で
河
童
か
ら
伝
授
さ
れ

た
「
猫
山
あ
い
す
」
の
湿
布
薬
が
処
方

さ
れ
て
お
り
、
深
緑
色
の
粉
末
を
水
や

酢
で
溶
い
て
耳
た
ぶ
ぐ
ら
い
の
硬
さ
に

な
る
ま
で
練
っ
た
後
、
和
紙
に
の
ば
し

て
患
部
に
張
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
揖
斐
川
町
徳
山
本
郷
の
万

能
薬
ア
イ
ス
は
、
ア
カ
ザ
（
雑
草
）
・

鹿
の
角
・
ネ
ム
の
皮
（
合
歓
皮
）
・
一

六
サ
サ
ゲ
・
葛
の
粉
を
混
ぜ
て
製
造
さ

れ
て
お
り
、
郡
上
市
明
宝
で
は
秘
伝
の

七
種
の
草
に
い
わ
ゆ
る
百
草
を
加
え
て

炭
状
に
煮
詰
め
、
こ
の
粉
末
に
鹿
の
骨

の
粉
と
河
童
か
ら
貰
っ
た
金
の
玉
を

削
っ
た
粉
を
入
れ
て
作
る
ア
イ
ス
と
苦

楝
皮
（
セ
ン
ダ
ン
の
樹
皮
）
、
海
人
草

（
海
藻
）
、
甘
草
等
を
調
合
し
た
喘
息

湯
が
伝
授
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
郡
上
市
に
は
骨
接
ぎ
秘
薬
も
伝

え
ら
れ
て
お
り
、
八
幡
町
で
は
ア
イ
ス

草
と
巻
貝
の
蜷
を
調
合
し
て
腕
の
接
合

に
用
い
、
大
和
町
で
は
蜷
の
身
を
切
れ

た
腕
に
付
け
て
接
合
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
神
岡
町
の
河
童
は
、
南
天

の
木
と
み
こ
し
花
（
ゲ
ン
ノ
シ
ョ
ウ

コ
）
や
オ
オ
バ
コ
の
根
を
混
ぜ
て
飲

む
風
邪
薬
（
河
童
丸
）
が
作
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

六
．
お
わ
り
に

『
遠
野
物
語
』
に
よ
っ
て
、
河
童
は

岩
手
県
遠
野
市
が
有
名
で
す
が
、
岐
阜

県
と
木
曽
三
川
流
域
内
の
河
童
伝
説
は

九
〇
話
あ
り
、
今
回
調
査
不
足
で
あ
る

木
曽
川
上
流
域
（
長
野
県
側
）
を
加
え

る
と
、
木
曽
三
川
流
域
の
河
童
伝
説
は

軽
く
一
〇
〇
話
を
超
え
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

本
編
で
は
、
個
々
の
河
童
伝
説
に
触

れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
木
曽
三
川
流
域
に

残
る
河
童
伝
説
を
多
く
の
人
々
に
知
っ

て
い
た
だ
き
、
川
へ
の
畏
敬
と
愛
着
を

持
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
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図4　調査区間における透過・不透過水制の位置
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研
究
資
料

木
曽
川
右
岸
側
の
水
制
群
は
見
事
な

ワ
ン
ド
を
形
成
し
、
豊
か
な
河
川
空
間

を
創
出
し
て
い
ま
す
。

本
編
で
は
、
明
治
改
修
時
に
木
曽
川

に
設
置
さ
れ
た
水
制
の
統
計
的
な
特
徴

と
、
現
存
す
る
水
制
に
つ
い
て
述
べ
て

い
き
ま
す
。

一
．
水
制
の
統
計
的
特
徴

木
曽
川
下
流
河
川
事
務
所
が
昭
和
五

六
（
一
九
八
一
）
年
度
に
行
っ
た
「
木

曽
川
下
流
部
の
水
制
の
現
状
調
査
（
以

降
『
Ｓ
56
調
査
』
と
記
す
）
」
に
基

づ
い
て
、
木
曽
川
下
流
部
の
水
制
の

統
計
的
特
徴
に
つ
い
て
触
れ
て
い
き

ま
す
。

（一） 

水
制
の
調
査
区
間

水
制
調
査
を
行
っ
た
区
間
は
、
祖

父
江
町
馬
飼
大
橋
下
流
一
㎞
か
ら
東

名
阪
木
曽
川
橋
（
河
川
距
離
一
〇
㎞

〜
二
五
㎞
地
点
間
）
ま
で
の
一
五
㎞

区
間
で
す
（
図
１
に
調
査
区
間
の
概
略

図
を
示
す
）
。

こ
の
調
査
を
行
っ
た
区
間
は
、
明
治

改
修
工
事
が
行
わ
れ
た
中
心
的
な
場
所

で
、
改
修
工
事
で
作
り
出
さ
れ
た
新
河

道
は
、
自
然
豊
か
な
河
川
景
観
を
創
出

し
、
多
く
の
人
々
に
憩
い
の
空
間
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

（
二
） 

水
制
の
工
種

表
１
と
図
２
は
、
『
Ｓ
56
調
査
』
に

よ
る
右
・
左
岸
の
透
過
・
不
透
過
水
制

の
基
数
と
工
種
で
す
。
右
岸
側
の
不
透

過
水
制
は
左
岸
側
の
一
．
五
倍
で
、
逆

に
右
岸
側
の
透
過
水
制
は
左
岸
側
の
半

分
と
な
っ
て
い
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
木
曽
川
の
右
岸
と
左

岸
で
は
、
透
過
と
不
透
過
水
制
の
設

置
本
数
と
工
種
が
大
き
く
異
な
っ
て

い
ま
し
た
。

二
．
木
曽
川
の
ケ
レ
ッ
プ
水
制

明
治
改
修
の
全
貌
を
統
一
的
に
整
理

し
た
資
料
は
無
く
、
明
治
三
三
（
一
九

〇
〇
）
年
に
行
わ
れ
た
『
三
川
分
流
成

功
式
』
以
後
の
維
持
工
事
を
含
め
て
数

冊
の
資
料
が
存
在
し
ま
す
が
、
こ
れ
ら

に
記
載
さ
れ
て
い
る
竣
工
数
量
に
は
微

妙
な
差
異
が
あ
り
ま
す
。

（一） 

水
制
施
工
数
量
の
差
異

表
２
は
、
明
治
一
九
（
一
八
八
六
）

年
の
明
治
改
修
計
画
平
面
図
（
以
降

『
平
面
図
』
と
記
す
）
と
大
正
二
（
一

九
一
三
）
年
の
木
曽
長
良
揖
斐
三
川
改

修
竣
工
図
（
以
降
『
竣
工
図
』
と
記

す
）
に
よ
る
計
測
結
果
、
及
び
大
正
八

（
一
九
一
九
）
年
刊
行
の
「
木
曽
川
改

修
工
事
」
、
明
治
四
四
（
一
九
一
一
）

年
の
「
木
曽
川
改
修
工
事
概
要
」
、
平

成
七
（
一
九
九
五
）
年
の
「
木
曽
三
川

治
水
百
年
」
の
記
載
値
で
す
。
同
表
よ

り
、
各
資
料
に
よ
っ
て
設
置
数
と
延
長

に
差
異
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
近
年
の
刊
行
物
は
、
そ
の
時

点
の
作
成
者
の
判
断
に
よ
っ
て
出
典
が

相
違
し
て
い
る
た
め
、
複
数
の
水
制
数

が
公
表
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

よ
っ
て
、
本
稿
で
は
最
新
年
調
査
で

あ
る
平
成
一
八
（
二
〇
〇
六
）
年
度
の

水
制
調
査
（
以
降
『
Ｈ
18
報
告
書
』
と

記
す
）
に
基
づ
き
、
木
曽
川
の
水
制
の

設
置
数
や
総
延
長
に
つ
い
て
述
べ
て
い

き
ま
す
。

（
二
） 

木
曽
川
水
制
群
の
現
況
整
理

表
３
よ
り
、
木
曽
川
一
〇
㎞
〜
二

五
㎞
区
間
に
設
置
さ
れ
た
二
五
八
基

の
水
制
の
内
、
一
〇
五
基
が
現
存
し

て
お
り
、
全
体
で
約
五
八
％
が
埋
没

ま
た
は
消
失
し
て
い
ま
す
。
特
に
左

岸
側
に
お
い
て
は
、
高
水
敷
工
事
等

に
よ
っ
て
約
八
四
％
が
埋
没
ま
た
は

消
失
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
対

し
て
、
右
岸
側

は
約
七
六
％
が

何
ら
か
の
形
で

現
存
し
て
い
ま

す
。ケ

レ
ッ
プ
水

制
は
、
設
置
さ

れ
た
七
九
基
の

内
、
五
四
基
が
現
存
し
て
い
ま
す
。

但
し
、
右
岸
二
五
㎞
付
近
で
は
、
樹

木
を
伐
採
す
れ
ば
三
基
程
度
の
残
存

が
確
認
で
き
ま
す
。

な
お
、
ケ
レ
ッ
プ
水
制
に
杭
が
打

ち
込
ま
れ
た
「
ケ
レ
ッ
プ
水
制
＋
杭

出
」
の
合
成
水
制
が
八
基
現
存
し
ま

す
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
杭
に
よ
る

杭
出
水
制
の
施
工
が
大
正
六
（
一
九

一
七
）
年
度
に
見
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
合
成
水
制
は
低
下
し
た
ケ
レ
ッ

プ
水
制
の
機
能
維
持
の
た
め
に
杭
出

水
制
を
上
置
し
た
も
の
で
あ
り
、
維

持
工
事
に
よ
っ
て
大
正
時
代
に
施
工

さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

杭
出
水
制
は
一
二
四
基
設
置
さ

れ
、
四
二
基
が
現
存
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
ケ
レ
ッ
プ
水
制
の
間
に
設

置
さ
れ
た
水
制
で
、
大
正
時
代
か
ら

施
工
が
開
始
さ
れ
た
よ
う
で
す
が
、

ほ
と
ん
ど
は
昭
和
期
の
戦
後
に
設
置

さ
れ
た
水
制
で
す
。

そ
の
他
の
水
制
と
し
て
「
木
尺
木

牛
水
制
」
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
杭
柵
水

制
」
な
ど
が
五
五
基
設
置
さ
れ
ま
し

た
が
、
現
存
し
て
い
る
も
の
は
、
僅

か
九
基
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
三
） 

水
制
設
置
の

　
　 

計
画
と
施
工
に
お
け
る
差
異

表
４
は
、
『
平
面
図
』
と
『
竣
工

図
』
よ
り
、
水
制
設
置
数
等
を
纏
め

た
も
の
で
す
。
『
平
面
図
』
か
ら
得

ら
れ
た
水
制
数
は
、
合
計
三
九
七
基

（
河
口
部
の
並
行
水
制
は
頭
部
と
し

て
計
測
し
た
た
め
基
数
に
算
定
し
て

い
な
い
）
で
す
。

こ
れ
に
対
し
て
、
『
竣
功
図
』
か
ら

得
ら
れ
た
水
制
数
は
合
計
四
〇
二
基

で
、
そ
の
差
は
僅
か
に
五
基
で
す
が
、

細
部
に
注
目
し
て
み
る
と
計
画
と
施
工

に
は
か
な
り
の
差
が
あ
る
こ
と
が
認
め

ら
れ
ま
す
。

つ
ま
り
表
４
よ
り
、
木
曽
川
三
区
、

長
良
川
二
区
・
四
区
で
は
そ
の
差
が
顕

著
で
す
。
木
曽
三
川
全
体
で
は
、
計
画

水
制
の
内
四
九
基
が
何
ら
か
の
理
由
で

施
工
さ
れ
ず
、
ま
た
、
五
四
基
が
計
画

外
の
位
置
に
施
工
さ
れ
て
い
ま
す
。
な

お
、
図
３
は
木
曽
三
川
の
各
施
工
区
間

で
す
。

（
四
） 

明
治
三
三
年
を
境
と
し
た
水
制
工

明
治
改
修
時
の
水
制
工
は
、
木
曽
三

川
が
ほ
ぼ
分
離
さ
れ
て
明
治
三
三
（
一

九
〇
〇
）
年
に
行
わ
れ
た
『
三
川
分
流

成
功
式
』
以
前
の
「
改
修
工
事
と
し
て

設
置
さ
れ
た
水
制
」
と
分
流
式
以
後
の

「
維
持
工
事
と
し
て
設
置
さ
れ
た
水

制
」
と
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

①
明
治
改
修
の
四
期
の
施
工
に
つ
い
て

明
治
改
修
工
事
の
施
工
は
、
従
来
は

第
一
期
〜
第
四
期
に
分
け
て
実
施
さ
れ

た
よ
う
に
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
工

事
計
画
上
、
四
期
に
分
割
さ
れ
て
い
た

の
で
は
な
く
、
「
改
修
工
事
完
成
後
に

お
い
て
、
工
事
状
況
の
説
明
に
際
し
て

便
宜
上
四
期
に
分
割
し
て
説
明
」
し
た

も
の
で
す
。

②
水
制
の
種
類
の
変
遷

水
制
の
種
類
は
、
表
５
に
示
す
通

り
、
明
治
期
の
「
ケ
レ
ッ
プ
水
制
」
か

ら
昭
和
期
の
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
杭
出
水

制
」
へ
と
変
遷
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
水
制
の
種
類
の
変
遷
は
、

施
工
を
必
要
と
す
る
場
所
の
水
理
特
性

と
経
済
性
が
反
映
し
て
い
る
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

「
河
童
伝
説
」（
水
に
ま
つ
わ
る
民
話
か
ら
）

木
曽
三
川　

歴
史
・
文
化
の
調
査
研

究
資
料
（
Ｋ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
）
は
、
平
成
三

（
一
九
九
一
）
年
に
創
刊
さ
れ
、
毎
年

四
回
発
行
し
、
平
成
二
八
（
二
〇
一

六
）
年
秋
号
で
第
一
〇
〇
号
を
迎
え
ま

す
。
こ
の
間
、
木
曽
三
川
流
域
全
域
の

川
に
係
る
記
事
を
取
り
上
げ
、
各
方
面

か
ら
絶
賛
を
得
て
い
ま
す
。
中
で
も
、

巻
末
の
「
水
に
か
か
わ
る
民
話
」
は
、

木
曽
三
川
流
域
で
昔
か
ら
語
り
継
が
れ

る
水
や
川
で
の
民
話
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。Ｋ

Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
第
一
〇
〇
号
を
記
念

し
、
こ
の
「
水
に
ま
つ
わ
る
民
話
」
を

整
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
気

候
・
地
理
・
地
形
さ
ら
に
自
然
災
害
生

起
な
ど
の
特
性
を
知
る
こ
と
が
可
能
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

本
号
で
は
、
特
に
分
布
が
広
く
、
水

を
生
業
と
す
る

人
々
が
祀
っ
て

い
る
「
河
童
伝

説
」
を
取
り
上

げ
ま
し
た
。

一
．
は
じ
め
に

河
童
は
沼
や
湖
、
川
を
住
処
と
す
る

代
表
的
な
妖
怪
と
し
て
知
ら
れ
、
そ
の

伝
説
や
伝
承
は
、
ほ
ぼ
全
国
に
み
ら
れ

ま
す
。

昔
は
、
河
童
と
人
と
は
緊
密
な
関
わ

り
を
持
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
例
え

ば
、
伊
万
里
市
の
造
り
酒
屋
さ
ん
で

は
、
河
伯
と
し
て
河
童
の
ミ
イ
ラ
を

祀
っ
て
お
り
、
大
垣
市
の
麩
屋
を
営
む

民
家
は
享
保
二
（
一
七
一
七
）
年
作
と

記
さ
れ
た
河
童
の
神
様
を
祀
っ
て
い
ま

す
。本

編
は
、
河
童
の
由
来
や
姿
に
つ
い

て
述
べ
た
後
、
木
曽
三
川
流
域
で
主
に

岐
阜
県
を
中
心
と
し
た
河
童
伝
説
を
取

り
ま
と
め
ま
し
た
。

二
．
河
童
の
由
来
と
姿

河
童
の
由
来
説
は
、
渡
来
説
と
人
形

化
生
説
の
二
種
類
が
あ
り
ま
す 

。

渡
来
説
と
し
て
は
、
熊
本
県
八
代
市

の
球
磨
川
河
口
の
「
河
童
渡
来
の
碑
」

に
よ
る
と
、
仁
徳
天
皇
時
代
（
三
一
三

か
ら
三
九
九
）
に
中
国
か
ら
九
千
匹
の

河
童
が
揚
子
江
（
長
江
）
を
下
り
、
黄

海
を
経
て
八
代
に
上
陸
し
た
と
あ
り
ま

す
。人

形
化
生
説
は
、
熊
本
の
天
草
島
，

青
森
の
八
戸
で
伝
承
さ
れ
て
お
り
、
河

川
工
事
が
期
限
内
の
完
成
を
危
ぶ
ん

で
、
甚
五
郎
が
藁
人
形
に
命
を
吹
き
込

み
よ
う
や
く
竣
工
し
た
と
い
う
話
で

す
。
壊
さ
れ
て
川
に
投
げ
入
れ
ら
れ
た

藁
人
形
は
、
「
こ
れ
か
ら
は
何
を
食
え

ば
よ
い
か
。
」
と
甚
五
郎
に
尋
ね
る
の

で
、
「
人
の
尻
で
も
喰
ら
え
。
」
と
答

え
た
の
で
、
藁
人
形
は
河
童
に
化
け
て

肛
門
に
あ
る
と
想
像
さ
れ
た
尻
子
玉
を

狙
っ
た
と
云
わ
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
河
童
の
原
型
と
な
っ
た

水
霊
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
、
大
野
1

の
分
類
か
ら
見
て
お
き
ま
す
。

（一）虬（
蛟
竜
）：
古
代
は
「
み
つ
ち
」

（
「
み
」
は
水
、
「
つ
」
は
格
助
詞
、

「
ち
」
は
霊
）
で
、
水
霊
・
水
神
の

意
。
水
中
に
棲
み
、
蛇
に
似
た
形
を

し
、
角
・
四
肢
を
も
ち
、
毒
気
を
吐
い

て
人
を
害
す
る
と
い
う
想
像
上
の
動

物
。
青
森
の
メ
ド
チ
・
メ
ド
ツ
、
岩
手

の
メ
ッ
ト
ウ
チ
、
能
登
・
加
賀
の
ミ
ズ

シ
。

（
二
）水
神
：
佐
渡
の
シ
イ
ジ
ン
、
長
野

の
セ
イ
ジ
ン
、
新
潟
の
ス
ジ
ン
コ
、
鹿

児
島
の
ス
ジ
ン
ド
ン
・
ミ
ズ
シ
ン
・

ミ
ッ
ツ
ド
ン
。

（
三
）水
虎
：
中
国
の
水
虎
は
、
三
か

ら
四
歳
の
児
童
の
よ
う
で
脛
が
長
く
、

総
身
鱗
甲
に
覆
わ
れ
、
普
段
は
水
中
に

潜
り
、
虎
の
頭
部
に
似
た
膝
頭
だ
け
を

「河童渡来の碑」
提供：熊本県八代市役所観光振興課

三
．
現
存
す
る
ケ
レ
ッ
プ
水
制

図
４
は
、
『
Ｓ
56
調
査
』
で
存
在
し

て
い
た
透
過
・
不
透
過
水
制
が
、
『
Ｈ

18
報
告
書
』
時
点
ま
で
に
、
埋
没
（
茶

色
）
と
高
水
敷
化
（
緑
色
）
で
消
失
し

た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
図

中
に
右
岸
は
Ｒ
、
左
岸
は
Ｌ
で
、
透
過

水
制
は
破
線
、
不
透
過
水
制
は
実
線
で

各
水
制
番
号
を
記
し
て
い
ま
す
。

左
岸
側
の
各
種
水
制
の
ほ
と
ん
ど

は
、
平
成
六
（
一
九
九
四
）
年
の
高
水

敷
工
事
（
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
工
法
，
以
降

『
高
水
敷
工
事
』
と
記
す
）
に
よ
っ
て

埋
没
し
ま
し
た
。
右
岸
側
で
は
ま
だ
多

数
の
水
制
が
残
存
し
て
お
り
、
こ
れ
ら

の
水
制
は
、
明
治
以
降
の
河
川
工
事
の

履
歴
を
記
録
す
る
貴
重
な
資
料
と
言
え

ま
す
。

左
岸
側
の
水
制
は
、L1

（10km
+

21.0m

）
（
写
真
１
）
の
棚
水
制
（
東

名
阪
の
木
曽
川
橋
上
流
）
を
除
い
て
前

述
の
高
水
敷
工
事
に
よ
り
埋
没
し
て
い

ま
す
。

写
真
２
は
、
堆
砂
が
顕
著
に
見
ら
れ

るR45

（20.6km
+12.9m

）
地
点
の
石

張
り
水
制
で
あ
り
、
先
端
部
に
一
部
が

残
っ
て
い
る
も
の
の
、
極
め
て
破
損
し

て
い
ま
す
。な
お
、R44

〜R48

の
石
張

り
水
制
は
、草
木
が
繁
茂
し
て
お
り
、豊

か
な
河
川
空
間
を
創
出
し
て
い
ま
す
。

写
真
３
は
、
高
水
敷
工
事
に
よ
っ
て

埋
没
し
たR74

（24.6km
+18.1m

）
地

点
の
石
張
り
水
制
で
す
。

写
真
４
は
、
愛
西
市
三
和
町
付
近
で

の
高
水
敷
工
事
箇
所
で
、
高
水
敷
端
か
ら

わ
ず
か
に
先
端
部
だ
け
が
川
中
に
残
っ
て

い
る
石
張
り
水
制
（L18

）
で
す
。

写
真
５
は
、L18

と
同
じ
三
和
町
で

高
水
敷
に
埋
没
し
た
杭
出
し
水
制
群

（L21

〜24

）
で
す
。

写
真
６
は
、
愛
西
市
下
大
牧
町
寺
前

（
グ
ラ
イ
ダ
ー
滑
空
場
対
岸
）
の
大
き
く

川
中
に
張
り
出
し
て
い
る
石
張
り
水
制

（L49

）
で
す
が
、
高
水
敷
工
事
に
よ
り

堤
防
側
の
半
分
は
埋
没
し
て
い
ま
す
。

四
．
お
わ
り
に

明
治
改
修
時
か
ら
昭
和
に
か
け
て
設

置
・
維
持
さ
れ
て
き
た
木
曽
川
の
水
制

は
、
特
に
左
岸
側
は
平
成
の
高
水
敷
工

事
に
よ
っ
て
、多
く
が
埋
没
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
な
お
残
る
右
岸
側
の
水

制
群
は
、
豊
か
な
河
川
空
間
を
創
出
し

て
お
り
、
水
生
生
物
や
植
生
、
さ
ら
に

小
動
物
等
の
良
好
な
環
境
と
な
り
、
地

域
住
民
に
安
ら
ぎ
を
与
え
て
い
ま
す
。

木
曽
川
の
ケ
レ
ッ
プ
水
制
群
は
、
平

成
一
二
（
二
〇
〇
〇
）
年
度
の
土
木
学

会
選
奨
土
木
遺
産
に
認
定
さ
れ
、
木
曽

川
中
流
部
に
あ
る
河
跡
湖
（
ト
ン
ボ

池
）
の
聖
牛
も
平
成
二
三
（
二
〇
一

一
）
年
度
の
土
木
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま

し
た
。

■
参
考
資
料

『
木
曽
川
水
制
現
況
調
査
』　

木
曽
川
下
流
工
事
事
務
所 pp.1-439,1981

『
平
成18

年
度
既
設
水
制
資
料
整
理
報
告
書
』

河
川
財
団
名
古
屋
事
務
所

水
上
に
浮
か
べ
て
い
る
。
水
虎
が
日
本

で
は
河
童
の
イ
メ
ー
ジ
と
な
っ
た
。
津

軽
の
シ
ッ
コ
サ
マ
・
オ
シ
ッ
コ
サ
マ
。

（
四
）川
の
童
か
ら
：
関
東
・
甲
信
・

東
海
地
方
な
ど
の
カ
ワ
ッ
パ
、
九
州
・

種
子
島
・
屋
久
島
の
ガ
ラ
ッ
パ
、
長

野
・
岐
阜
・
愛
知
の
カ
ワ
ラ
ン
ベ
等
。

（
五
）他
に
、
（
四
）
以
外
の
人
の
イ

メ
ー
ジ
か
ら
の
主
な
名
前
だ
け
を
列
挙

す
る
と
、
「
川
の
子
」
か
ら
生
じ
た
島

根
・
兵
庫
・
鳥
取
・
大
分
の
カ
ワ
コ

等
、
「
川
の
小
坊
主
・
小
僧
・
小
法

師
」
か
ら
生
じ
た
静
岡
・
長
野
・
三
重

の
カ
ワ
（
ラ
）
コ
ゾ
ウ
、
三
重
の
カ
ワ

コ
ボ
シ
ヤ
・
カ
ン
コ
ロ
ボ
シ
等
、
さ
ら

に
「
川
の
太
郎
」
か
ら
生
じ
た
和
歌

山
・
近
江
・
九
州
の
カ
ワ
タ
ロ
ウ
、
岐

阜
の
カ
ワ
ヤ
ロ
ウ
等
。

ま
た
、
実
在
動
物
で
分
類
す
る
と
、

①
「
亀
・
ス
ッ
ポ
ン
」
か
ら
、
岐
阜
の

ド
チ
・
ド
チ
ガ
メ
・
ド
チ
ロ
ベ
、
②

「
川
獺
」
か
ら
、
佐
渡
・
愛
媛
の
カ
ワ

エ
ソ
、
静
岡
の
カ
ワ
ザ
ル
、
広
島
の
フ

チ
ザ
ル
、
④
鳥
か
ら
、
日
向
の
ヒ
ョ
ー

ス
ベ
等
が
あ
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
水
霊

の
イ
メ
ー
ジ
は
、

蛇
・
亀
・
川
獺
・

人
（
少
童
）
・

猿
・
鳥
と
ま
ち
ま

ち
で
あ
り
、
一
定

の
形
を
な
し
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。

石
川
2

は
、
水

霊
の
形
状
は
徐
々
に
幼
児
の
形
に
収
斂

し
て
、
小
童
の
形
を
し
た
も
の
の
呼
び

名
で
あ
る
カ
ワ
ッ
パ
・
カ
ワ
ラ
ン
ベ
等

か
ら
、
カ
ッ
パ
に
転
じ
た
と
推
測
し
、

さ
ら
に
、
河
童
が
だ
ん
だ
ん
通
用
語
に

な
る
に
つ
れ
、
そ
の
形
状
も
統
一
化
さ

れ
、
上
述
し
た
「
水
虎
」
の
形
状
を
取

る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
述
べ
て
い
ま

す
。石

上
3
は
、
水
霊
が
河
童
に
収
斂
し

た
原
因
と
し
て
、
安
定
し
た
江
戸
時
代

の
楽
し
み
と
し
て
、
文
人
・
画
家
に
よ

る
「
怪
談
会
」
の
催
し
や
絵
巻
作
成
が

一
役
買
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
河
童
の
イ
メ
ー
ジ
は
清
水
昆
や
小

島
功
ら
の
漫
画
に
よ
っ
て
可
愛
ら
し
い

イ
メ
ー
ジ
へ
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。

三
．
河
童
と
胡
瓜

河
童
は
祇
園
の
お
使
い
で
あ
り
、
河

童
の
好
物
は
胡
瓜
だ
と
言
い
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
ま
ず
は
、
京
の
祇
園
社

（
八
坂
神
社
）
と
胡
瓜
に
つ
い
て
触
れ

て
お
き
ま
す
。

京
の
祇
園
の
社
紋
は
、
胡
瓜
の
切
り

口
に
似
て
い
る
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
こ

れ
は
間
違
い
で
す
。
織
田
信
長
が
、
天

正
年
間
（
一
五
七
三
か
ら
一
五
九
一
）

に
、
京
都･

感
神
院
（
現
八
坂
神
社
）

に
寄
進
し
た
御
輿
の
紋
に
由
来
す
る
と

さ
れ
る
祗
園
の
神
紋
は
「
木
瓜
紋
」
で

あ
り
、
胡
瓜
と
は
異
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
「
木
瓜
」
は
「
き
う

り
」
と
も
読
め
る
こ
と
か
ら
、
「
木

瓜
」
が
「
胡
瓜
」
に
変
じ
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

博
多
人
は
、
祗
園
の
神
紋
が
胡
瓜
の

切
り
口
に
似
て
畏
れ
多
い
と
、
祭
り
期

間
中
は
胡
瓜
を
口
に
せ
ず
、
サ
ラ
ダ
に

入
っ
て
い
て
も
摘
み
出
す
と
、
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
と
似
た
話
は
、
海
津

市
平
田
町
土
倉
に
も
あ
り
ま
す
。
揖
斐

川
堤
防
沿
い
に
あ

る
氏
神
須
賀
神
社

の
定
紋
が
胡
瓜
の

切
り
口
に
酷
似
し

て
い
る
た
め
、
土

倉
の
人
々
は
胡
瓜

を
絶
対
に
口
に
し
な
か
っ
た
の
で
す
。

河
童
と
胡
瓜
の
関
係
に
つ
い
て
、
中

村
4
は
、
「
享
保
元
（
一
七
一
六
）
年

刊
の
書
籍
に
、
河
童
が
『
瓜
・
茄
を
盗

る
』
と
い
う
記
述
が
最
初
に
見
ら
れ
る

が
「
胡
瓜
」
は
記
述
さ
れ
て
お
ら
ず
、

一
七
七
〇
年
代
に
な
っ
て
『
胡
瓜
や
甜

瓜
を
盗
み
』
と
初
め
て
「
胡
瓜
」
が
記

さ
れ
て
い
る
。
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
河
童
が
胡
瓜
を
好
き
だ
と

明
記
し
た
の
は
、
享
和
三
（
一
八
〇

三
）
年
刊
辺
り
の
書
籍
が
古
い
ほ
う
で

あ
ろ
う
、
と
結
論
づ
け
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
一
八
世
紀
末
ご
ろ
か
ら
、

河
童
と
胡
瓜
の
関
係
が
出
来
上
が
っ
た

よ
う
で
す
。

四
．
河
童
伝
説
の
分
布

図
は
、
岐
阜
県
一
五
〇
冊
，
愛
知
県

一
七
冊
，
長
野
県
・
三
重
県
各
四
冊
、

東
海
地
方
二
冊
の
計
一
七
七
冊
の
昔
話

に
関
す
る
本
か
ら
取
り
上
げ
た
河
童
伝

説
の
分
布
で
す
。

選
定
し
た
九
〇
話
の
河
童
伝
説
を
、

お
礼
（
四
三
話
）
、
引
込
み
（
二
二

話
）
、
そ
の
他
（
二
五
話
）
等
に
ジ
ャ

ン
ル
分
け
を
行
い
、
さ
ら
に
お
礼
の
内

容
を
、
薬
・
治
療
（
一
五
話
）
、
魚

（
一
六
話
）
、
証
文
（
四
話
）
、
椀

（
二
話
）
、
田
植
え
の
手
伝
い
な
ど
そ

の
他
四
項
目
を
そ
の
他
（
七
話
）
と
し

ま
し
た
。

な
お
、
引
き
込
み
（
人
や
家
畜
一
三

話
）
と
そ
の
他
（
住
処
九
話
、
悪
ふ
ざ

け
一
一
話
等
）
も
内
容
の
違
い
を
各
印

の
色
で
区
別
し
ま
し
た
。

本
編
で
は
、
木
曽
三
川
流
域
で
多
く

伝
わ
っ
て
い
る
、
助
け
ら
れ
た
お
礼
に

薬
や
治
療
法
を
伝
授
し
た
河
童
に
つ
い

て
概
観
し
ま
す
。

五
．
河
童
か
ら
伝
授
さ
れ
た
治
療
法

「
わ
る
さ
」
に
失
敗
し
た
河
童
は
、

た
い
て
い
片
腕
を
切
り
取
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
で
河
童
は
、
片
腕
を
返
し
て

も
ら
う
礼
に
、
切
ら
れ
た
腕
を
元
通
り

に
つ
な
ぐ
秘
術
・
秘
法
あ
る
い
は
骨
接

ぎ
以
外
に
金
創
（
刀
・
槍
・
鎌
な
ど
で

の
怪
我
）
の
薬
、
軟
膏
な
ど
の
医
薬
の

製
法
が
伝
授
さ
れ
て
い
ま
す
。

実
在
の
人
物
が
、
河
童
に
骨
接
ぎ
の

秘
法
を
習
っ
た
と
伝
わ
る
話
も
残
さ
れ

て
い
ま
す
。

織
豊
時
代
の
鷹
取
秀
次
を
実
質
上
の

始
祖
と
す
る
鷹
取
家
は
、
金
創
治
療
の

名
門
で
す
。
延
宝
八
（
一
六
六
〇
）
年

項
の
書
物
は
、
「
筑
前
医
師
鷹
取
養
巴

（
一
七
世
紀
後
半
の
人
物
）
が
切
断

た
。
」
と
書
い
て
お
り
、
こ
の
内
容
が

「
厠
で
奥
方
の
尻
を
撫
で
て
腕
を
切
ら

れ
た
河
童
が
、
腕
を
返
し
て
も
ら
っ
た

礼
に
、
鷹
取
運
松
庵
（
養
巴
は
世
襲

名
）
に
骨
接
ぎ
の
法
を
伝
授
し
た
。
」

と
伝
説
と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
厠

で
女
性
の
尻
を
撫
で
て
捕
ま
っ
た
河
童

は
、
塩
入
5
に
よ
る
と
、
新
潟
県
か
ら

九
州
福
岡
県
に
至
る
日
本
海
側
に
偏
っ

て
お
よ
そ
一
五
話
あ
り
、
特
に
新
潟
県

に
四
話
、
長
野
県
に
五
話
が
集
中
し
て

い
ま
す
。

天
竜
川
で
よ
く
知
ら
れ
た
河
童
の
妙

薬
6
は
、
川
奉
行
三
代
目
の
中
村
道
民

（
新
六
）
に
伝
え
ら
れ
た
痛
風
の
薬

（
商
品
名
「
加
減
湯
」
）
で
す
。
近

年
、
昭
和
初
期
ま
で
製
造
・
販
売
さ
れ

て
い
た
「
加
減
湯
」
の
実
物
が
中
村
家

で
見
つ
か
り
ま
し
た
。
薬
は
薬
草
成
分

を
浸
み
込
ま
せ
た
キ
ハ
ダ
の
枝
を
切
り

刻
み
、
日
本
酒
で
煎
じ
て
痛
風
の
患
部

に
塗
っ
た
り
飲
ん
だ
り
し
た
よ
う
で
す

が
、
薬
の
製
法
は
門
外
不
出
と
な
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
河
童
の
妙
薬
ア
イ
ス
（
阿
伊

寿
）
は
各
地
で
使
用
さ
れ
て
い
ま
し

た
。例

え
ば
、新
潟
県
内
の
妙
薬
ア
イ
ス
7

は
、
無
名
異
（
酸
化
鉄
を
含
有
す
る
赤

土
）
、
黄
檗
（
キ
ハ
ダ
の
樹
皮
）
、
揚

梅
皮
（
ヤ
マ
モ
モ
の
樹
皮
）
等
で
、
こ

れ
を
酢
と
水
を
調
合
し
て
使
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

猫
山
宮
尾
病
院
（
新
潟
市
中
央
区
）

で
は
、
近
年
ま
で
河
童
か
ら
伝
授
さ
れ

た
「
猫
山
あ
い
す
」
の
湿
布
薬
が
処
方

さ
れ
て
お
り
、
深
緑
色
の
粉
末
を
水
や

酢
で
溶
い
て
耳
た
ぶ
ぐ
ら
い
の
硬
さ
に

な
る
ま
で
練
っ
た
後
、
和
紙
に
の
ば
し

て
患
部
に
張
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
揖
斐
川
町
徳
山
本
郷
の
万

能
薬
ア
イ
ス
は
、
ア
カ
ザ
（
雑
草
）
・

鹿
の
角
・
ネ
ム
の
皮
（
合
歓
皮
）
・
一

六
サ
サ
ゲ
・
葛
の
粉
を
混
ぜ
て
製
造
さ

れ
て
お
り
、
郡
上
市
明
宝
で
は
秘
伝
の

七
種
の
草
に
い
わ
ゆ
る
百
草
を
加
え
て

炭
状
に
煮
詰
め
、
こ
の
粉
末
に
鹿
の
骨

の
粉
と
河
童
か
ら
貰
っ
た
金
の
玉
を

削
っ
た
粉
を
入
れ
て
作
る
ア
イ
ス
と
苦

楝
皮
（
セ
ン
ダ
ン
の
樹
皮
）
、
海
人
草

（
海
藻
）
、
甘
草
等
を
調
合
し
た
喘
息

湯
が
伝
授
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
郡
上
市
に
は
骨
接
ぎ
秘
薬
も
伝

え
ら
れ
て
お
り
、
八
幡
町
で
は
ア
イ
ス

草
と
巻
貝
の
蜷
を
調
合
し
て
腕
の
接
合

に
用
い
、
大
和
町
で
は
蜷
の
身
を
切
れ

た
腕
に
付
け
て
接
合
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
神
岡
町
の
河
童
は
、
南
天

の
木
と
み
こ
し
花
（
ゲ
ン
ノ
シ
ョ
ウ

コ
）
や
オ
オ
バ
コ
の
根
を
混
ぜ
て
飲

む
風
邪
薬
（
河
童
丸
）
が
作
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

六
．
お
わ
り
に

『
遠
野
物
語
』
に
よ
っ
て
、
河
童
は

岩
手
県
遠
野
市
が
有
名
で
す
が
、
岐
阜

県
と
木
曽
三
川
流
域
内
の
河
童
伝
説
は

九
〇
話
あ
り
、
今
回
調
査
不
足
で
あ
る

木
曽
川
上
流
域
（
長
野
県
側
）
を
加
え

る
と
、
木
曽
三
川
流
域
の
河
童
伝
説
は

軽
く
一
〇
〇
話
を
超
え
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

本
編
で
は
、
個
々
の
河
童
伝
説
に
触

れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
木
曽
三
川
流
域
に

残
る
河
童
伝
説
を
多
く
の
人
々
に
知
っ

て
い
た
だ
き
、
川
へ
の
畏
敬
と
愛
着
を

持
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
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研
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研
究
資
料

木
曽
三
川

歴
史
・
文
化
の
調
査
研

究
資
料
（
Ｋ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
）
は
、
平
成
三

（
一
九
九
一
）
年
に
創
刊
さ
れ
、
毎
年

四
回
発
行
し
、
平
成
二
八
（
二
〇
一

六
）
年
秋
号
で
第
一
〇
〇
号
を
迎
え
ま

す
。
こ
の
間
、
木
曽
三
川
流
域
全
域
の

川
に
係
る
記
事
を
取
り
上
げ
、
各
方
面

か
ら
絶
賛
を
得
て
い
ま
す
。
中
で
も
、

巻
末
の
「
水
に
か
か
わ
る
民
話
」
は
、

木
曽
三
川
流
域
で
昔
か
ら
語
り
継
が
れ

る
水
や
川
で
の
民
話
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。Ｋ

Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
第
一
〇
〇
号
を
記
念

し
、
こ
の
「
水
に
ま
つ
わ
る
民
話
」
を

整
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
気

候
・
地
理
・
地
形
さ
ら
に
自
然
災
害
生

起
な
ど
の
特
性
を
知
る
こ
と
が
可
能
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

本
号
で
は
、
特
に
分
布
が
広
く
、
水

を
生
業
と
す
る

人
々
が
祀
っ
て

い
る
「
河
童
伝

説
」
を
取
り
上

げ
ま
し
た
。

一
．
は
じ
め
に

河
童
は
沼
や
湖
、
川
を
住
処
と
す
る

代
表
的
な
妖
怪
と
し
て
知
ら
れ
、
そ
の

伝
説
や
伝
承
は
、
ほ
ぼ
全
国
に
み
ら
れ

ま
す
。

昔
は
、
河
童
と
人
と
は
緊
密
な
関
わ

り
を
持
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
例
え

ば
、
伊
万
里
市
の
造
り
酒
屋
さ
ん
で

は
、
河
伯
と
し
て
河
童
の
ミ
イ
ラ
を

祀
っ
て
お
り
、
大
垣
市
の
麩
屋
を
営
む

民
家
は
享
保
二
（
一
七
一
七
）
年
作
と

記
さ
れ
た
河
童
の
神
様
を
祀
っ
て
い
ま

す
。本

編
は
、
河
童
の
由
来
や
姿
に
つ
い

て
述
べ
た
後
、
木
曽
三
川
流
域
で
主
に

岐
阜
県
を
中
心
と
し
た
河
童
伝
説
を
取

り
ま
と
め
ま
し
た
。

二
．
河
童
の
由
来
と
姿

河
童
の
由
来
説
は
、
渡
来
説
と
人
形

化
生
説
の
二
種
類
が
あ
り
ま
す
。

渡
来
説
と
し
て
は
、
熊
本
県
八
代
市

の
球
磨
川
河
口
の
「
河
童
渡
来
の
碑
」

に
よ
る
と
、
仁
徳
天
皇
時
代
（
三
一
三

か
ら
三
九
九
）
に
中
国
か
ら
九
千
匹
の

河
童
が
揚
子
江
（
長
江
）
を
下
り
、
黄

海
を
経
て
八
代
に
上
陸
し
た
と
あ
り
ま

す
。人

形
化
生
説
は
、
熊
本
の
天
草
島
，

青
森
の
八
戸
で
伝
承
さ
れ
て
お
り
、
河

川
工
事
が
期
限
内
の
完
成
を
危
ぶ
ん

で
、
甚
五
郎
が
藁
人
形
に
命
を
吹
き
込

み
よ
う
や
く
竣
工
し
た
と
い
う
話
で

す
。
壊
さ
れ
て
川
に
投
げ
入
れ
ら
れ
た

藁
人
形
は
、
「
こ
れ
か
ら
は
何
を
食
え

ば
よ
い
か
。
」
と
甚
五
郎
に
尋
ね
る
の

で
、
「
人
の
尻
で
も
喰
ら
え
。
」
と
答

え
た
の
で
、
藁
人
形
は
河
童
に
化
け
て

肛
門
に
あ
る
と
想
像
さ
れ
た
尻
子
玉
を

狙
っ
た
と
云
わ
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
河
童
の
原
型
と
な
っ
た

水
霊
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
、
大
野
1

の
分
類
か
ら
見
て
お
き
ま
す
。

（一）虬（
蛟
竜
）：
古
代
は
「
み
つ
ち
」

（
「
み
」
は
水
、
「
つ
」
は
格
助
詞
、

「
ち
」
は
霊
）
で
、
水
霊
・
水
神
の

意
。
水
中
に
棲
み
、
蛇
に
似
た
形
を

し
、
角
・
四
肢
を
も
ち
、
毒
気
を
吐
い

て
人
を
害
す
る
と
い
う
想
像
上
の
動

物
。
青
森
の
メ
ド
チ
・
メ
ド
ツ
、
岩
手

の
メ
ッ
ト
ウ
チ
、
能
登
・
加
賀
の
ミ
ズ

シ
。

（
二
）水
神
：
佐
渡
の
シ
イ
ジ
ン
、
長
野

の
セ
イ
ジ
ン
、
新
潟
の
ス
ジ
ン
コ
、
鹿

児
島
の
ス
ジ
ン
ド
ン
・
ミ
ズ
シ
ン
・

ミ
ッ
ツ
ド
ン
。

（
三
）水
虎
：
中
国
の
水
虎
は
、
三
か

ら
四
歳
の
児
童
の
よ
う
で
脛
が
長
く
、

総
身
鱗
甲
に
覆
わ
れ
、
普
段
は
水
中
に

潜
り
、
虎
の
頭
部
に
似
た
膝
頭
だ
け
を

猫山あいす（猫山宮尾病院蔵）

水
上
に
浮
か
べ
て
い
る
。
水
虎
が
日
本

で
は
河
童
の
イ
メ
ー
ジ
と
な
っ
た
。
津

軽
の
シ
ッ
コ
サ
マ
・
オ
シ
ッ
コ
サ
マ
。

（
四
）川
の
童
か
ら
：
関
東
・
甲
信
・

東
海
地
方
な
ど
の
カ
ワ
ッ
パ
、
九
州
・

種
子
島
・
屋
久
島
の
ガ
ラ
ッ
パ
、
長

野
・
岐
阜
・
愛
知
の
カ
ワ
ラ
ン
ベ
等
。

（
五
）他
に
、
（
四
）
以
外
の
人
の
イ

メ
ー
ジ
か
ら
の
主
な
名
前
だ
け
を
列
挙

す
る
と
、
「
川
の
子
」
か
ら
生
じ
た
島

根
・
兵
庫
・
鳥
取
・
大
分
の
カ
ワ
コ

等
、
「
川
の
小
坊
主
・
小
僧
・
小
法

師
」
か
ら
生
じ
た
静
岡
・
長
野
・
三
重

の
カ
ワ
（
ラ
）
コ
ゾ
ウ
、
三
重
の
カ
ワ

コ
ボ
シ
ヤ
・
カ
ン
コ
ロ
ボ
シ
等
、
さ
ら

に
「
川
の
太
郎
」
か
ら
生
じ
た
和
歌

山
・
近
江
・
九
州
の
カ
ワ
タ
ロ
ウ
、
岐

阜
の
カ
ワ
ヤ
ロ
ウ
等
。

ま
た
、
実
在
動
物
で
分
類
す
る
と
、

①
「
亀
・
ス
ッ
ポ
ン
」
か
ら
、
岐
阜
の

ド
チ
・
ド
チ
ガ
メ
・
ド
チ
ロ
ベ
、
②

「
川
獺
」
か
ら
、
佐
渡
・
愛
媛
の
カ
ワ

エ
ソ
、
静
岡
の
カ
ワ
ザ
ル
、
広
島
の
フ

チ
ザ
ル
、
④
鳥
か
ら
、
日
向
の
ヒ
ョ
ー

ス
ベ
等
が
あ
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
水
霊

の
イ
メ
ー
ジ
は
、

蛇
・
亀
・
川
獺
・

人
（
少
童
）
・

猿
・
鳥
と
ま
ち
ま

ち
で
あ
り
、
一
定

の
形
を
な
し
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。

石
川
2

は
、
水

霊
の
形
状
は
徐
々
に
幼
児
の
形
に
収
斂

し
て
、
小
童
の
形
を
し
た
も
の
の
呼
び

名
で
あ
る
カ
ワ
ッ
パ
・
カ
ワ
ラ
ン
ベ
等

か
ら
、
カ
ッ
パ
に
転
じ
た
と
推
測
し
、

さ
ら
に
、
河
童
が
だ
ん
だ
ん
通
用
語
に

な
る
に
つ
れ
、
そ
の
形
状
も
統
一
化
さ

れ
、
上
述
し
た
「
水
虎
」
の
形
状
を
取

る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
述
べ
て
い
ま

す
。石

上
3
は
、
水
霊
が
河
童
に
収
斂
し

た
原
因
と
し
て
、
安
定
し
た
江
戸
時
代

の
楽
し
み
と
し
て
、
文
人
・
画
家
に
よ

る
「
怪
談
会
」
の
催
し
や
絵
巻
作
成
が

一
役
買
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
河
童
の
イ
メ
ー
ジ
は
清
水
昆
や
小

島
功
ら
の
漫
画
に
よ
っ
て
可
愛
ら
し
い

イ
メ
ー
ジ
へ
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。

三
．
河
童
と
胡
瓜

河
童
は
祇
園
の
お
使
い
で
あ
り
、
河

童
の
好
物
は
胡
瓜
だ
と
言
い
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
ま
ず
は
、
京
の
祇
園
社

（
八
坂
神
社
）
と
胡
瓜
に
つ
い
て
触
れ

て
お
き
ま
す
。

京
の
祇
園
の
社
紋
は
、
胡
瓜
の
切
り

口
に
似
て
い
る
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
こ

れ
は
間
違
い
で
す
。
織
田
信
長
が
、
天

正
年
間
（
一
五
七
三
か
ら
一
五
九
一
）

に
、
京
都･

感
神
院
（
現
八
坂
神
社
）

に
寄
進
し
た
御
輿
の
紋
に
由
来
す
る
と

さ
れ
る
祗
園
の
神
紋
は
「
木
瓜
紋
」
で

あ
り
、
胡
瓜
と
は
異
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
「
木
瓜
」
は
「
き
う

り
」
と
も
読
め
る
こ
と
か
ら
、
「
木

瓜
」
が
「
胡
瓜
」
に
変
じ
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

博
多
人
は
、
祗
園
の
神
紋
が
胡
瓜
の

切
り
口
に
似
て
畏
れ
多
い
と
、
祭
り
期

間
中
は
胡
瓜
を
口
に
せ
ず
、
サ
ラ
ダ
に

入
っ
て
い
て
も
摘
み
出
す
と
、
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
と
似
た
話
は
、
海
津

市
平
田
町
土
倉
に
も
あ
り
ま
す
。
揖
斐

川
堤
防
沿
い
に
あ

る
氏
神
須
賀
神
社

の
定
紋
が
胡
瓜
の

切
り
口
に
酷
似
し

て
い
る
た
め
、
土

倉
の
人
々
は
胡
瓜

を
絶
対
に
口
に
し
な
か
っ
た
の
で
す
。

河
童
と
胡
瓜
の
関
係
に
つ
い
て
、
中

村
4
は
、
「
享
保
元
（
一
七
一
六
）
年

刊
の
書
籍
に
、
河
童
が
『
瓜
・
茄
を
盗

る
』
と
い
う
記
述
が
最
初
に
見
ら
れ
る

が
「
胡
瓜
」
は
記
述
さ
れ
て
お
ら
ず
、

一
七
七
〇
年
代
に
な
っ
て
『
胡
瓜
や
甜

瓜
を
盗
み
』
と
初
め
て
「
胡
瓜
」
が
記

さ
れ
て
い
る
。
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
河
童
が
胡
瓜
を
好
き
だ
と

明
記
し
た
の
は
、
享
和
三
（
一
八
〇

三
）
年
刊
辺
り
の
書
籍
が
古
い
ほ
う
で

あ
ろ
う
、
と
結
論
づ
け
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
一
八
世
紀
末
ご
ろ
か
ら
、

河
童
と
胡
瓜
の
関
係
が
出
来
上
が
っ
た

よ
う
で
す
。

四
．
河
童
伝
説
の
分
布

図
は
、
岐
阜
県
一
五
〇
冊
，
愛
知
県

一
七
冊
，
長
野
県
・
三
重
県
各
四
冊
、

東
海
地
方
二
冊
の
計
一
七
七
冊
の
昔
話

に
関
す
る
本
か
ら
取
り
上
げ
た
河
童
伝

説
の
分
布
で
す
。

選
定
し
た
九
〇
話
の
河
童
伝
説
を
、

お
礼
（
四
三
話
）
、
引
込
み
（
二
二

話
）
、
そ
の
他
（
二
五
話
）
等
に
ジ
ャ

ン
ル
分
け
を
行
い
、
さ
ら
に
お
礼
の
内

容
を
、
薬
・
治
療
（
一
五
話
）
、
魚

（
一
六
話
）
、
証
文
（
四
話
）
、
椀

（
二
話
）
、
田
植
え
の
手
伝
い
な
ど
そ

の
他
四
項
目
を
そ
の
他
（
七
話
）
と
し

ま
し
た
。

な
お
、
引
き
込
み
（
人
や
家
畜
一
三

話
）
と
そ
の
他
（
住
処
九
話
、
悪
ふ
ざ

け
一
一
話
等
）
も
内
容
の
違
い
を
各
印

の
色
で
区
別
し
ま
し
た
。

本
編
で
は
、
木
曽
三
川
流
域
で
多
く

伝
わ
っ
て
い
る
、
助
け
ら
れ
た
お
礼
に

薬
や
治
療
法
を
伝
授
し
た
河
童
に
つ
い

て
概
観
し
ま
す
。

五
．
河
童
か
ら
伝
授
さ
れ
た
治
療
法

「
わ
る
さ
」
に
失
敗
し
た
河
童
は
、

た
い
て
い
片
腕
を
切
り
取
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
で
河
童
は
、
片
腕
を
返
し
て

も
ら
う
礼
に
、
切
ら
れ
た
腕
を
元
通
り

に
つ
な
ぐ
秘
術
・
秘
法
あ
る
い
は
骨
接

ぎ
以
外
に
金
創
（
刀
・
槍
・
鎌
な
ど
で

の
怪
我
）
の
薬
、
軟
膏
な
ど
の
医
薬
の

製
法
が
伝
授
さ
れ
て
い
ま
す
。

実
在
の
人
物
が
、
河
童
に
骨
接
ぎ
の

秘
法
を
習
っ
た
と
伝
わ
る
話
も
残
さ
れ

て
い
ま
す
。

織
豊
時
代
の
鷹
取
秀
次
を
実
質
上
の

始
祖
と
す
る
鷹
取
家
は
、
金
創
治
療
の

名
門
で
す
。
延
宝
八
（
一
六
六
〇
）
年

項
の
書
物
は
、
「
筑
前
医
師
鷹
取
養
巴

（
一
七
世
紀
後
半
の
人
物
）
が
切
断

た
。
」
と
書
い
て
お
り
、
こ
の
内
容
が

「
厠
で
奥
方
の
尻
を
撫
で
て
腕
を
切
ら

れ
た
河
童
が
、
腕
を
返
し
て
も
ら
っ
た

礼
に
、
鷹
取
運
松
庵
（
養
巴
は
世
襲

名
）
に
骨
接
ぎ
の
法
を
伝
授
し
た
。
」

と
伝
説
と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
厠

で
女
性
の
尻
を
撫
で
て
捕
ま
っ
た
河
童

は
、
塩
入
5
に
よ
る
と
、
新
潟
県
か
ら

九
州
福
岡
県
に
至
る
日
本
海
側
に
偏
っ

て
お
よ
そ
一
五
話
あ
り
、
特
に
新
潟
県

に
四
話
、
長
野
県
に
五
話
が
集
中
し
て

い
ま
す
。

天
竜
川
で
よ
く
知
ら
れ
た
河
童
の
妙

薬
6
は
、
川
奉
行
三
代
目
の
中
村
道
民

（
新
六
）
に
伝
え
ら
れ
た
痛
風
の
薬

（
商
品
名
「
加
減
湯
」
）
で
す
。
近

年
、
昭
和
初
期
ま
で
製
造
・
販
売
さ
れ

て
い
た
「
加
減
湯
」
の
実
物
が
中
村
家

で
見
つ
か
り
ま
し
た
。
薬
は
薬
草
成
分

を
浸
み
込
ま
せ
た
キ
ハ
ダ
の
枝
を
切
り

刻
み
、
日
本
酒
で
煎
じ
て
痛
風
の
患
部

に
塗
っ
た
り
飲
ん
だ
り
し
た
よ
う
で
す

が
、
薬
の
製
法
は
門
外
不
出
と
な
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
河
童
の
妙
薬
ア
イ
ス
（
阿
伊

寿
）
は
各
地
で
使
用
さ
れ
て
い
ま
し

た
。例

え
ば
、新
潟
県
内
の
妙
薬
ア
イ
ス
7

は
、
無
名
異
（
酸
化
鉄
を
含
有
す
る
赤

土
）
、
黄
檗
（
キ
ハ
ダ
の
樹
皮
）
、
揚

梅
皮
（
ヤ
マ
モ
モ
の
樹
皮
）
等
で
、
こ

れ
を
酢
と
水
を
調
合
し
て
使
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

猫
山
宮
尾
病
院
（
新
潟
市
中
央
区
）

で
は
、
近
年
ま
で
河
童
か
ら
伝
授
さ
れ

た
「
猫
山
あ
い
す
」
の
湿
布
薬
が
処
方

さ
れ
て
お
り
、
深
緑
色
の
粉
末
を
水
や

酢
で
溶
い
て
耳
た
ぶ
ぐ
ら
い
の
硬
さ
に

な
る
ま
で
練
っ
た
後
、
和
紙
に
の
ば
し

て
患
部
に
張
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
揖
斐
川
町
徳
山
本
郷
の
万

能
薬
ア
イ
ス
は
、
ア
カ
ザ
（
雑
草
）
・

鹿
の
角
・
ネ
ム
の
皮
（
合
歓
皮
）
・
一

六
サ
サ
ゲ
・
葛
の
粉
を
混
ぜ
て
製
造
さ

れ
て
お
り
、
郡
上
市
明
宝
で
は
秘
伝
の

七
種
の
草
に
い
わ
ゆ
る
百
草
を
加
え
て

炭
状
に
煮
詰
め
、
こ
の
粉
末
に
鹿
の
骨

の
粉
と
河
童
か
ら
貰
っ
た
金
の
玉
を

削
っ
た
粉
を
入
れ
て
作
る
ア
イ
ス
と
苦

楝
皮
（
セ
ン
ダ
ン
の
樹
皮
）
、
海
人
草

（
海
藻
）
、
甘
草
等
を
調
合
し
た
喘
息

湯
が
伝
授
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
郡
上
市
に
は
骨
接
ぎ
秘
薬
も
伝

え
ら
れ
て
お
り
、
八
幡
町
で
は
ア
イ
ス

草
と
巻
貝
の
蜷
を
調
合
し
て
腕
の
接
合

に
用
い
、
大
和
町
で
は
蜷
の
身
を
切
れ

た
腕
に
付
け
て
接
合
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
神
岡
町
の
河
童
は
、
南
天

の
木
と
み
こ
し
花
（
ゲ
ン
ノ
シ
ョ
ウ

コ
）
や
オ
オ
バ
コ
の
根
を
混
ぜ
て
飲

む
風
邪
薬
（
河
童
丸
）
が
作
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

六
．
お
わ
り
に

『
遠
野
物
語
』
に
よ
っ
て
、
河
童
は

岩
手
県
遠
野
市
が
有
名
で
す
が
、
岐
阜

県
と
木
曽
三
川
流
域
内
の
河
童
伝
説
は

九
〇
話
あ
り
、
今
回
調
査
不
足
で
あ
る

木
曽
川
上
流
域
（
長
野
県
側
）
を
加
え

る
と
、
木
曽
三
川
流
域
の
河
童
伝
説
は

軽
く
一
〇
〇
話
を
超
え
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

本
編
で
は
、
個
々
の
河
童
伝
説
に
触

れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
木
曽
三
川
流
域
に

残
る
河
童
伝
説
を
多
く
の
人
々
に
知
っ

て
い
た
だ
き
、
川
へ
の
畏
敬
と
愛
着
を

持
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
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研
究
資
料

10

研
究
資
料

木
曽
三
川

歴
史
・
文
化
の
調
査
研

究
資
料
（
Ｋ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
）
は
、
平
成
三

（
一
九
九
一
）
年
に
創
刊
さ
れ
、
毎
年

四
回
発
行
し
、
平
成
二
八
（
二
〇
一

六
）
年
秋
号
で
第
一
〇
〇
号
を
迎
え
ま

す
。
こ
の
間
、
木
曽
三
川
流
域
全
域
の

川
に
係
る
記
事
を
取
り
上
げ
、
各
方
面

か
ら
絶
賛
を
得
て
い
ま
す
。
中
で
も
、

巻
末
の
「
水
に
か
か
わ
る
民
話
」
は
、

木
曽
三
川
流
域
で
昔
か
ら
語
り
継
が
れ

る
水
や
川
で
の
民
話
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。Ｋ

Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
第
一
〇
〇
号
を
記
念

し
、
こ
の
「
水
に
ま
つ
わ
る
民
話
」
を

整
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
気

候
・
地
理
・
地
形
さ
ら
に
自
然
災
害
生

起
な
ど
の
特
性
を
知
る
こ
と
が
可
能
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

本
号
で
は
、
特
に
分
布
が
広
く
、
水

を
生
業
と
す
る

人
々
が
祀
っ
て

い
る
「
河
童
伝

説
」
を
取
り
上

げ
ま
し
た
。

一
．
は
じ
め
に

河
童
は
沼
や
湖
、
川
を
住
処
と
す
る

代
表
的
な
妖
怪
と
し
て
知
ら
れ
、
そ
の

伝
説
や
伝
承
は
、
ほ
ぼ
全
国
に
み
ら
れ

ま
す
。

昔
は
、
河
童
と
人
と
は
緊
密
な
関
わ

り
を
持
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
例
え

ば
、
伊
万
里
市
の
造
り
酒
屋
さ
ん
で

は
、
河
伯
と
し
て
河
童
の
ミ
イ
ラ
を

祀
っ
て
お
り
、
大
垣
市
の
麩
屋
を
営
む

民
家
は
享
保
二
（
一
七
一
七
）
年
作
と

記
さ
れ
た
河
童
の
神
様
を
祀
っ
て
い
ま

す
。本

編
は
、
河
童
の
由
来
や
姿
に
つ
い

て
述
べ
た
後
、
木
曽
三
川
流
域
で
主
に

岐
阜
県
を
中
心
と
し
た
河
童
伝
説
を
取

り
ま
と
め
ま
し
た
。

二
．
河
童
の
由
来
と
姿

河
童
の
由
来
説
は
、
渡
来
説
と
人
形

化
生
説
の
二
種
類
が
あ
り
ま
す
。

渡
来
説
と
し
て
は
、
熊
本
県
八
代
市

の
球
磨
川
河
口
の
「
河
童
渡
来
の
碑
」

に
よ
る
と
、
仁
徳
天
皇
時
代
（
三
一
三

か
ら
三
九
九
）
に
中
国
か
ら
九
千
匹
の

河
童
が
揚
子
江
（
長
江
）
を
下
り
、
黄

海
を
経
て
八
代
に
上
陸
し
た
と
あ
り
ま

す
。人

形
化
生
説
は
、
熊
本
の
天
草
島
，

青
森
の
八
戸
で
伝
承
さ
れ
て
お
り
、
河

川
工
事
が
期
限
内
の
完
成
を
危
ぶ
ん

で
、
甚
五
郎
が
藁
人
形
に
命
を
吹
き
込

み
よ
う
や
く
竣
工
し
た
と
い
う
話
で

す
。
壊
さ
れ
て
川
に
投
げ
入
れ
ら
れ
た

藁
人
形
は
、
「
こ
れ
か
ら
は
何
を
食
え

ば
よ
い
か
。
」
と
甚
五
郎
に
尋
ね
る
の

で
、
「
人
の
尻
で
も
喰
ら
え
。
」
と
答

え
た
の
で
、
藁
人
形
は
河
童
に
化
け
て

肛
門
に
あ
る
と
想
像
さ
れ
た
尻
子
玉
を

狙
っ
た
と
云
わ
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
河
童
の
原
型
と
な
っ
た

水
霊
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
、
大
野
1

の
分
類
か
ら
見
て
お
き
ま
す
。

（一）虬（
蛟
竜
）：
古
代
は
「
み
つ
ち
」

（
「
み
」
は
水
、
「
つ
」
は
格
助
詞
、

「
ち
」
は
霊
）
で
、
水
霊
・
水
神
の

意
。
水
中
に
棲
み
、
蛇
に
似
た
形
を

し
、
角
・
四
肢
を
も
ち
、
毒
気
を
吐
い

て
人
を
害
す
る
と
い
う
想
像
上
の
動

物
。
青
森
の
メ
ド
チ
・
メ
ド
ツ
、
岩
手

の
メ
ッ
ト
ウ
チ
、
能
登
・
加
賀
の
ミ
ズ

シ
。

（
二
）水
神
：
佐
渡
の
シ
イ
ジ
ン
、
長
野

の
セ
イ
ジ
ン
、
新
潟
の
ス
ジ
ン
コ
、
鹿

児
島
の
ス
ジ
ン
ド
ン
・
ミ
ズ
シ
ン
・

ミ
ッ
ツ
ド
ン
。

（
三
）水
虎
：
中
国
の
水
虎
は
、
三
か

ら
四
歳
の
児
童
の
よ
う
で
脛
が
長
く
、

総
身
鱗
甲
に
覆
わ
れ
、
普
段
は
水
中
に

潜
り
、
虎
の
頭
部
に
似
た
膝
頭
だ
け
を

猫山あいす（猫山宮尾病院蔵）

水
上
に
浮
か
べ
て
い
る
。
水
虎
が
日
本

で
は
河
童
の
イ
メ
ー
ジ
と
な
っ
た
。
津

軽
の
シ
ッ
コ
サ
マ
・
オ
シ
ッ
コ
サ
マ
。

（
四
）川
の
童
か
ら
：
関
東
・
甲
信
・

東
海
地
方
な
ど
の
カ
ワ
ッ
パ
、
九
州
・

種
子
島
・
屋
久
島
の
ガ
ラ
ッ
パ
、
長

野
・
岐
阜
・
愛
知
の
カ
ワ
ラ
ン
ベ
等
。

（
五
）他
に
、
（
四
）
以
外
の
人
の
イ

メ
ー
ジ
か
ら
の
主
な
名
前
だ
け
を
列
挙

す
る
と
、
「
川
の
子
」
か
ら
生
じ
た
島

根
・
兵
庫
・
鳥
取
・
大
分
の
カ
ワ
コ

等
、
「
川
の
小
坊
主
・
小
僧
・
小
法

師
」
か
ら
生
じ
た
静
岡
・
長
野
・
三
重

の
カ
ワ
（
ラ
）
コ
ゾ
ウ
、
三
重
の
カ
ワ

コ
ボ
シ
ヤ
・
カ
ン
コ
ロ
ボ
シ
等
、
さ
ら

に
「
川
の
太
郎
」
か
ら
生
じ
た
和
歌

山
・
近
江
・
九
州
の
カ
ワ
タ
ロ
ウ
、
岐

阜
の
カ
ワ
ヤ
ロ
ウ
等
。

ま
た
、
実
在
動
物
で
分
類
す
る
と
、

①
「
亀
・
ス
ッ
ポ
ン
」
か
ら
、
岐
阜
の

ド
チ
・
ド
チ
ガ
メ
・
ド
チ
ロ
ベ
、
②

「
川
獺
」
か
ら
、
佐
渡
・
愛
媛
の
カ
ワ

エ
ソ
、
静
岡
の
カ
ワ
ザ
ル
、
広
島
の
フ

チ
ザ
ル
、
④
鳥
か
ら
、
日
向
の
ヒ
ョ
ー

ス
ベ
等
が
あ
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
水
霊

の
イ
メ
ー
ジ
は
、

蛇
・
亀
・
川
獺
・

人
（
少
童
）
・

猿
・
鳥
と
ま
ち
ま

ち
で
あ
り
、
一
定

の
形
を
な
し
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。

石
川
2

は
、
水

霊
の
形
状
は
徐
々
に
幼
児
の
形
に
収
斂

し
て
、
小
童
の
形
を
し
た
も
の
の
呼
び

名
で
あ
る
カ
ワ
ッ
パ
・
カ
ワ
ラ
ン
ベ
等

か
ら
、
カ
ッ
パ
に
転
じ
た
と
推
測
し
、

さ
ら
に
、
河
童
が
だ
ん
だ
ん
通
用
語
に

な
る
に
つ
れ
、
そ
の
形
状
も
統
一
化
さ

れ
、
上
述
し
た
「
水
虎
」
の
形
状
を
取

る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
述
べ
て
い
ま

す
。石

上
3
は
、
水
霊
が
河
童
に
収
斂
し

た
原
因
と
し
て
、
安
定
し
た
江
戸
時
代

の
楽
し
み
と
し
て
、
文
人
・
画
家
に
よ

る
「
怪
談
会
」
の
催
し
や
絵
巻
作
成
が

一
役
買
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
河
童
の
イ
メ
ー
ジ
は
清
水
昆
や
小

島
功
ら
の
漫
画
に
よ
っ
て
可
愛
ら
し
い

イ
メ
ー
ジ
へ
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。

三
．
河
童
と
胡
瓜

河
童
は
祇
園
の
お
使
い
で
あ
り
、
河

童
の
好
物
は
胡
瓜
だ
と
言
い
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
ま
ず
は
、
京
の
祇
園
社

（
八
坂
神
社
）
と
胡
瓜
に
つ
い
て
触
れ

て
お
き
ま
す
。

京
の
祇
園
の
社
紋
は
、
胡
瓜
の
切
り

口
に
似
て
い
る
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
こ

れ
は
間
違
い
で
す
。
織
田
信
長
が
、
天

正
年
間
（
一
五
七
三
か
ら
一
五
九
一
）

に
、
京
都･

感
神
院
（
現
八
坂
神
社
）

に
寄
進
し
た
御
輿
の
紋
に
由
来
す
る
と

さ
れ
る
祗
園
の
神
紋
は
「
木
瓜
紋
」
で

あ
り
、
胡
瓜
と
は
異
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
「
木
瓜
」
は
「
き
う

り
」
と
も
読
め
る
こ
と
か
ら
、
「
木

瓜
」
が
「
胡
瓜
」
に
変
じ
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

博
多
人
は
、
祗
園
の
神
紋
が
胡
瓜
の

切
り
口
に
似
て
畏
れ
多
い
と
、
祭
り
期

間
中
は
胡
瓜
を
口
に
せ
ず
、
サ
ラ
ダ
に

入
っ
て
い
て
も
摘
み
出
す
と
、
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
と
似
た
話
は
、
海
津

市
平
田
町
土
倉
に
も
あ
り
ま
す
。
揖
斐

川
堤
防
沿
い
に
あ

る
氏
神
須
賀
神
社

の
定
紋
が
胡
瓜
の

切
り
口
に
酷
似
し

て
い
る
た
め
、
土

倉
の
人
々
は
胡
瓜

を
絶
対
に
口
に
し
な
か
っ
た
の
で
す
。

河
童
と
胡
瓜
の
関
係
に
つ
い
て
、
中

村
4
は
、
「
享
保
元
（
一
七
一
六
）
年

刊
の
書
籍
に
、
河
童
が
『
瓜
・
茄
を
盗

る
』
と
い
う
記
述
が
最
初
に
見
ら
れ
る

が
「
胡
瓜
」
は
記
述
さ
れ
て
お
ら
ず
、

一
七
七
〇
年
代
に
な
っ
て
『
胡
瓜
や
甜

瓜
を
盗
み
』
と
初
め
て
「
胡
瓜
」
が
記

さ
れ
て
い
る
。
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
河
童
が
胡
瓜
を
好
き
だ
と

明
記
し
た
の
は
、
享
和
三
（
一
八
〇

三
）
年
刊
辺
り
の
書
籍
が
古
い
ほ
う
で

あ
ろ
う
、
と
結
論
づ
け
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
一
八
世
紀
末
ご
ろ
か
ら
、

河
童
と
胡
瓜
の
関
係
が
出
来
上
が
っ
た

よ
う
で
す
。

四
．
河
童
伝
説
の
分
布

図
は
、
岐
阜
県
一
五
〇
冊
，
愛
知
県

一
七
冊
，
長
野
県
・
三
重
県
各
四
冊
、

東
海
地
方
二
冊
の
計
一
七
七
冊
の
昔
話

に
関
す
る
本
か
ら
取
り
上
げ
た
河
童
伝

説
の
分
布
で
す
。

選
定
し
た
九
〇
話
の
河
童
伝
説
を
、

お
礼
（
四
三
話
）
、
引
込
み
（
二
二

話
）
、
そ
の
他
（
二
五
話
）
等
に
ジ
ャ

ン
ル
分
け
を
行
い
、
さ
ら
に
お
礼
の
内

容
を
、
薬
・
治
療
（
一
五
話
）
、
魚

（
一
六
話
）
、
証
文
（
四
話
）
、
椀

（
二
話
）
、
田
植
え
の
手
伝
い
な
ど
そ

の
他
四
項
目
を
そ
の
他
（
七
話
）
と
し

ま
し
た
。

な
お
、
引
き
込
み
（
人
や
家
畜
一
三

話
）
と
そ
の
他
（
住
処
九
話
、
悪
ふ
ざ

け
一
一
話
等
）
も
内
容
の
違
い
を
各
印

の
色
で
区
別
し
ま
し
た
。

本
編
で
は
、
木
曽
三
川
流
域
で
多
く

伝
わ
っ
て
い
る
、
助
け
ら
れ
た
お
礼
に

薬
や
治
療
法
を
伝
授
し
た
河
童
に
つ
い

て
概
観
し
ま
す
。

五
．
河
童
か
ら
伝
授
さ
れ
た
治
療
法

「
わ
る
さ
」
に
失
敗
し
た
河
童
は
、

た
い
て
い
片
腕
を
切
り
取
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
で
河
童
は
、
片
腕
を
返
し
て

も
ら
う
礼
に
、
切
ら
れ
た
腕
を
元
通
り

に
つ
な
ぐ
秘
術
・
秘
法
あ
る
い
は
骨
接

ぎ
以
外
に
金
創
（
刀
・
槍
・
鎌
な
ど
で

の
怪
我
）
の
薬
、
軟
膏
な
ど
の
医
薬
の

製
法
が
伝
授
さ
れ
て
い
ま
す
。

実
在
の
人
物
が
、
河
童
に
骨
接
ぎ
の

秘
法
を
習
っ
た
と
伝
わ
る
話
も
残
さ
れ

て
い
ま
す
。

織
豊
時
代
の
鷹
取
秀
次
を
実
質
上
の

始
祖
と
す
る
鷹
取
家
は
、
金
創
治
療
の

名
門
で
す
。
延
宝
八
（
一
六
六
〇
）
年

項
の
書
物
は
、
「
筑
前
医
師
鷹
取
養
巴

（
一
七
世
紀
後
半
の
人
物
）
が
切
断

た
。
」
と
書
い
て
お
り
、
こ
の
内
容
が

「
厠
で
奥
方
の
尻
を
撫
で
て
腕
を
切
ら

れ
た
河
童
が
、
腕
を
返
し
て
も
ら
っ
た

礼
に
、
鷹
取
運
松
庵
（
養
巴
は
世
襲

名
）
に
骨
接
ぎ
の
法
を
伝
授
し
た
。
」

と
伝
説
と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
厠

で
女
性
の
尻
を
撫
で
て
捕
ま
っ
た
河
童

は
、
塩
入
5
に
よ
る
と
、
新
潟
県
か
ら

九
州
福
岡
県
に
至
る
日
本
海
側
に
偏
っ

て
お
よ
そ
一
五
話
あ
り
、
特
に
新
潟
県

に
四
話
、
長
野
県
に
五
話
が
集
中
し
て

い
ま
す
。

天
竜
川
で
よ
く
知
ら
れ
た
河
童
の
妙

薬
6
は
、
川
奉
行
三
代
目
の
中
村
道
民

（
新
六
）
に
伝
え
ら
れ
た
痛
風
の
薬

（
商
品
名
「
加
減
湯
」
）
で
す
。
近

年
、
昭
和
初
期
ま
で
製
造
・
販
売
さ
れ

て
い
た
「
加
減
湯
」
の
実
物
が
中
村
家

で
見
つ
か
り
ま
し
た
。
薬
は
薬
草
成
分

を
浸
み
込
ま
せ
た
キ
ハ
ダ
の
枝
を
切
り

刻
み
、
日
本
酒
で
煎
じ
て
痛
風
の
患
部

に
塗
っ
た
り
飲
ん
だ
り
し
た
よ
う
で
す

が
、
薬
の
製
法
は
門
外
不
出
と
な
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
河
童
の
妙
薬
ア
イ
ス
（
阿
伊

寿
）
は
各
地
で
使
用
さ
れ
て
い
ま
し

た
。例

え
ば
、新
潟
県
内
の
妙
薬
ア
イ
ス
7

は
、
無
名
異
（
酸
化
鉄
を
含
有
す
る
赤

土
）
、
黄
檗
（
キ
ハ
ダ
の
樹
皮
）
、
揚

梅
皮
（
ヤ
マ
モ
モ
の
樹
皮
）
等
で
、
こ

れ
を
酢
と
水
を
調
合
し
て
使
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

猫
山
宮
尾
病
院
（
新
潟
市
中
央
区
）

で
は
、
近
年
ま
で
河
童
か
ら
伝
授
さ
れ

た
「
猫
山
あ
い
す
」
の
湿
布
薬
が
処
方

さ
れ
て
お
り
、
深
緑
色
の
粉
末
を
水
や

酢
で
溶
い
て
耳
た
ぶ
ぐ
ら
い
の
硬
さ
に

な
る
ま
で
練
っ
た
後
、
和
紙
に
の
ば
し

て
患
部
に
張
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
揖
斐
川
町
徳
山
本
郷
の
万

能
薬
ア
イ
ス
は
、
ア
カ
ザ
（
雑
草
）
・

鹿
の
角
・
ネ
ム
の
皮
（
合
歓
皮
）
・
一

六
サ
サ
ゲ
・
葛
の
粉
を
混
ぜ
て
製
造
さ

れ
て
お
り
、
郡
上
市
明
宝
で
は
秘
伝
の

七
種
の
草
に
い
わ
ゆ
る
百
草
を
加
え
て

炭
状
に
煮
詰
め
、
こ
の
粉
末
に
鹿
の
骨

の
粉
と
河
童
か
ら
貰
っ
た
金
の
玉
を

削
っ
た
粉
を
入
れ
て
作
る
ア
イ
ス
と
苦

楝
皮
（
セ
ン
ダ
ン
の
樹
皮
）
、
海
人
草

（
海
藻
）
、
甘
草
等
を
調
合
し
た
喘
息

湯
が
伝
授
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
郡
上
市
に
は
骨
接
ぎ
秘
薬
も
伝

え
ら
れ
て
お
り
、
八
幡
町
で
は
ア
イ
ス

草
と
巻
貝
の
蜷
を
調
合
し
て
腕
の
接
合

に
用
い
、
大
和
町
で
は
蜷
の
身
を
切
れ

た
腕
に
付
け
て
接
合
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
神
岡
町
の
河
童
は
、
南
天

の
木
と
み
こ
し
花
（
ゲ
ン
ノ
シ
ョ
ウ

コ
）
や
オ
オ
バ
コ
の
根
を
混
ぜ
て
飲

む
風
邪
薬
（
河
童
丸
）
が
作
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

六
．
お
わ
り
に

『
遠
野
物
語
』
に
よ
っ
て
、
河
童
は

岩
手
県
遠
野
市
が
有
名
で
す
が
、
岐
阜

県
と
木
曽
三
川
流
域
内
の
河
童
伝
説
は

九
〇
話
あ
り
、
今
回
調
査
不
足
で
あ
る

木
曽
川
上
流
域
（
長
野
県
側
）
を
加
え

る
と
、
木
曽
三
川
流
域
の
河
童
伝
説
は

軽
く
一
〇
〇
話
を
超
え
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

本
編
で
は
、
個
々
の
河
童
伝
説
に
触

れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
木
曽
三
川
流
域
に

残
る
河
童
伝
説
を
多
く
の
人
々
に
知
っ

て
い
た
だ
き
、
川
へ
の
畏
敬
と
愛
着
を

持
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
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小島功氏の河童のイラスト
（ⓒ小島功）

河童伝説の分類表

水戸浦からあがった大河童で、約105㎝、重さ約45㎏。
総体骨なき様で尻の穴が3つあり、臭気はなはだし。
享和元（1802)年8月下旬写し。
出典：「別冊太陽　日本のこころ５７－日本の妖怪－」

痛風の薬のチラシ
（おもしろかっぱ館蔵）

青島の妙薬伝来の事
『越之風車』巻之三
明和8年（1771）
（新潟県立歴史博物館蔵）

木瓜紋

小計
15
16
2
4
6
16
4
2
9
11
2
1
2

合計

43

22

25

90

記号
●
●

●
●
■
■
■
★
★
★
★
★

小分類
薬・治療
魚
椀
証文
その他
人や家畜
蜘蛛
すっぽん
住処
悪戯
キュウリ
雨乞い
竜宮

中分類

お礼

引込み

その他

大分類

河童

河童伝説の分布図
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上
「陽南寺」
　赤蓮発祥の地として知られる寺で、天保年間に住職の
平野龍天が近江から赤蓮（レンコン）を伝え、この地に植
え付けたと云われています。
　寺の門前には立派な石碑が建てられ、昭和５６年７月１
日には立田村文化財指定第一号に指定されています。

下
「船頭平閘門」
　明治改修以前、木曽・長良・揖斐の三川は入り乱れて流
れ、物資は川伝いに運ばれていました。しかし、明治改修
の三川分流工事によって船は河口を回らなくては、隣の
川に行けなくなるため船頭平に閘門が設置されました。
　明治時代に作られた閘門で現在も活躍する数少ない貴
重な土木施設であり、重要文化財に指定されています。

春
Vol.98Vol.98

江戸時代の立田輪中

船頭平閘門の建設と構造

木曽川下流域のケレップ水制

「河童伝説」（水にまつわる民話から）

木曽川文庫  福島 晃子

流水を制御する水制   第四編

　歴史記録は、「流水を制御する水制」の
四回目として、木曽川下流域の水制工に
ついて、過去の調査結果から統計的な特
徴とその現状について紹介しました。
　なお、この資料は、創刊号からの全てが
木曽川下流河川事務所ホームページより
ダウンロードできます。

平
瀬
池
の
大
金
魚
　
愛
西
市
森
川

2016

平成28年

出
典
／『
立
田
村
史
』海
部
郡
立
田
村
教
育
委
員
会　
１
９
６
５
年

Mail　sendouhi@dream.ocn.ne.jp

戦
国
時
代
に
織
田
信
長
の
弟
信
興
が
本
願

寺
門
徒
に
討
ち
取
ら
れ
た
と
い
う
小
江
木
城

が
あ
っ
た
辺
り
は
、古
く
か
ら
人
が
住
み
つ
い

た
と
こ
ろ
で
、
そ
の
た
め
か
怪
談
や
伝
承
の

多
い
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
し
た
。

大
蛇
が
棲
む
と
言
わ
れ
た
り
、
河
童
が

岸
に
上
が
り
通
り
が
か
り
の
人
と
相
撲

を
と
る
と
言
っ
た
話
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
一つ
に
平
瀬
池
の
金
魚
の
話
が
あ
り

ま
す
。

小
江
木
城
址
の
近
く
に
あ
る
平
瀬
池

は
、面
積
が
四
〇
町
歩
余（
約
〇
．四
㎢
）、

一
番
深
い
と
こ
ろ
の
深
度
三
〇
尺（
約
九ｍ
）

で
、昼
間
で
も
気
味
の
悪
い
場
所
で
し
た
。

大
正
時
代
の
半
ば
、
船
頭
平
に
住
む
漁

師
の
代
サ
ン
は
い
つ
も
の
よ
う
に
小
舟
で
平

瀬
池
に
漕
ぎ
出
し
、夜
網
を
う
っ
て
魚
を
獲
っ

て
い
ま
し
た
。そ
の
日
は
、い
つ
に
な
く
豊
漁
で
、

時
間
を
忘
れ
て
夜
明
け
前
ま
で
漁
を
続
け
て
い
る

と
、
突
然
舟
の
真
ん
前
に
、
小
舟
ほ
ど
も
あ
る
巨
大
な
赤
い
魚
が
浮
か
ん
で

き
ま
し
た
。

大
魚
は
、
水
面
で
少
し
泳
い
で
は
池
の
中
に
消
え
、
ま
た
浮
い
て
き
て
は

潜
る
の
を
繰
り
返
し
て
い
ま
し
た
が
、
や
が
て
代
サ
ン
の
舟
に
向
か
っ
て
泳
い

で
き
ま
し
た
。そ
の
泳
ぐ
姿
と
濃
い
赤
色
は
金
魚
そ
の
も
の
で
し
た
が
、
と

に
か
く
大
き
さ
が
尋
常
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。代
サ
ン
は
恐
怖
の
あ
ま
り
尻
も

ち
を
つ
い
て
大
声
を
あ
げ
、
ガ
タ
ガ
タ
と
震
え
な
が
ら
、一
晩
で
獲
っ
た
大
量

の
魚
を
池
に
投
げ
込
み
、必
死
に
逃
げ
だ
し
ま
し
た
。

代
サ
ン
は
家
に
逃
げ
帰
っ
て
か
ら
も
、
食
事
を
と
ら
ず
布
団
を
頭
か
ら

被
っ
て
震
え
て
い
ま
し
た
。半
月
も
し
て
や
っ
と
正
気
に
戻
っ
て
か
ら
も
、
二

度
と
平
瀬
池
で
漁
を
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

そ
の
後
、
平
瀬
池
は
干
拓
工
事
に
よ
っ
て
埋
め
立
て
ら
れ
、
大
き
な
金
魚

の
話
だ
け
が
残
り
ま
し
た
。


